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1 1 ι 仟 怖 1 年 7 月
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昭 和 5 4 年 7  j 、 」
昭 千 Π 5 5 年 8 1 」
昭 和 2 2 年 1 月 2 9 Π ノ 1
上 証  l a ! 1
教 授 " 祁 長
医 学 研 究 科 救 急 医 学 分 野 , ・ 大 学 病 院 高 孃 救 命 救 急 セ ン タ ー
慶 腰 義 塾 大 学 医 学 部 〒 榮
慶 應 義 塾 大 学 除 半 部 訓 紋 医 ψ 1 科 )
佐 野 厚 生 総 合 病 院 外 科
恩 、 娚 財 ト 」 1 済 1 1 . 会 刈 1 奈 川 県 病 院 ・ 神 奈 川 県 交 通 救 急 、 セ ン タ ー 外 科
虜 應 裟 塾 大 学 医 学 部 氏 H  ・ 大 学 助 丁 ( 診 療 ) ψ 卜 科 学 )
慶 雁 義 塾 大 学 助 手 ( 医 学 部 外 科 学 )
国 立 療 杜 所 杣 奈 川 抽 院 外 科
米 斥 1 ハ ー バ ー ト 大 学 劉 学
( R e s e a r c h  F e ] ] o w  i n  S Ⅷ ' g e r y ,  H a T v a l ' d  M e d i c a l  s c h o 0 1 ,  M a s s a C 1 Ⅲ S e t t s
G e n a ' a 】  H o s p i t a l  e n d  S 1 Ⅱ 、 i n e r s  B u r n s  l n s t i t u t e )
恩 賜 則 団 済 生 会 刈 1 奈 川 県 病 院 ・ 神 奈 川 県 女 通 救 急 、 セ ン タ ー 外 科
( 昭 和 5 9 仟  4 月 よ り 外 利 ・ 氏 長 )
慶 雁 義 塾 大 学 助 手 ( 医 学 部 外 科 学 )
慶 應 義 塾 大 学 助 手 ( 医 学 部 救 急 部 )
慶 應 錠 融 大 学 専 任 講 師 ( 阪 学 部 救 急 創 D
股 應 巽 塾 人 学 助 教 授 ( 医 学 部 救 急 剖 り
東 北 大 学 教 授 ( 医 学 部 救 急 、 氏 ツ 講 座 )
東 北 大 学 氏 学 部 附 属 病 院 救 急 部 長
昭 和 5 8 年 4  ナ 1
、 ?
? 、 ー
平成Ⅱ午4村
平成15年10刃
平成16年7 "
平成18年10jj
平成22郁3 打
東北大学教授(大学院臣学系仞究科麻酔・救急医.学講座救急医学分野)
東北大学病院叔急部長
央北人学教授(人学院医学系研究科外科病態学淌座救急1父学分野)
東北人学病院商度救命救急、センター部長
央北大ツtを定年選職
イy
平成元午9村
受
平成20イF9 打
十成21イ「.7 刀
氏学N;・上(慶他、義塾ノぐγ乙第2086弓)
教育歴
十成】1イ「、 4 j、」
平成12午 4月
十J女Ⅱイ「.4 jj
乎成M午 4 ナ]
総務火臣太彰平成20年度救急y1労者
市11川20j月年記念式表彰永午勤統委R
(仙台市救急業務基本問題検■会委員)
研究歴
昭和51仟7打~昭和54午6月慶鱸義塾大学欧学部外科学散室,擶導數授阿部令彦
「食道癌恕、者の術後心・1姉・1野機能相関についての研究」
昭羽1551干8 jj~「V仟Π5811二3j」木振レ、ーバード火γ留ツ,指町、教授John F. Burke
「1nhalaHon lnjury の病態所1斤」
平成4午度厚ル科学研究費補助金(救急、・災火総合科ツ研究、町業)救急、疾患の診療技術の向
上に関する研究班(キ仟研究者小債祚次)
分扣飢究課恕「MOFの病態に関する研究」の研究恊力者
Ψ成4年腰~平成6年投文部省科学研究一般研究C
「広範囲Ⅲ度熱傷の病態創析および超甲剣焼姉皮令リJ除術の尖験的検村」
平成5イ「・度再判・.科半仙究我初皿力釡(救急、・災キ11総合科ツ研究水父)救急」矣恕、の診療技術の向
上に関する仙究飢(主仟仙究右小濱悴次)
分択研究,課題「MOFの予防及び治療に関する研究」の研究恊力者
平成伊F度交通小故医療肌,床的研究助成
「小度交通外伽恕、者における峻排師害発井・ f後増恕と牛イ小反応」
平成7午皮交通、心故医療膨'床的研究助成
ri五症頭部外傷膨、占におけるりン脂質関迎免疫メディエイター変動と丁,後,メデ
イエイター開鄭による脳投傷怪減の、可能糾.を探る」
平成9イ1'産交通唖故医療肌'床的ω「究助成
「予1乍頭部外傷辺名'における1悩イ畷品療法見111]寺の脳局所および全牙代誘1動延変動;
脳飲生との鬨連(代火ω「究老イノ'々木淳一)
平成8年度~平成10年皮文部名科学研究」▲盤馴究C
「熱傷ショヅクにおける微小ヲ1U業動態の検i付と微小循環動態モジュレーションの
礼沈ψ'_立氏科大学J1二常勤'剛鄭(救急、松.フ)
工0成人学非常効講師(ム護学部厶護学科,救命救急管理)
'宮城学院女子大学非常勤,,剛都(食品栄荏学科,救急石而並法B)
国際メディカルテクノロジー,h門学般非、常勤論部
?
?
有 用 性 」
乎 成 1 0 年 孃 文 部 竹 科 学 研 究 』 ▲ 盤 研 究 B  ( 筆 頭 相 川 直 樹 )
「 救 急 、 傷 病 俊 襲 に 対 す る 生 仏 反 応 ネ ヅ ト ワ ー ク と 体 温 μ , 1 節 一 災 驗 的 検 村 一 」
平 成 1 0 午 度 辛 匹 1 医 学 田 { 究 助 成 釡
「 急 性 小 山 患 、 者 に お け る Ⅲ 物 甲 期 診 斯 に 関 す る 研 究 」
平 成 1 2 卸 度 ~ 可 り 支 1 3 年 度 民 開 と の 共 同 研 究  G 叉 分 A )
「 院 内 感 染 防 止 に 対 応 す る 銀 を 後 合 さ せ た 光 触 娯 製 品 の 安 全 性 に 関 す る 実 験 的 検 ; 、 "
平 成 】 鈎 二 度 ~ 平 成 H 年 腰 文 部 科 学 竹 科 学 刷 究 萌 牙 的 研 究
「 " を か く ね す み 作 製 の J よ 礎 的 研 究 」
平 成 U 午 度 ~ 十 成 1 5 年 厩 文 部 科 学 名 科 学 何 「 究 」 ▲ 雛 研 究 ( B ) ( 2 ) 研 究
1 、 ゛ 症 敗 顧 症 に お け る 酸 某 代 謝 改 杵 を 月 指 し た 酸 系 述 搬 体 作 成 に 関 す る 突 験 的 検 削 」
平 成 1 5 イ 卞 度 特 剛 { 2 0 0 2 - 2 6 0 9 6 1 り 酷 1 " り 皮 膚 組 繊 の 機 能 改 哲 の た め の 医 桑 」
乎 成 】 7 年 皮 ~ 平 成 1 8 年 度 文 部 科 学 竹 科 学 研 究 萌 芽 的 仙 究
「 説 在 施 行 の 心 舳 嫁 生 法 は 脳 の 再 喋 流 儁 辨 に な ら な い か ' 村
乎 成 1 7 η . 度 ~ ・ 乎 成 2 0 午 度 指 導 大 学 院 生 課 題
n w ' 敗 血 J ^ i . に お け る ブ ル ギ ニ ン 投 ケ の 功 罪 と メ デ ィ エ イ タ ー モ ジ ュ レ ー シ ョ ン 」
平 成 1 9 年 喫 畏 陵 医 学 振 興 会 譲 学 研 究 助 成 金 ( 研 究 A )
P 宮 城 県 に お け る 災 智 " 、 Y 医 療 ゴ ー デ ィ ネ イ タ ー の 戦 略 的 育 成 」
平 成 2 0 年 腰 総 長 戴 _ 址 経 賀 ( 研 究 ) 防 災 科 ツ 拠 点 ( 笵 頭 平 川 新 )
「 地 域 社 会 を 災 客 か ぢ 小 る た め の 防 災 科 学 研 究 拠 点 の 形 成 と 地 域 迎 甥 ' Ⅱ 業 の 描 築 」
平 成 2 0 午 度 商 述 通 路 関 迎 ネ 」 _ 会 貞 献 恊 議 会 何 1 究 助 成 ( 竿 頭 奥 村 , 1 幻
「 人 規 椣 災 霄 の 埀 偽 お 搬 送 に お け る 問 速 道 路 の 役 割 と 耐 堤 投 資 の 最 適 化 」
免 許 ・ 資 格
昭 千 1 1 4 8 イ f  3  上 1
昭 和 朝 午 6 打
昭 千 1 1 6 Ⅲ 下 1 0 j l
昭 l n 6 2 イ f ] け j
平 成 2 午 6 月
平 成  2 年 1 2 j j
乎 成 3 年 7 月
十 成  6  イ 1 '  1  j l
平 成 8 午 6 村
斗 り 女  8 年 7  j 、 」
平 成  8 勺 二 1 2 打
平 成 H 年 4 ナ 1
平 成 1 6 郁 け ]
平 成 1 9 年 9  」 、 j
米 【 司  E C F M G  試 験 介 格 ( c e r t 途 C a t e  1 9 1 4 認 2 )
医 師 免 許 取 得 ( 氏 篇 登 録 番 ・ 琴 2 1 9 5 0 1 号 )
日 本 救 急 、 医 , 学 会 認 定 医 ( 第 4 2 3 ・ 号 ) ( 平 成 1 6 4 に 1  乃 よ り 救 急 科 ] " 門 脈 )
央 京 消 防 斤 救 急 隊 指 導 医
Π 本 梢 化 器 外 科 学 会 認 定 氏 ( 芽 Π 0 0 2 9 0 2 リ )
訂 木 外 科 学 会 , i 忍 定 医 輯 四 0 0 心 2 0 ぢ )
H 木 胸 部 外 科 学 会 認 定 医 ( 芽 Π 2 9 伊 D
Π 人 救 急 氏 ツ 会 指 遵 医 ( 第 1 6 7 牙 )
Π 本 消 化 器 外 科 学 会 指 遵 咲 峨 牙 U O ・ 号 ) ( 平 成 玲 勺 二 5 月 ま で )
日 人 胸 部 外 科 学 会 指 ヨ 丹 医 ( 錦 9 7 - 0 4 外 "
Π 本 外 科 学 会 指 導 氏 ( 登 録 番 号 S O 0 2 7 0 8 号 )
日 木 熱 傷 学 会 認 定 譲 ( 認 定 医 番 琴 9 8 - 0 5 9 号 ) ( 平 成 1 9 年 9 打 よ り 専 「 耻 励
日 本 救 急 阪 ツ 会 救 急 科 脚 門 阪 ( 第 4 2 3 ・ 牙 )
日 人 熱 イ U 学 会 山 門 医 ( 認 定 医 番 牙 9 8 - 0 5 併 ナ )
学 会 等 に お け る 活 動 ( 役 職 等 )
1 . Π 木 救 急 、 医 学 会 ( 評 議 典 ( 中 成 尤 介 ・ ~ > , 指 導 医 認 定 委 H 会 委 n 長 , 詐 議 貝 選 出 委 貝 会 委 n
長 , 専 門 医 認 定 委 員 会 委 n 長 , 价 理 委 員 会 委 H 長 , 制 腰 委 ι 1 1 会 委 員 , 細 深 委 員 会 委 員 , 会 則
改 正 委 R 会 委 員 , 地 力 会 委 n 会 委 ι ↓ , 第 1 9 回 東 北 地 力 会 会 長 や 杓 戊 1 7 年 > ・ 幹 小 ・ 小 務 局 長
<平成10午~>)
2. H本熱偽学分(第32和1学術条会・総会会長(平成]8午>,刊,小や杓曵Π年度~十・成12年度,
平成1フィf度~平成184干度,平成2]年度~・平成22年投>,'1乎議n <平成3午度~>,編条委貝会
委員←円女9年度~平成H年股>・委n長<平成]5午度~平成20年度>,学術委R会委n長く平
成Ⅱ年度~平成14年度>,スキンバンク(検'司)委負会委員<、r成H年製~平成16イ例女>,倫
理枩員会枩a <平成]7年度~平成18年度>・妥員長<平成21年腰~平成22年度>, ABI、S1ケ
別委R会委員長<平成19年度~平成20郁度>,東北地力会幹事,第6回東北地ノj会代表世i舌
人<平成12午>)
3.Π本救命医療学会(理弓i,綿染委貝会委員)
4. H本腰部救急践学会倫斥錠員<平成4イ11~>,鯏条委R会委R ・委貝長,ありノj委R会委員,
ガイドライン件成委員会委貝)
5. H本臨床救急、欧学会締斥筬員<、r成9年~>)
6.Π水外科代謝栄丑学会(評議貝く平成5可~>)
フ.日本介11傷治癒学会化平議H <平成13年~>, i乎議n遼ぢ禿n会枩員,1回際委R会委員,将来
枇恕検村委貝会委R,広根・編架委n会枩n)
8.Π本細織移柚ツ会(i平痢U、1く平成15年~>)
9.口本外科学会(貳験問題検討小委員会委員<平成12年~乎成15年>,地区試験委1-1く平成13
q~平成16年>,試験間題検討委n や冉戍16qり,試験委n <平成]7午>)
10.日本消化;排外科学会
Ⅱ.日本胸部外科学会(jf会a)
12.Π本臨床外科学会
13.日本条小治療学会
14.日本外傷学会(,f統委員)
15.Π本 Shodfγ会
16.日本外科系連合学会
17.Π本外科感染症学会(剖.議n く平成18郁~>)
18.口本感染症学会
19.Π木化ツt療法半会
20. H永血液代替物学会
21.日本中商学会
22.日木条団災冉阪学会(i.平議n く平成16郁~>)
23.筥城県救急医療研究会(会長く・平成Ⅱ年~>,州i吉編染く十成Ⅱ年~>)
24. Ame丁ican Burn Associalion (1982~)
25.1ntemationalsociety for Bum lnjuries (1987~),(BⅢ'ns EditorialBoard Nlember, ptogram
Committee, Researc]1 Con〕111ittee)
26,1nternational c0Ⅱege of sutgeons (2001~), Japan section (1989~)
27.11]ternational sociely of surgery (1997~)
28.1nternational Association {or the surgery of Trauma and surglca11ntensive care
その他:CCM輪汲・栄養研究会(世話人),央北f削派・経腸栄荏仙究会(世嘉人),宮城リA救急,
災111医_虻モ懇'舌会(代衷世話人), Cτ北ical care Medicine懇話会(世話人),東北セプシ
スセミナー(儒.]1D,仙台外傷症例検討会(代表発起ノ0
社 会 に お け る 活 動
] . Π 本 学 術 会 議 迎 携 委 貝 ( 十 ・ 成 1 8 郁  8  打 ~ 平 成 2 3 勺 二 9  乃 )
2 . 医 道 密 議 会 四 円 委 n  ( 医 帥 分 科 会 R ) , 氏 師 試 験 委 1 1  何 り 支 1 2 年 6  打 ~ 平 成 】 8 年 6 月 )
3 . 宮 城 1 ι 医 師 会 代 議 n  ( 平 成 2 0 4 F 2  打 ~ )
4 . 宮 城 ↓ 1 ι 救 急 1 犬 擁 恊 議 会 副 会 長 ( 平 成 1 5 4 に 5 j l ~ )
5 . 宮 城 ↓ 1 ' メ デ ィ カ ル コ ン ト ロ ー ル 協 i 筏 会 会 長 ( 平 成 1 4 q 二 1 0 打 ~ )
6 . 筥 城 ↓ 【 , U 也 域 区 捺 仙 帳 セ ン タ ー 仰 、 1 i  ( 十 成 1 2 イ 「 . 5  刃 ~ )
フ . 宮 城 ↓ 1 , り 也 域 氏 療 恬 郁 シ ス テ ム 運 僻 委 n 会 委 H  ( 十 成 1 8 イ f l 0 村 ~ ・ 乎 成 2 2 郁 3 ナ D
8 . 宮 城 リ ι 救 急 、 教 脊 検 村 委 R 会 委 n N  ( 、 F 成 1 1 仟 ・ 7 J ] ~ 平 成 1 2 イ 1 ' ) , ' 宮 城 県 救 急 、 數 力 誤 例 ψ 会 議 議
長 ( 平 成 】 3 4 に  7 月 ~ 平 成 1 7 午 )
9 . 宮 城 地 ば 穆 袋 急 被 ぱ く 医 療 ネ ッ ト ワ ー ク 会 議 」 委 R  ( 平 成 1 4 イ 1 、 7 J I ~ 、 r 成 2 2 q , 3 J わ
1 0 . 宮 城 ↓ 1 , U 也 域 医 療 批 近 委 U 会 委 1 ! 〔 ( 十 ・ 成 1 9 イ n 0 打 ~ )
Ⅱ . 4 , 、 北 1 拓 次 救 急 . 氏 療 仏 制 池 絲 調 柴 1 島 議 会 委 H  ( 十 , 成 1 1 イ 「 3 j ・ 」 ~ )
1 2 . 仙 台 . ! 県 川 地 域 メ デ ィ カ ル コ ン ト ロ ー ル 恊 , 設 会 部 会 長 ( 十 成 1 5 Ⅱ , 3  " ~ )
1 3 . 仙 台 市 救 / ム 業 務 垈 人 問 題 検 討 会 枩 1 , U 之  6 F 成 1 0 年 1 0 刀 ~ )
N . イ 1 ( げ 打 I U 也 域 氏 療 対 策 恊 議 会 旧 舮 " , 救 急 氏 療 諦 会 会 長 ( 平 成 Ⅱ 1 に 6  打 ~ )
1 5 ' 仙 台 市 災 筈 医 療 迎 谿 調 整 会 議 幹 * や 1 勺 戌 1 0 仟 1 υ J ) , 仙 台 市 医 則 1 会 救 急 1 知 上 丈 行 委 n 会 委 1 1
( 平 成 1 2 午  4  刃 ~ 、 r 成 1 8 イ 1 Ξ 3 1 D , 仙 介 1 1 j 災 ι , 1 1 時 医 療 病 院 迎 締 会 委 H  何 勺 戍 1 4 午 ) , 仙 台 市 災
皆 " 寺 浜 療 協 議 会 枩 a  ( 平 成 1 5 年 7 1 D , 仙 台 市 医 削 ] 会 救 急 ・ 災 " 1 款 寸 策 委 R 会 委 n  ( Ψ 成 1 8 "
4  河 ~ 十 成 2 2 年 3  j j )
1 6 . 仙 台 市 _ 立 1 丙 院 「 1 h 立 病 院 の あ り 力 に 関 す る 検 1 ↓ 委 H 会 」 委 U  0 1 り 女 1 7 年 1 0 刀 ~ )
1 7 . 広 南 会 ' ; 乎 議 n  糾 勺 女 1 0 年 1 2 打 ~ 平 成 2 2 イ f 6 1 D
1 8 . 辛 西 会 ' 乎 6 詮 H  ( 十 : 成 1 0 年 9  心 ~ )
1 9 . 央 北 医 学 会 ( ' 十 雨 又 U  く 平 成 1 1 イ F ~ > , 魚 、 務 幹 ' Ⅱ く 平 成 1 4 q ・ ~ 乎 成 j 5 守 > )
2 0 . 東 北 大 学 欧 J 部 会 代 議 t l  ( 平 成 1 3 年 4  打 ~ 十 } 曵 2 2 イ f 3  ナ 」 )
2 1 . 宮 城 県 1 小 地 震 刈 策 研 究 会 協 議 会 や 1 勺 戍 ] 6 年 8 打 ~ , 災 害 医 療 部 会 部 会 j む
2 2 . 災 二 七 に 強 い コ ミ ュ ニ テ ィ の た め の 市 民 フ ォ ー ラ ム 尖 行 委 j ・ 1 会 ( 平 成 2 1 介  6 j ・ 1 ~ , 委 員 長 )
、 ' 内
( 医 学 部 ) に お け る 活 動
医 半 部 教 務 委 a 会 委 R  ( 教 育 ノ π 去 等 に 関 す る 検 , ゞ 枩 a 会 や 内 戍 Ⅱ 年 > , 横 斯 的 汎 義 W G く 平 成
1 2 イ ヤ > , 侍 , リ 太 系 カ リ キ ュ ラ ム 検 肘 W G 委 n 会 < 乎 成 1 2 イ f > ,  1 珀 , 床 系 カ リ キ ュ ラ ム 検 討 審 議 会
< 平 成 B 仟 > ,  C B T  問 地 ! 竹 成 び 円 戍 1 4 午 > ) , 喩 床 小 委 ι 、 1 長 ( 平 成 1 5 年 ~ 平 } 女 1 7 年 ) ( O S C E  実
施 厶 任 お < 乎 成 1 5 午 > , 学 ● 試 験 ・ 、 三 次 修 練 再 編 成 W G  < 平 成 1 7 午 > )
1 、 1 己 点 栓 ・ 評 価 述 営 委 U 会 ( 平 成 Ⅱ 年 )
大 半 入 試 セ ン タ ー 試 験 災 施 枩 員 会 軒 り 戍 1 3 ・ 1 4 年 )
人 試 検 討 委 員 会 委 ι H そ ( 斗 勺 戌 1 5 ・ 1 6 イ 円 , 委 n  ( 斗 勺 戎 1 7 年 )
{ 内
2
3
4
5
( 病 院 ) に お け る 活 動
( 救 急 部 , ) 高 度 救 命 救 急 セ ン タ ー ] 世 営 委 ι 1 会 枩 R 長 ( 十 ・ 成 1 0 イ r 9 j ・ 1 ~ )
( 救 急 、 部 , ) 商 厩 救 命 救 急 、 セ ン タ ー 連 絲 恊 議 会 委 H 長 ( 、 1 三 成 ] 0 午 9  " ~ )
肌 液 汀 H ヒ 療 法 部 述 , 営 委 n 会 ( 平 成 Ⅱ イ 1 二 ~ 平 成 ] 6 イ 1 り
総 介 診 療 部 述 営 委 n 会 ( 平 成 Ⅱ 年 ~ 、 γ 成 1 6 年 )
シ ョ ー ト ス テ イ ケ ブ セ ン タ ー 検 討 委 1 - 1 会  0 1 勺 戎 1 2 年 )
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1)著書(自著)
1'多臓器不全, DICの診断と管理,多臓器不全の管劉!
梨ゞ葛ハンドブック(島崎修炊編),1985,小外医学社, P84 89, P248・・257, P
258264
2.感染対策,栄養管理,小範囲熱偽の治療
熱儁・環境障腎・溺水(大塚敏文,他編),1985,情亨田捌発研究所, P72-82,
P82 88, P88-93
3.細菌性シ.ヅク,カテコールアミンの使い方の実際は?
シ,ツク Q &A C釜熊正悦,他編),1986,メジカルビュー社, P72 73
4.セングスターケン・ブレイクモアチューブ(1傑沢洋太郎,相川直樹)
救急プラクティカルQ&A (松田博青,太田宗大編),1987,釡原出版, P83
舗
飯1 目 録
5.樂急、検杏とその解釈動脈血ガス分析
救急医療と救命救急処艦(石Ⅱ1昭誰蒔澗,1987,ライフ・サイエンス.センター,
P3乃・382
6.熱偽の病態と治療,薬物療法,合併症, MOF (1際沢洋太郎,相川直樹,山本
修三)
図説救急医学講座熱傷と環」寛1捧霄(杉本侃編),1989,メジカルビュー礼,
P50 53, P98-107
フ.腹割ψ仟斗領域(篠沢洋太郎,山人修三,須藤政彦)
斬外科学大系救急外科・(出刀康夫,他編),1989,,・1,山冉店, P231 270
8. complicatio】〕s of Burn lnjury (shin02awa Y, Aikawa N)
Acute Management of the Burned patient (Ed. J. A. J. Martyn),1990, N八1.B
Saunders co., P159-179
9.術後1姉,肝,腎合併症(篠沢洋太郎,安喋1陽敏)
食道癌:而今断と治療の進歩(掛川1嘩夫編),1990,へるす1_"1誠, P235-248
]0.細1菌性ショック,カテコールアミンの使いガの実際は?
改訂新版臨床氏のためのハンドブックショヅクQ&A C劇堤正悦,他編),
1991,メジカルビュー社, P72-73
Ⅱ.熱傷の輸液公式
今日の治療指診1993年版(1三ル駒京重明,阿部lf和監修),1993,医学J1院,P
35 -36
?
21 2
笑 痛 ・ シ . ツ ク ( 篠 沢 洋 太 郎 , 相 川 直 枯 b
腹 部 救 急 診 療 の 実 際 ( 四 方 i 亨 ・ 一 監 修 ) , 1 9 船 , 阪 学 灰 Ⅱ 井 出 版 ,  P 1 1 5 - 1 2 7
1 3
熱 傷 ・ 火 傷
標 難 外 科 マ ニ ュ ア ル ( 北 鳥 , 政 樹 , 商 見 博 編 ) , 1 9 9 3 , イ ン タ ー メ ル ク ,  P 3 3 7
3 4 8
U
. シ ョ ッ ク ( 2 ) プ ナ フ ィ ラ キ シ ー , シ ョ ヅ ク ( 3 ) イ 氏 容 量 件 シ ョ ヅ ク , 腹 猶 K D
鉐 " 刈 と 緊 急 処 置 , 外 傷 患 、 者 の 全 身 管 理 , 胸 部 外 傷 , 腹 部 外 傷 , 血 管 損 傷 , 多
発 外 傷
救 急 レ ジ デ ン ト マ ニ ュ ア ル ( 相 川 西 樹 , 堀 進 悟 羽 諦 , 1 9 9 3 , 氏 学 〒 ! 1 院 ,  P 3 3
3 4 ,  P 3 5 - 3 6 ,  P 1 2 0 - 1 2 5 ,  P 1 9 2  - 1 9 4 ,  P 2 1 0 - 2 1 3 ,  P 2 1 4  - 2 1 9 ,  P 2 3 7  - 2 3 8 ,  P 2 3 9
・ 2 4 1
. シ , ヅ ク ( 2 ) ア ナ フ ィ ラ キ シ ー , シ ョ ヅ ク ( 3 ) 低 容 呈 性 シ ョ ヅ ク , 腹 涌 ( D
鑑 別 と 緊 急 処 置 , 外 偽 恕 、 岩 の 令 身 管 哩 , 胸 ・ 部 外 傷 , 腹 剖 ψ 卜 傷 , 血 乍 汗 則 牙 , 多
発 外 傷
救 急 レ ジ テ ン ト マ ニ ュ ア ル ( 改 訂 2 版 ) ( 相 川 皿 砕 対 , 堀 進 悟 飼 弱 , 1 9 9 8 , 氏 学
1 1 院 ,  P 朝 ・ 5 0 ,  P 5 1 - 5 2 ,  P 1 3 7  - 1 4 2 ,  P 2 2 0 - 2 2 2 ,  P 2 3 8 - 2 4 1 ,  P 2 4 2 - 2 4 7 ,  P 2 価
・ 2 6 6 ,  P 2 6 7 - 2 6 9
. シ , ツ ク ( 3 ) 低 容 品 性 シ , ヅ ク , 腰 痛 ( D
鑑 別 と 緊 急 処 置 , 血 管 損 偽
救 急 レ ジ デ ン ト マ ニ ュ ア ル ( 改 副  3 版 ) ( 1 則 川 ' i 樹 , 堀 進 悟 嗣 嗣 , 2 0 佛 , 氏 ツ .
1 1 院 ,  P 4 3 - " ,  P ] 3 7 - 1 4 3 ,  P 2 8 4 - 2 部
・ シ ョ ヅ ク ( 3 ) 低 容 、 吊 二 性 シ ョ ヅ ク , 腹 J 雨 ( D
嬬 別 と 緊 急 処 匙 , 血 管 損 傷
救 急 レ ジ デ ン ト マ ニ ュ ア ル ( 改 訂 4 版 ) ( 相 川 尼 井 耐 , 堀 進 " H 佃 , 2 0 0 9 , 医 学
1 1 院 ,  P 5 2 - 5 3 ,  P 1 4 9 - 1 5 5 ,  P 2 9 1 ・ ・ 2 9 2
急 性 虫 垂 炎 , 輸 液 薬 剤 の 取 り 扱 い 力
消 化 器 急 性 症 ( 玉 熊 止 悦 編 ) , 1 9 9 4 , 日 本 メ デ ィ カ ル セ ン タ ー ,  P 2 4 0 - 2 4 4 ,  P
3 3 1 - 3 4 1
1 5
1 6
減 圧 切 開 法
今 日 の 治 療 指 診 1 9 9 4 午 版 ( Π 野 原 亟 明 , 阿 部 1 モ 手 叫 殆 修 ) , 1 9 9 4 , 医 学 冉 院 ,  P
9 3  叫
1 7
縦 隔 ・ 横 隔 膜 の 損 偽
鬨 解 外 傷 治 療 ガ イ ド ( 杉 本 侃 新 D , 1 9 9 4 , 文 光 堂 ,  P 2 5 3  2 印
1 8
S w a n - G a n Z  カ テ ー テ ル 挿 入
救 急 認 定 1 矢 の た め の 診 療 指 診 ( H 木 救 急 医 学 会 認 定 医 認 定 委 員 会 編 ) , 1 9 9 4 ,
へ る す 出 版 ,  P 5 別 ・ 5 8 5
19 シ.ツク(篠沢洋太郎,阿部令彦)
臨床外科学1外科学総論(森岡恭彦,川嘉,康生,森昌造,水戸廸良畷励,1994,
朝倉出店, P97-126
呼吸不全
最新の剣"捌顎床一その理論と尖際一(〒山峻,島崎修次編),19鮖,克司脚弛
出版, P181-187
熱傷の局所療法
今日の治療指診1995司り誠(H里刊京重明,阿部正和1謠修),1995,医学占院, P
40-41
敗血症性シ"ヅクの治療:最新の考えノj(1除沢汗太郎,相川直樹)
ショック1995-96 (玉熊正悦編),19鮖,中Ⅱ111店, P62-70
Shinozawa Y, Aikawa N
. Renalfailute m burned patients
Total Burn care(Ed. DN Ha'ndon),1996, WB saunders co., P313 318
. RenalfaⅡUre in burned patients
Total Burn care (2nd Ed.)(Ed. David Herndon),2002, WB saunders co,
P3船 398
急性脱水症
今日の治療指診1996年版(Π野原市明,阿部正和偶m多),1996,医学,11院,P
17-18
ショヅクの原因 1. HumoralMediat0玲(篠沢洋太部,相川1'井")
シ,ツク,その病態と治療11P-to-date q岡田和大編),1996,医薬ジャーナ
ル社, P137 147
艘映炎,消化管穿孔
・経師脈治療オーダーマニュアル 1996版(手川打孝鱸,小川能,林田態叫H励,
1996,メディカルレビュー社, P70-74, P80 82
・経削脈治療オーダーマニュアル'97 (和田孝雛,小川龍,林幽翁刈]編),1997,
メディカルレビュー社, P70-75, P82-84
・経卸脈治療オーダーマニュアル' 99 師Π田孝雄,小川能,林田憲明,島崎修
次,飯野靖彦新D,1999,メディカルレビュー社, P70 乃, P82-84
・経肘,脈治療オーダーマニュアル'99 (千Π田孝雄,小川舵,林田鴛汗明,島崎修
次,飯野姑彦編),2000,メディカルレビュー社, P128 134, PB9・・142
・経静脈治療オーターマニュアル第1版第2昂IK和田孝雄,小川龍,林川憲明,
島崎修次,飯野嫡彦編),2001,メディカルレビュー社, P128-134, P139・
142)
・経師1派冶療オーダーマニュアル第2版第1刷(不Π川孝餓,小川能,林旧戀明,
島崎修次,飯劉血切孝編),2003,メディカルレビュー社, P129-135, P1如
143)
20
21
22
23
24
25
3
26
4. 経 静 脈 治 療 オ ー ダ ー マ ニ ュ ブ ル ( 和 田 孝 雄 , 小 川 龍 , 杁 田 憲 明 , 島 崎 修 次 ,
飯 野 靖 彦 編 ) , 電 子 書 籍 ( C D - R O M ) , 2 0 0 6 , メ デ ィ カ ル レ ビ ュ ー 社 ,  P 1 2 9
・  1 3 5 ,  P 1 4 0 - 1 4 3
. 経 静 脈 治 療 オ ー ダ ー マ ニ ュ ア ル ( 和 田 孝 難 , 小 川 能 , 林 田 憲 明 , 島 崎 修 次 ,
飯 野 靖 彦 編 ) , 2 0 0 7 , メ デ ィ カ ル レ ビ ュ ー 社 ,  P 1 2 9  1 3 5 ,  P 1 4 0  1 4 3
. 経 静 脈 治 療 オ ー ダ ー マ ニ ュ ブ ル ( 小 川 龍 , 島 山 榊 多 次 , 飯 野 姑 彦 , 五 十 嵐 隆 ,
福 島 亮 治 編 ) , 2 0 0 9 , メ デ ィ カ ル レ ビ ュ ー 社 ,  P 1 3 8  1 4 4 ,  P 1 4 9  - 1 5 2
シ , ヅ ク の 病 態 と J 無 滴
最 新 寸 鄭 注 マ ニ ュ ア ル ( Ⅲ 中 制 " 澗 , 1 9 9 6 , 小 学 館 ,  P 7 2  7 3
剣 1 傷
今 日 の 救 急 治 療 指 診 ( 前 川 和 彦 , 相 川 直 樹 編 ) , 1 9 9 6 , 医 学 冉 院 ,  P 3 5 1  3 5 7
急 性 酸 塩 基 平 衡 岬 害
今 日 の 治 療 指 診 1 9 9 7 年 版 作 冊 f 原 重 明 , 阿 部 、 正 千 小 詮 修 ) , 1 9 9 7 , 医 学 汗 " 院 ,  P
1 7 - 1 8
代 謝 ・ 栄 養 管 理 ( 図 説 最 新 麻 酔 科 学 シ リ ー ズ )
救 急 医 療 と 集 小 治 療 ( 釘 宮 些 城 , 高 橋 成 輔 , 士 肥 修 司 新 D , 1 9 9 7 , メ ジ カ ル ビ
ユ ー 社 ,  P 1 5 0 - 1 6 2
救 急 医 学 と サ イ ト カ イ ン ( 篠 沢 洋 太 郎 , 佐 々 木 淳 一 , 藤 島 清 太 郎 , 相 川 直 樹 )
疾 病 と サ イ ト カ イ ン ( 浅 野 茂 隆 , 谷 憲 三 朗 編 ) , 1 9 9 7 , 貞 興 交 易 ( 株 ) 阪 1 1 1 Ⅱ _ リ 扱
部 ,  P 2 5 0  2 6 5
D I C  ( 篠 沢 洋 太 郎 , 安 藤 暢 敏 )
症 例 か ら 学 ぶ 臨 床 検 査 の ポ イ ン ト ( 相 川 直 樹 , 管 野 剛 史 , ヰ , 甫 編 ) , 1 9 9 7 , 診
断 と 治 療 社 ,  P 3 8 - 3 9
バ ク テ リ ア ル ト ラ ン ス ロ ケ ー シ ョ ン
キ ー ワ ー ド を 読 む 消 化 器 ( 北 島 政 樹 , 織 田 正 也 漸 誇 三 ) ,  1 9 9 7 , 恢 学 1 1 院 ,  P
1 3 8
気 道 熱 偽
今 日 の 診 断 指 診 ( 他 1 _ 1 _ 1 正 J 心 ,  f Ⅱ 田 治 男 , 高 久 史 麿 , 阿 部 令 彦 総 編 集 ) , 1 9 9 7 ,
医 学 冉 院 ,  P 4 兜  4 9 3
診 断
腹 部 外 傷 の 臨 床 ( 山 本 修 三 編 架 ) , 1 9 9 7 , へ る す 出 版 ,  P 6 5 - 7 3
ス ー パ ー 抗 原 ( 篠 澤 洋 太 郎 , 田 熊 沽 継 )
臨 床 侵 襲 学 ( 小 川 道 雛 , 斉 藤 英 昭 編 ) , 1 9 9 8 , へ る す 出 版 ,  P 2 別 ・ 2 兜
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宮 城 県 に お け る ド ク タ ー へ り 導 入 に 関 す る 検 討 級 告 丸 ( 東 北 大 学 俳 引 浣 )
平 成 2 1 守 . 3  打
5
6
7
Ⅲ 一 2 ) 調 査 報 告 書 ( 共 著 )
1 . 佐 々 木 浮 ・ , 緜 洋 洋 太 郎 , " 心 1 、 】 崇
重 症 頭 割 ψ H 牙 恕 、 名 に お け る 脳 低 温 療 法 施 行 " 寺 の 脳 傷 害 関 連 メ デ ィ エ イ タ ー 変 動
交 通 当 般 氏 療 臨 床 的 研 究 助 成 刑 究 縦 告 集 平 成 9 年 座 , 1 9 9 8 年 ・ 1 2 打 , 日 本 損 冉 保
険 恊 会 医 研 セ ン タ ー
2 . 小 池 燕 , 山 本 保 博 , 篠 洋 洋 太 郎
多 臓 器 < 全 の 病 態 解 明 を め ざ し た 動 物 モ デ ル の 雛 築 と そ の 評 価
2 0 0 2 午 3 j l , 平 成 Ⅱ イ r . 度 ~ 平 成 1 3 年 度 科 学 研 究 贅 補 助 金 ( 基 雛 研 究 ( C ) ( 2 ) )
研 究 成 果 蛾 告 冉
3 . 小 池 燕 , 小 林 暫 * , 柏 星 淳 一 , 篠 澤 洋 太 郎
小 腸 虚 血 再 環 流 に 什 う 遠 隔 臓 器 障 害 の 発 生 機 庁 の 解 明
2 0 備 イ r 5 j j , 平 成 1 4 年 度 ~ 平 成 1 6 年 度 科 学 研 究 q ・ ? 補 助 金 ( 基 雛 研 究 ( C ) ( 2 ) )
研 究 成 果 帳 告 , t l
4 . 奥 村 誠 , 篠 洋 洋 太 郎 , 1 _ Ⅱ 内 聡 , 織 田 澤 利 守 , 塚 井 誠 人
大 規 模 災 W の 市 傷 者 搬 送 に お け る 局 速 道 路 の 役 割 と 耐 震 投 資 の 最 適 化
2 0 四 年 ■ 打 , 高 速 道 路 関 連 礼 会 貢 献 協 議 会 平 成 2 0 午 度 研 究 助 成 研 究 成 果 報 告 古
Ⅳ 一  1 ) 研 究 論 文 値 著 )
1 . 篠 沢 洋 太 郎 , 1 1 1 木 修 _ ' , 宮 川 健 , 茂 木 正 寿 , 今 井 迷 郎 , 市 列 ・ 圷 h e , 須 獄 政 彦
_ 市 症 外 傷 に お け る ス ワ ン ガ ン ツ カ テ ー テ ル の 臨 床 使 用 経 験
救 急 氏 学  1 ( 4 ) : 4 7 5 ・ ・ 4 8 2 ,  1 9 7 フ
2 篠沢洋太郎,村1川直樹,安藤暢敏,米川甫,波辺良友,島津元秀,石引久弥,
阿部令彦
外科領域における Hyperg】ycemic Hyperosmolar Non Ketotic coma (HH・
NKC)
救急医,r 2(5):529 536,1978
篠沢汗太郎,掛川1嘩大,安藤暢敏,米川甫,渡辺良友,遠藤昌火,_1村孝
食道癌術後の心肺臂相関
袮i後代謝研究会誌 13a):3-フ, N78
篠沢洋太郎,相川他オ封,安藤嶋"政,米川甫,島洋元秀,波辺良友,大島厚,鈴
人博,石引久弥,阿部令彦
細菌性ショックの治療における循環動態の把握の意義
救急阪学 3(8):913-921,1979
篠沢汗太郎,遠滕長,夫,¥下山兇郎,冑木克憲,奈良貞博,竹中良文,小野美和
子,小平進,二1村孝,織山穣太郎,勝俣慶三,阿部令彦
糖尿病外科忠名における中心゛判脈栄美の検副
術後代謝研究会誌 14a):590-593,]9脚
篠沢洋太郎, N、1川1"樹,イi引久弥,阿部令彦, John F. Burke, charles A
Hales
気道熱仏刈市におけるプロスタグランディン(PG) EI, F2α,12 代謝
熱傷 10(2):2船 209, 1985
篠沢洋太郎,山木修三,茂木正寿,吉井宏,堀之内宏久,加心・一良,池上敬一,
須膿政彦
腹部感染症における MOF 文1策一Multゆle pmphyladic Management・・
腹部救急診療の進歩 4:19 24,1985
篠沢郡太郎,山本修二,茂木正寿,マf井広,堀之内宏久,加藤・一良,池上敬・,
須藤政彦
出血性ショヅクにヌ、1する MPM
Π本夕岼斗系連合学会需志 14:32 34,1986
篠ジW羊太郎,1_Ⅱ本修_ι,茂木正芳,古井宏,堀之内宏久,加際一1辺,池上敬',
前,・1打he,須藤政彦,相川1自樹,イi引久弥,阿部令彦
気道熱傷の臨床的検討一ARDSとの病因論との関迎
熱傷 11(2):120 -127,1986
篠沢祥太郎,茂木止メi,占井宏,森光仕_,田中裕,木村昭火,山本修二三
腰部手術後合併症対策一●j齡者手術における MPM: mUⅡip]e prophylactic
management-
Π本外科系迎合学会誌 15:33 36,1986
3
5
6
Ⅱ
7
8
9
W
1 2
Ⅱ
S I ) i n o z a w a  Y ,  H a l e s  c ,  J u n g  工 入 1 ,  B u r ] 祀  J
I b u p r o f e n  p r e v e n t s  s y n 壮 ) e t i c  s m o k e  i n d u c e d  p u l m o n a r y  e d e l n a
A n ] e r i c a n  R e v i e w  o f  R e s p i T a t o r y  D i s e a s e  1 3 4 : 1 1 4 5 ・ ・ 1 M 8 , 1 9 8 6
篠 沢 洋 太 郎 , 安 際 暢 敏 , 大  k 正 裕 , 北 野 光 秀 , 小 港 羽 f 治 , 加 1 瀬 建 一 , 人 森 泰 ,
中 島 顕 ・ 郎 , 藤 Π 1 直 也 , 阿 部 令 彦
胸 部 食 道 掘 術 後 呼 吸 管 理 の 間 題 点 と 刈 策
H 本 胸 部 外 科 学 会 雑 誌  3 5 ( 5 ) : 7 0 5 7 0 7 , 】 9 釘
篠 沢 郡 太 郎
食 道 癌 根 治 術 後 早 捌 に お け る 肺 ・ 腎 機 能 変 動 に 関 す る 価 究
日 木 外 科 学 会 雑 誌  9 0 ( 5 ) : 6 印 一 6 8 0 , 1 9 8 9
篠 沢 洋 太 郎 , 相 川 心 樹 , 安 藤 暢 敏 , 若 林 剛 , 石 引 久 弥 , 阿 部 令 彦 , 伐 木 正 好 ,
北 野 光 秀 , 1 _ 1 _ 1 本 修 _ ' , 前 小 由 巳 , 須 藤 政 彦
気 道 熱 偽 の 病 態 一 臨 床 的 , 実 験 的 検 討 一
熱 偽  1 5 ( 4 ) : 2 1 5  2 2 2 , 1 9 8 9
篠 沢 洋 太 郎 , 安 藤 1 暢 敏 , 菊 永 裕 行 , 小 ル リ 太 正 , 横 田 昌 明 , 長 島 敦 , 阿 部 令 彦
手 術 侵 襲 と 生 休 反 応 ・ 生 体 防 御 と 臓 器 1 箪 害 の 二 而 性 一 ・
Π 人 外 科 学 会 熱 誌  9 1 四 ン  1 1 7 0  1 1 7 3 , 1 9 9 0
篠 沢 洋 太 部 , 安 緜 暢 敏 , 落 介 亮 一 ・ , 小 山 恭 正 , 菊 永 裕 行 , 大 作 昌 義 , 雛 i 田 昌 明 ,
長 富 j 敦 , 北 川 雄 光 , 愛 甲 聡 , 森 俊 緋 , 阿 部 令 彦
胸 部 食 道 掘 根 治 術 後 早 期 に お け る 機 械 的 呼 吸 補 助 の 有 用 忰
日 本 胸 部 外 科 学 会 雑 誌  3 9 ( 5 ) ■ 7 4  5 7 6 , 1 9 9 1
篠 沢 汗 太 郎 , 安 峠 1 暢 敏 , 織 Ⅱ 1 昌 明 , 大 作 昌 才 亘 , 長 島 敦 , 北 川 雄 光 , 愛 甲 聡 , 森
俊 航 , 佐 藤 道 犬 , 中 川 基 人 , 阿 部 令 彦
千 術 侵 襲 と 牛 イ 本 反 応 一 侵 製 度 と サ イ ト カ イ ン
B I O T H E R A P Y  6 ( 5 ) : 7 9 2 - 7 叫 , 1 9 兜
篠 沢 洋 太 郎 , 佐 々 木 淳 一 ' , 際 島 清 太 郎 , 平 田 俊 弥 , 堀 進 悟 , 相 川 直 樹
熱 傷 患 者 血 清 , や の 活 性 酸 素 産 物 と 病 態
熱 傷  1 8 ( 5 ) : 2 5 2 2 5 8 , 1 9 兜
篠 沢 洋 人 郎 , 堀 進 悟 , 扣 川 直 樹 , 奥 沢 星 二 郎 , 安 藤 暢 敏 , 中 川 基 人 , ゼ 訂 燦 道 火 ,
池 田 佳 史 , 北 島 政 樹
シ ョ ヅ ク 時 の 障 害 臓 器 と 予 後 : f 後 判 別 関 数 式 に よ る 予 後 判 別 と の 比 較
日 木 救 急 氏 学 会 関 東 地 力 会 知 沽 志  1 3 ( 2 ) : 5 2 2 - 5 2 6 , 1 9 9 2
篠 沢 洋 太 郎 , 安 ル 卸 暢 敏 , 小 浮 壮 治 , 佐 藤 道 夫 , 小 川 基 人 , 介 洋 牙 宏 , 池 田 佳 史 ,
田 村 明 彦 , 篠 崎 浩 治 , 辻 塚 ・ " , 堀 進 悟 , 今 枝 博 之 , 佐 々 木 淳 一 , 相 川 碓 井 封 ,
北 島 政 樹
腹 部 救 急 疾 恕 、 の 予 後 と ハ イ ド ロ オ キ シ ラ デ ィ カ ル
Π 本 腹 部 救 急 医 学 会 雑 "  1 3 ( 6 ) : フ 7 1  7 7 5 , 1 9 9 3
1 2
B
N
1 5
1 6
1 7
1 8
1 9
2 0
21 篠沢洋太郎,堀進悟,藤島油太部,五十棲・一男,小泉淳,安心院康彦,今枝博
之,関敦仁,田熊消継,佐々木淳一,平田俊弥, Hリ11直樹
熱傷甲期における免疫応答
侵襲と免疫 3(2):39-43,1994
篠沢洋太郎,熊井浩一郎,寺人龍生,筬木正寿,安藤暢敏,古井宏,奥沢星二
郎,北野光秀,小澤壮治,長島敦,田熊清継,今枝愽之,佐々木淳・・,相川直
樹,北島政樹
結合細織柄患者における外科的急削物夏症と術後管理
Π不腰部救急氏学会知浦占 14(2):313 319,1994
篠沢洋太郎,熊井浩・郎,寺本龍生,安藤暢敏,久保山哲朗,商橋伸,大上止
裕,渡辺昌彦,小浮壮治,大谷吉秀,田熊清継,相川偵樹,北島政樹
腹膜炎と SIRS
消化解外科 18(2):167173, 1995
篠沢洋太郎,吉井宏,奥ポ星_二郎,北野光秀,佐々人淳一,田熊清継,人村裕
之,商橋伸,茂木1芳,相川西樹,北島政樹
腹腔内感染症,急性畔炎におけるプロスタグランディンE変動と免疫応答
Π本腹部救急、医学会判t誌 15(6):1013-1021,]9鮖
篠沢洋太郎,佐々木淳一,田熊油継,藤島沽太郎,堀進悟,北野光秀,奥沢星
ご.郎,吉井宏,茂木正寿,111木修_',相川砥井耐
熱傷急性期の輪液投芋1北の検討
愉液算定公式の再評価と血管透過性亢進に対する薬物療法の効果
熱傷 2](5):206218, 1995
篠沢洋太郎,中村栄一,辻塚一幸,小浮壮治,安際1暢敏,相川直樹,北月ル舛針
武リ叟侵襲乎術におけるステロイド投ケ・と SIRS
外科治療 75(2):211-217,1996
Shinozawa Y, sasald J, Takuma K, Kim田'a Y, Fujishima s, Ai1凱Wa N
Progress in tl〕e understandings of the pathophysi010gy ot severe burns;
Chemical mediatm's in the paulophysi010gy of burns
Xxx world congress of the lnternationa] C0Ⅱege of surgeons :43 48,
1996
Shinozawa Y,1くoike lく, Yamazaki M, Yamahata Y, End01, Nomura R, Ai・
kawa N, sasald J, Ando N, ozawa s
Possibility of the participation of helne oxygenase in the pathopl〕ysi010gies o{
CnticaⅡy 辺 SUI'gical patients
XXX1Π World con即'ess of u〕e lnternational c0Ⅱege of S山'geons :257-262,
2002
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篠 澤 洋 太 部 , 謝 筱 瑛 , 遠 際 御 之 , 1 ] _ 1 熊 清 継 , 小 池 燕
血 液 凝 慥 1 ・ 線 溶 系 と サ イ ト カ イ ン
Π 木 臨 床  6 2 a 2 ) : 2 2 5 3 2 2 引 , 2 0 0 4
Ⅳ 一  2 ) 研 究 論 文 ( 共 著 )
1 . 笘 川 健 , 山 本 修 _ ' , 茂 木 正 寿 , 篠 沢 洋 太 郎 , 牙 Ⅲ 知 女 彦
肝 損 傷 手 術 術 後 合 併 症 の 検 討
日 オ ヌ 災 害 氏 学 会 誌  2 4 ( 5 ) : 2 3 1 - 2 3 6 , 1 9 7 6
2 . 島 伸 子 〒 , 掛 川 肺 夫 , 安 藤 暢 敏 , 池 内 駿 之 , 別 所 隆 , 片 J 島 康 栄 , 艇 田 博 i F , 米 川
雨 , 天 野 洋 , 篠 沢 洋 太 郎
新 し い 食 道 焔 切 除 適 応 1 ' 塑 佐 の 打 え 方
日 木 消 化 鵬 外 科 学 会 誌 ] 0 ( 4 ) : 3 7 7  3 8 5 , 1 9 7 フ
3 . 4 リ 島 康 栄 , 掛 川 1 嘩 夫 ,  1 ; H 小 1 千 , 天 野 洋 , 藤 田 博 l f , 安 喋 1 陽 敏 , 池 内 駿 之 , 別 所
隆 , 米 川 甫 , 篠 沢 洋 太 郎
食 道 再 建 に お け る 吻 合 法 の 再 検 討
基 礎 と 臨 床  1 1 : 2 9 2 2 - 2 9 2 6 , 1 9 7 フ
4 . 島 仲 吾 , 別 所 降 , 安 藤 暢 敏 , 池 内 駿 之 , 牛 島 康 栄 , 藤 幽 N ; 止 , 米 j 1 川 1 , 犬 野 洋 ,
篠 沢 洋 太 郎 , 掛 川 肺 大
食 道 と 他 臓 器 重 複 癌 N 例 の 検 討
外 科 診 療  2 0 ( 2 ) : 1 9 5 - 1 9 8 , 1 9 7 8
5 . 相 川 伯 1 吋 , 安 藤 暢 敏 , 米 川 甫 , 篠 沢 洋 太 郎 , 石 引 久 弥 , 阿 部 令 彦
外 科 術 後 急 、 性 循 環 不 全 と D 叩 a m 血 e
急 、 件 循 環 不 个 研 究 会 誥 演 架 : 7 4 - 7 8 , 1 9 7 8
6 . 安 藤 暢 敏 , 村 1 川 直 樹 , 米 川 桶 , 篠 沢 洋 太 郎 , 石 引 久 弥 , 阿 部 令 彦
消 化 器 外 科 に お け る シ ョ ヅ ク 治 療 へ の D o p a m i n e  の 1 心 用
救 急 医 学  3 ( D  : 8 5 - 9 1 , 1 9 7 9
フ . 心 田 博 正 , Ⅱ り Ⅲ 硫 火 , 安 緜 暢 敏 , 天 野 洋 , 篠 沢 洋 太 郎 , 青 木 党 恋 , 波 辺 良 友 ,
熊 谷 美 也
食 道 a 0 癌 の 肌 床 病 理 学 的 検 討
Π 本 外 科 学 会 卿 念 七  8 1 ( 1 ) : 巧 ・ 2 4 , 1 9 8 0
8 . 安 藤 暢 敏 , 米 川 市 , 篠 沢 祥 太 郎 , 渡 辺 良 友 , 大 島 厚 , 鈴 木 博 , 人 問 均 , 藤 崎 真
人 , 阿 部 令 彦
食 道 掘 越 、 名 に お け る 術 前 術 後 の 循 環 動 態 の 変 動 に 関 す る 研 究
日 木 外 科 学 会 郷 琉 古  8 3 ( フ ン  6 2 4 - 6 3 4 ,  1 9 8 2
9 . 茂 木 正 寿 , 山 本 修 三 , 篠 沢 洋 太 郎 , 吉 井 宏 , 須 藤 政 彦
腹 部 剌 創 の 開 腹 適 1 心 に つ い て ; 自 験 仭 Ⅱ 3 0 例 の 検 討
腹 剖 野 女 急 診 療 の 進 歩  5 ( 2 ) : 2 3 7 - 2 4 1 , 1 9 8 5
10 吉井宏,山本修三,茂木正寿,篠沢洋太郎,三角隆彦,渡辺千冬,岩井敦志,
須藤政彦,相川直樹,奥沢星二郎,石引久弥,阿部令彦
熱傷患者におけるエンドトキシン血症の検討
剣寸牙]0(2):210-215,1985
1_U本修三,茂木正寿,篠沢洋太郎,古井宏,相川直樹
創傷血におけるオプサイトRの臨床有用性について
基礎と臨床 20(フ):37733776, 1986
古井宏,1_1_1本修三,茂木正方,篠沢洋太郎,森光仕.,須心政彦
外傷性腹腔内出血の臨床的検討
腹部救急、診療の進歩 6(2):2心・245,1986
茂木正秀,篠沢洋太郎,吉井宏
大腸穿孔一病態の臨床的検討
腹部救急診療の進歩 6(4):611 引7,19豁
Ando N, Yonekawa H, shinozawa Y, ohsl〕ima A, ohtaka H, Fujisald M,
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K i t a g a w a  Y ,  u e d a  M ,  A n d o  N ,  s h i n o z a w a  Y ,  s h i m l z u  N ,  A b e  o
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A n t i c a n c e r  R e s e a r c h  1 1 : 1 9 5 1 - 1 9 5 6 , 1 9 9 1
佐 藤 道 夫 , 安 際 暢 敏 , 篠 沢 洋 太 郎 , 長 島 敦 , 大 森 泰 , 阿 部 令 彦
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Role of hydroxyl radicalin 杜〕e developaηent of m'gan dysfunction after sur・
gical stress
1992, cytopTotection and cytobi010gy v01 10, ExceTpta Medica, P274-279
Aiko s, Ando N, shinozawa Y, ozawa s, Kitajima M, Kurose l, Tsuchiya M
Role of platelet activating fador in endothelial dalnage o{ the gastric tube for
esophageal reconstruction
1992, cytoprotection and cytobio]ogy v01 10, Excerpta Medica, P79 -85
田熊清継,奥沢星二郎,茂木正寿,山本修二,相川心樹,佐々人淳一,篠浮汗
太郎,堀進悟,石引久弥
閉鎖性親水コロイド・ドレヅシングによる熱傷創・下腿潰揚の治療
Progress Med 12al):2861 2863, 19兜
小洋壮治,安藤暢敏,上田政和,北川緋光, U"黎道夫,巾川J'、人,池田隹史,
今津号1宏,田村明彦,篠洋洋太郎,北島政樹
転移陽件りンパ節仙数と予後よりみたりンパ鮮埒悦」シ効果
日1恂外会誌 41(5):820 -821, 1993
醐代"ー,堀進悟,篠沢洋人郎,札Ⅲ1直樹
ラリンゲルマスクによる心肺停止症例の気道硫保法の検剖
E1本誕小駒i縦 3619:43-45, 1993
田熊清継,相川直樹,奧沢星二郎,長'刷攻,掛札敏裕,北野光秀,古井宏,伐
人正寿,山本修、三,篠汗汗太郎,行岡哲屶
熱傷患老における感染症原因菌の検討
熱傷 19(3):93-1侃,1993
Aiko s, Ando N, shinozawa Y, ozawa s, Kitajima M, Kurose l, TSUC]〕iya M
Increased chemiluminescence and ulcer developement in d〕e low blood aow
State of tl〕e gastric tube for esophageal replacement
J clin Gash'oenta'01 17 (SUPPI): S161 S166,19船
32
33
34
35
17
36
37
38
39
1 8
4 0
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林 健 二 , 佐 々 木 淳 一 , 相 川 直 樹
院 外 心 肺 機 能 停 止 患 者 の 転 帰 か ら み た 救 急 救 命 士 制 度 運 用 の 地 域 差
日 木 臨 床 救 急 医 学 会 雑 誌  3 ( 3 ) ■ 2 6 - 3 3 2 , 2 0 0 0
K o i l く e  K ,  A i b o s h i J ,  Y a m a z a l d  M ,  s h i n o z a w a  Y
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R e c o m b i n a n t  h u m a n  m t e r l e u l d n - 1 α  i n a ' e a s e s  s e r u m  a l b u m i n ,  G C - g l o b U Ⅱ n ,
a n d  α 1  ・ a n t i t r y p s i n  l e v e l s  i n  b u r n e d  m i c e
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甥 , 村 亮 介 , 遠 藤 智 之 , 関 根 和 彦 , 小 池 燕 , 篠 澤 洋 太 郎
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K o i k e  K ,  A i b o S 1 1 i  J ,  E n d o  T ,  s e k i n e  K ,  s h i n o z a w a  Y
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68 XiexQ, shinozawaY, sasakiJ, Takuma K, Akaishis, Yamanouchis, Endo T,
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The effects of arginine and selective inducible nitric oxide synthase inhibitor
On pathophysi010gy of sepsis in a cLp model
J surgicalResearch 146:298 303,2008
佐々木淳一,赤石敏,圧1熊清継,山内聡,述藤智之,野村亮介,小林道生,1
藤大介,北條伸子,篠澤洋太郎
大学J丙院高度救命救急センターが恬帳集約を行う2次救急、病院群当番制市業
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小林道生广湯澤寛尚,野村亮介,佐治賢哉,池田雄一・郎,、1・,川敦寛,遠藤智之,
山本修_',山内聡,小圷知明,黒田宙,佐々木淳・,田熊沽継,赤イi敏,篠澤
洋太郎
仙台市内における救急車収容困難症例についての検討
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菅井義光,111内聡,赤田昌紀,黒田Ⅱi,田熊清継,赤石敏,篠洋洋太郎
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V - 1 ) 症 例 報 告 値 著 )
1 . 篠 沢 洋 太 郎 , 1 _ 1 1 本 修 三 , 茂 木 正 寿 , 古 井 宏 , 二 三 角 隆 彦 , 岩 井 敦 志 , 加 藤 一 良 ,
渡 辺 千 冬
大 腸 穿 孔 に 什 う  S e p t i c s h o c k  の ー ・ 治 験 例 に つ い て
判 g 貞 1 1 1 急 性 循 環 不 全 研 究 会 講 演 集 : 3 0 3 6 , 1 9 8 4
2 . 篠 沢 洋 太 郎 , 安 藤 暢 敏
集 ホ 治 療 と 検 査 D I C 症 例
ニ ー ズ & シ ー ズ  2 ( D  : 1 , 1 9 船
3 . 篠 澤 洋 太 郎 , 佐 々 木 淳 ・ ー , 藤 島 消 太 郎 , 相 川 池 1 吋
重 症 熱 傷 患 者 に お け る 白 血 球 変 動 , 肺 機 能 変 動 と セ フ ァ ラ ン チ ン
第 2 3 回 ア ル カ ロ イ ド 研 究 会 蛾 告 集 : 1 2 3 - 1 2 7 ,  1 9 9 7
4 . 篠 澤 洋 太 郎 , 翻 " 好 其 , 野 村 亮 介 , 遠 藤 智 之 , 山 内 聡 , 田 熊 淌 継 , 小 池 燕
小 児 広 範 囲 熱 傷 悲 、 名 の 代 謝 変 動 と 栄 養 管 理 に つ い て の 芳 察
第 1 0 回  C C M  怜 液 ・ 栄 養 研 究 会 記 録 集 ,  P 2 5 - 2 9 , 2 0 0 7
V - 2 ) 症 例 報 告 ( 共 著 )
1 . 宮 川 健 , 山 本 修 三 , 伐 木 正 秀 , 折 井 正 博 , 青 木 渚 一 , 篠 沢 洋 太 郎 , 須 j 摂 政 彦
鈍 的 外 力 に よ る 総 朋 管 完 全 航 断 の 1 手 術 治 験 例
南 床 外 科  3 1 a 2 ) : 1 6 3 7 - 1 6 4 0 , ] 9 7 6
2 . 1 S I ] i i T , 1 r i H ,  Y a m a m o t o  s ,  S I ] i n o z a w a  Y ,  s u d o  M
G r a n u l a r  c e Ⅱ  m y o b l a s t o m a  o f  t h e  g a Ⅱ b l a d d e r
A m e r i c a n  J o u r n a l G a s t r o e n t e r o ] o g y  6 8 : 3 8  4 4 , 1 9 7 フ
3 . 田 村 諏 二 , 石 渡 弘 一 , 松 人 純 夫 , 馬 」 昜 秀 文 , 北 条 ・ 一 宇 , 篠 沢 汗 太 郎 , 花 絢 和 明
眼 球 脈 絡 膜 黒 色 唖 の 肺 転 移 の 1 例
Π 本 胸 部 外 科 学 会 剰 t 誌  3 0 四 ) : 1 6 0 0 - 1 6 0 4 , 1 9 8 2
4 . 前 佃 京 助 , 相 川 直 樹 , 松 井 英 男 , 緜 田 1 百 也 , 人 森 泰 , 若 林 剛 , 尾 沢 巌 , 篠 沢 洋
太 郎 , 安 ル 和 陽 敏 , 阿 部 令 彦
受 傷 5 脚 寺 開 後 に 切 除 ・ 柿 皮 術 を 施 行 し た 商 齢 者 仏 範 囲 熱 傷 例 の 全 身 管 郡
" 本 救 急 医 学 会 関 東 地 力 会 知 三 よ  7 ( 2 ) . 5 3 6  5 3 8 , 1 9 8 6
5 . 相 浦 浩 一 , 篠 沢 汗 太 郎 , 井 戸 邦 雛 , 片 井 均 , 力 川 頼 建 一 , 若 林 剛 , 安 獄 嘔 リ 政 , 相
川 直 樹 , 阿 部 令 彦
鈍 的 外 傷 に よ る 刷 腎 損 傷 の 1 例
Π 本 救 急 医 学 会 関 東 地 力 会 練 誌  9 ( D  : 2 7 0  2 7 2 , 1 9 8 8
6 .  o z a w a  s ,  A n d o  N ,  s h i n a z a w a  Y ,  o h m o r i  T ,  K a s e  K ,  s a t o  T ,  A b e  o
T w o  c a s e s  o f  r e s e c t e d  e s o p h a g e a l  m u c o e p i d e r m o i d  c a r c l n o n l a
J a p a l 〕 e s e  J  s u r g e T y  1 9 ( 1 ) : 8 6  9 2 , 1 9 8 9
7 慥田昌明,篠沢洋太郎,相川碓Ⅱ吋,安藤暢敏,則進悟,Ⅱ_リ恊健盛,局1_11秀一,
小山恭正,長島敕,新見正則,阿部令彦,井上正
品齢者ル苅運囲熱傷における電解質異常
日本救急、医学会僕1東地方会緋誌 10a):296 278, 1989
佐藤良則,相川直樹,堀進仙,,潰田汎1-,塩Ⅱ1匡下1,芹沢宏,幽f1蹴吉継,阿部
令彦,安滕暢敏,篠沢洋太郎
CT・USにて穿孔部位を術前診断し得プンN揚穿孔の2例
日本救急医学会関東地力会雑誌Ⅱa):148 149,1990
安膝暢敏,篠沢洋太郎,長島敦,大作昌義,横Ⅷ昌明,阿部令彦
腐食性食道・幽門狄窄に対する胸部食道・胃全摘,ネ剖揚冉建術の1例
手術"ao):1553 -1郭8,1990
中川基人,篠沢洋太郎,安藤1賜敏,愛甲聡,北川雄光,森俊雄,佐藤道大,阿
{那く》j孝'
食道紫i術後低Na血症の一例
H本救急医学会関東地力会郷三k 12(1ン 246 248,1991
田代陣一,小原克之,篠沢洋太郎,堀進悟j係島沽太郎,芦沢宏,佐々人淳一,
平田俊弥,北島政樹,向井万起男,相川直樹
低血楠による意識障害で搬入された高齢者胃潰揚穿孔の1例
腹部救急診療の進歩 12(2):313・・316,19兜
田代博一,小原兇之,堀進惰,篠沢洋太郎,藤寓,清太郎,宮田誓之,並木淳,
小泉淳,村、1川値樹
搬入後1"剖剖の心肺妹生術にて心拍が再開した海水溺水の1症例
救命救急医療研究会雑誌 6:21-28,19兜
小泉淳,篠沢洋太郎,元赫島清太郎,堀進悟,井箭睦,Ⅱ」代博一,相川直樹
典型的画像を呈した左十二指腸傍へルニア朕頓の1経過例
日救急浜会誌 4(2):158 162,19兜
太田児',宮田義之,堀進悟,篠沢洋太部,並木淳,田代博・',小泉1宇,何偉
傑,安心院康彦,今枝博之.佐々木淳一,平田俊弥,相川値樹
豆附t頚舳損傷・びまん判寸悩損仏Rこよる nearDOAの一例
救命救急医療研究会雑誌 7:35-4],1993
小玉博明, dザRi9:,篠沢洋太郎,堀進悟,際島淌太郎,宮田義之,佐々木淳・,
平田俊弥,村_1川直樹
奇脈を呈した外傷性心嚢気唖の1例
日救急医会関東誌 Nq):88-90,1993
田代陣一,堀進悟,篠沢洋太郎,小原克と,藤博j清太部,宮田誓と, M木沈,
小呆淳,佐々人淳一,平田俊弥,山崎元, N.Ⅲ1直樹
失料1を繰り返した Food-Dependent Exercise-1nduced Anaphylaxis (FFA)
の 1例
呼吸と循環 41(6):587 590,19暢
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佐 々 木 淳 ・ , 篠 沢 洋 太 郎 , 堀 進 慨 , 藤 島 清 太 郎 , 小 泉 淳 , 今 枝 博 之 , 平 田 俊 弥 ,
鈴 木 昌 , 相 川 辿 樹
小 場 ・ 結 腸 刺 創 を 合 併 L た ド 大 刷 脈 ・ 左 総 腸 骨 む 制 脈 剌 創 の 1 球 命 例
Π 救 急 医 会 鬨 来 誌  1 4 ( 2 ) : 8 0 0 - 8 0 2 , 1 9 9 3
田 f ! 旨 沽 継 , 関 敦 仁 , 小 泉 淳 , 篠 沢 洋 太 郎 , 堀 進 悟 , 際 島 油 太 郎 , 五 十 棲 ・ リ 1 ,
松 山 眞 千 , 木 村 裕 と , 相 川 直 樹
頸 舳 損 傷 を 合 併 し た 低 体 温 症 の 1 例
臼 救 急 医 会 関 東 誌  1 5 a ) : 1 9 8 - 1 9 9 , 1 9 9 4
小 泉 淳 , 堀 進 怡 , 篠 沢 洋 太 郎 , 藤 島 清 太 郎 , 五 十 棲 ・ 一 男 , 関 敦 イ _ 1 , 松 1 _ Ⅱ 眞 千 ,
田 熊 油 継 , 木 村 裕 之 , 相 川 迫 樹
診 断  H 剖 題 の あ っ た 重 症 大 動 脈 解 珂 t に よ る  H o s p i t a l c p A の 検 討
救 命 救 急 医 療 研 究 会 剣 誌  8 : 3 5 - 4 4 , 1 9 9 4
鈴 木 昌 , 堀 進 悟 , 篠 沢 洋 太 郎 , 藤 島 沽 太 郎 , 田 熊 清 継 , 相 川 直 樹
頭 部 打 挟 に よ り 救 急 外 来 を 受 診 し た 筋 緊 張 性 ジ ス ト ロ フ ィ ー 症 の 2 例
1 小 散 急 医 会 開 東 誌  1 5 ( 2 ) : 5 0 8 - 5 1 0 , 1 9 9 4
柴 垣 圭 吾 , 木 村 裕 之 , 篠 沢 洋 太 郎 , 堀 進 悟 , 藤 島 清 太 郎 , 野 川 茂 , 円 熊 清 継 ,
明 " 奇 博 之 , 鈴 木 昌 , 相 川 心 樹
出 血 性 胖 炎 と 嬬 別 が 困 雌 で あ っ た 副 腎 腫 揚 の 1 例
日 救 急 医 会 関 東 誌  1 6 ( 1 ) : 2 7 4 - 2 7 5 , 1 9 9 5
N o z a k i H ,  A i k a w a  N ,  F u j i s h i m a  s ,  s u z u k i M ,  s h i n o z a w a Y ,  H o r i s ,  N o g a w a  s
A  c a s e  o f  v x  p o i s o n i n g  a n d  t h e  d i f f e r e n c e  { r o m  s a r i n
L a n c e t  3 4 6 ( 8 9 7 6 ) : 6 9 8 - 6 9 9 , 1 9 9 5
田 熊 清 継 , 篠 澤 洋 太 郎 , 相 川 直 樹
母 国 で 受 傷 後 , 連 絡 な し に , 連 絡 な し に 来 H , 搬 送 さ れ た 熱 傷 例
E m e r g e n c y  n u r s i n g  8 四 ) : 7 9 5  8 0 0 , 1 9 9 5
鈴 木 昌 , 堀 進 悟 , 田 熊 清 継 , 篠 澤 洋 太 郎 , 肝 1 川 直 樹
頭 部 創 処 羅 小 に 予 棚 せ ぬ 心 所 誹 亨 止 を 来 し た  1 例
1 人 」 科 専 円 氏 会 誌  7 ( 3 ) : 2 2 8  2 3 1 ,  1 9 9 5
野 崎 博 と , 田 熊 沽 継 , 木 村 裕 と , 人 木 1 汁 専 , 鈴 木 昌 , 堀 進 悟 , 篠 沢 洋 太 郎 , 藤
島 沽 太 郎 , ブ f 合 正 周 , 相 川 適 樹
超 急 , ■ 甥 に  P r a l i d o x i m e ( P A M ) が 箸 効 し た サ リ ン 中 轟 の  1 例
日 救 急 氏 会 関 東 肱  1 6 ( 2 ) : 田 0  6 Ⅱ , 1 9 9 6
副 島 京 ・ f , 堀 進 悟 , 篠 沢 洋 太 娜 , 心 島 消 人 郎 , 武 田 英 孝 , 木 村 裕 之 , 佐 々 木 淳
, 相 川 直 樹
大 動 脈 介 狭 窄 に て 失 神 発 作 を 生 じ b y s t a n d e r c p R  と な っ た  1 例
日 救 急 医 会 関 東 誌  1 7 ( 2 ) : 6 3 0 - 6 3 1 , 1 9 9 6
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27 野崎博之,則進悟,篠沢洋太郎,後藤和宏,相川頂樹
特異な眼球運動障害を呈した過換気症候群
神経111科 46(4):404-406,]997
森本陽子,副島京子,篠沢洋太郎,堀進悟,際島沽太郎,木村裕之,武田英孝,
仏々木淳一,小林正人,相川画樹
脂肪吸引術後にMODS を来した1例
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船 曳 知 弘 , 佐 々 木 瀞 ・ ー , 横 山 雅 子 , 木 小 井 谷 之 , 篠 沢 洋 太 郎 , 堀 逝 悟 , 際 島 清 太
郎 , ■ リ ・ j 誠 司 , 鈴 木 昌 , Ⅱ _ 1 崎 尤 靖 , 村 1 川 i 血 樹
片 麻 抑 , 愆 識 師 害 を 主 訴 と し 九 非 閉 塞 性 場 管 梗 塞 症 の 1 例
日 救 急 医 会 関 柬 誌  1 9 ( 2 ) : 5 5 6 一 郭 7 ,  1 9 9 8
H o r i g u c h i  T ,  H o r i  s ,  s h i n o z a w a  Y ,  F u j i s h i m a  s , 1 く i m u r a  H ,  Y o k o y a m a  M ,
S a s a l d  J ,  T a k a t s u k i  s ,  s u z u l d  M ,  Y a m a z a k i  M ,  A i ] 稔 W a  N
A  c a s e  o f  h ・ a u m a t i c  s h o c I く  C o m p l i c a t e d  b y  m e t h a m p h e t a n 〕 i n e  i n t o x i c a t l o n
I n t e n s i v e  c a r e  M e d  2 5 : 7 5 8 - 7 6 0 ,  1 9 9 9
五  1 嵐 久 美 , 赤 田 隹 ・ f , 秋 元 久 忠 , 吉 j 毛 恵 子 , 長 谷 川 正 志 , 小 池 燕 , 篠 洋 洋 太
郎
薬 物 中 肖 悲 、 者 の 回 復 期 に 肺 塞 栓 症 を 介 併 し 九 症 例
' 宮 城 県 救 急 医 療 研 究 会 雑 誌  4 ( 2 ) : 2 9 - 3 1 , 2 0 0 3
X i e  x Q ,  E n d o  T ,  T a l く U m a  K ,  K o i k e  K ,  s h i n o z a w a  Y
H y p e r a 1 1 m e n t a t i o n  c o n t a i n i n g  l i p i d  i n  a  m a l n o u r i s h e d  p a t i e n t  w i t h  A R D S
第  8 1 回  C C M  輸 液 ・ 栄 美 研 究 会 記 録 架 ,  P 5 6 ・ ・ 6 0 , 2 0 備
田 牧 畷 志 , 鳥 矢 部 荘 八 , 券 ; 野 修 史 , 商 地 崇 , 今 井 啓 道 , 館 政 弘 , 山 田 敦 , 田 熊
消 継 , 小 池 燕 , 遠 藤 智 之 , 篠 浮 洋 太 郎
9 6 % 広 範 田 扶 太 傷 小 児 例 に 刈 す る 同 種 皮 愉 移 柚 の 絲 験
熱 傷  3 2 ( 3 ) : 1 3 7  1 4 4 , 2 0 0 6
力 山 嫉 量 広 , 述 藤 智 之 , ル 1 内 聡 , 北 條 仙 子 , 上 藤 大 介 , 小 林 道 4 Ξ , 野 村 亮 介 , , ・ 1 ・ .
川 敦 寛 , 壱 井 義 光 , 赤 1 " E ' 紀 , 黒 田 術 , 田 f 娠 沽 継 , 佐 々 木 淳 一 ' , 赤 イ i 敏 , 篠 洋
洋 太 郎
特 発 性 縦 隔 気 唾 の 3 例
宮 城 県 救 急 医 療 研 究 会 軌 誌  9 ( 2 ) : 2 7 - 2 9 , 2 0 0 8
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川 敦 寛 , 菅 井 義 光 , 冰 細 昌 紀 , 黒 田 宙 , 佐 々 木 淳 一 , 1 1 1 熊 沽 継 , 赤 石 敏 , 篠 澤
洋 太 郎
シ ー ト ベ ル ト 外 偽 に よ り 緊 急 j 肖 村 を 施 行 し た 2 例
' 宮 城 県 救 急 医 療 研 究 会 卿 誌  9 ( 2 ) : 3 0  3 3 , 2 0 0 8
T 、 際 大 介 , 佐 々 木 淳 ・ , ヰ ・ ・ 川 效 寛 , 田 熊 沽 継 , 述 藤 智 之 , 野 村 亮 介 , 篠 澤 洋 太
郎
早 期 商 気 圧 触 素 療 法 に よ り 救 命 し 得 た 心 肺 停 止 減 圧 症 の 1 例
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Ⅵ一 1)総説.解説など(自著)
1'篠沢洋太郎,石引久弥
細菌感染症をめぐって, sepucshock の話題
MEDIC0 10(]2):4226-4229,1979
2.篠沢洋太鄭,山本修三,茂木正寿,吉井宏,三角降彦,渡辺千冬,岩井敦志,
須際政彦
救急疾恕、と急下制幟器不全,外傷・熱傷
救急、氏学 7(10):1490-1497,1983
3.篠沢洋太郎,山本修_ι,茂木正秀,吉井宏,二ξ角隆彦,渡辺千冬,岩井敦志,
須藤政彦
妊娠10力打の出血性臂癌;妊娠に合併L九外科的疾悲、における問題点
消化器夕仟斗 7(3):356 357,1984
4.篠沢汗太郎,山本修_ι,茂木正寿,吉井宏,二1角隆彦,波辺千冬,岩井敦志,
須藤政彦
絞拒性イレウスのPitfaⅡ
消化器外科 7(4):474-476,1984
5.篠沢洋太郎,山本修二
消化器疾恕、の治療方針と初期治療,急性虫垂炎
消化器外科 7(6):806807, 1984
27
6.篠沢洋人郎,山本修三,須心政彦
救急X線診断と初刈治療,腰部外傷
外,W台療 51U曽):466 -478, 1984
フ.篠沢洋太郎,山人修三
腹浦の鑑別診断
救急医学 9ao):14舗 H93,1985
8.篠沢洋太郎,相川曲1封,石引久弥,阿部令彦
救急、態、老の感染症の治療と丁,1坊,治療法をめぐる Con廿Ove玲y
救急Pミ学 10a山:]379-1390,1986
9.篠沢洋太郎,安藤暢敏,相川心樹,阿部令彦
ストレス下の代謝捉常と管理,消化管穿孔と1側使炎
救急医学 H (4):421-431,19釘
10.篠沢汀二太郎,相川直樹,安藤暢敏,茂木止ガ,吉井宏,北野光秀,1"本修三,
阿部令彦
MOF の一f防と治療, Multゆ]e prophyladic Management
外科診療 29(6):720-728,1987
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篠 沢 洋 太 部 , 石 引 久 弥 , 相 川 直 樹
遍 症 感 染 症 , イ ン テ ン シ ブ ・ ケ ブ に 必 要 な 柴 剤 と そ の 選 択
消 化 器 外 1 斗  1 0 四 ) : 1 3 0 8  - 1 3 1 2 , 1 9 8 7
篠 沢 洋 太 郎 , 相 川 直 樹 , 阿 部 令 彦
ハ イ リ ス ク 態 、 者 の 救 急 、 , 救 急 , 患 者 の り ス ク 計 価
赦 急 除 学  1 2 ( フ ) : 7 9 3  - 8 0 0 ,  1 9 8 8
篠 沢 洋 太 郎 , 安 際 憎 血 & , 相 川 直 樹
各 神 兆 " 震 に お け る 輸 液 の あ り 力 , 術 中 , 術 後 の 輸 液
m e d i c i n a  2 5 a 3 ) : 2 8 3 2  2 8 3 3 ,  1 9 8 8
篠 沢 洋 太 郎 , 相 川 1 酬 射 , 安 藤 暢 敏 , 小 U _ 1 恭 正 , 阿 部 令 彦
外 科 臨 床 に お け る 病 態 別 栄 養 , 重 症 感 染 症 お よ び M O F の 栄 養 管 理
臨 床 外 科  U ( 5 ) : 6 3 3  6 4 0 , 1 9 8 9
篠 沢 洋 太 郎 , 相 川 伯 1 封 , 安 藤 1 陽 敏 , 山 木 修 _ ' , 阿 部 令 彦
消 化 管 穿 孔 , 消 化 管 穿 孔 の 合 併 症 と f 後
1 顎 床 消 化 排 1 人 J 科  4 ( 1 0 ) : 1 6 3 5 - 1 6 4 6 ,  1 9 8 9
篠 沢 洋 太 郎 , 相 川 直 樹 , 安 喋 暢 敏 , 石 引 久 弥 , 阿 部 令 彦
救 命 救 急 の 実 際 , 熱 傷
診 断 と 治 療  7 7 a o ) : 2 6 別 ・ 2 6 8 4 , 1 9 8 9
救 急 看 護 の 基 礎 技 術 , 体 液 智 迅 ,
E m e r g e n c y  n u r s i n g  2 ( 5 ) : 4 5 2 - 4 5 5 ,  1 9 8 9
篠 沢 洋 太 郎 , 安 藤 暢 敏 , 遠 藤 昌 夫 , 阿 部 令 彦
消 化 器 外 科 懲 、 者 の 経 腸 栄 養 管 即 に お け る P 北 f a Ⅱ
J J P E N  1 2 ( 2 ) :  B 9 - 1 4 3 , 1 9 9 0
篠 沢 洋 太 郎 , 扣 川 直 樹 , 安 艇 1 揚 敏 , 菊 永 裕 行 , 森 俊 鳳 , 阿 部 令 彦
呼 吸 不 令 治 療 の 問 接 的 ア プ ロ ー チ , 抗 炎 症 ・ 免 疫 の 面 か ら
I C U  と  C C U  1 4 a o ) : 9 2 5  9 3 5 , 1 9 9 0
篠 沢 洋 太 郎 , 安 藤 暢 敏 , 阿 部 令 彦
シ ョ ッ ク ー 病 態 研 究 ・ 治 療 の 妓 Ⅲ 絲 宋 カ テ コ ー ル ア ミ ン , α , β ブ ロ ッ カ ー
救 急 医 学  1 4 a D  : 1 3 鉐  1 3 6 7 , 1 9 9 0
篠 沢 洋 太 郎 , 安 藤 暢 敏 , 阿 部 令 彦
シ ョ ッ ク ー 病 態 研 究 ・ 治 療 の 妓 前 線 利 尿 剤 と A N P
救 急 医 , γ  1 4 ( 1 1 ) : 1 3 8 0  - 1 3 8 2 , 1 9 9 0
篠 沢 洋 太 郎 , 安 膝 暢 敏 , 愛 甲 聡 , 阿 部 令 彦
外 , H 拘 侵 襲 と 生 体 ・ 岐 近 の ' 題 一 ・ 各 種 ホ ル モ ン の 変 化
外 科 治 療  6 3 ( 6 ) . 6 3 0  6 3 8 , 1 9 9 0
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23 篠沢汗太郎,安ル相暢敏,大作昌義,横田昌明,長島敦,北川航光,愛甲聡,森
俊難,佐藤道大,中川基人,阿部令彦
食道"i乎術と甲兪液・栄1安管亜1!ー・dry sideかWetside か
JJPEN 13(D :3 8,1991
篠沢洋太郎,安滕1陽敏,相川【血樹,イi引久弥
感染を統御し,宿主防御能力を緋持するのに必要な薬剤
集小治療 3(D :23-31,1991
ショヅクの打引誤と点滴
Expert Nurse 7(フ):70 71,1991
篠沢洋太郎,相川直樹
熱傷血管イ乍動性薬剤の使い力
救急医e}を 15四):1025-1028,1991
篠沢洋太郎,相川直樹
救急・重症恋、名の重症度判定MOF
救急医学 16(2):203-21],1992
篠沢洋太郎,安見郵陽敏
手術侵襲時の急性相蛋白の変動:急性相蛋白変動の機序とその臨床的意義
医学のあゆみ 160a2):916,1992
篠沢洋太郎,相川直樹,安藤1陽敏,小澤壮治,小山恭止,小川基人,平田俊弥,
佐々人淳一,北島ル測封
栄養素全適投与呈の決め力
鬮床外科 47(4):451 4認,1991
篠沢洋太郎,佐々木淳・・・,堀進悟,相川直樹
熱偽後のMRSA感染症
Progress in Medicine 12(4):749・・7脇,1992
篠沢洋太郎,安藤1暢敏,小沢壮治,今津島宏,北島政樹
頸部食道癌根治術後における冑管による再建
丁'術 46(6):819-827,19兜
篠沢汗太郎,相川直樹,安藤暢敏,小沢壮治,北島政樹
高齢者と術後の集中管埋
Geriatric Medicine 30(9):1397 1402,19兜
篠沢洋太郎,相川直樹
ショックと愉液療法
J Jap society Hospital phan〕〕acistS 28(10):1133一Ⅱ36,19兜
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篠 沢 洋 人 鄭 , 佐 々 人 淳 一 , 今 枝 博 之 , 相 川 直 樹 , 旺 ゆ 靴 青 継 , 茂 木 止 青
食 道 ・ 胃 異 4 刎 徐 去 法
E m e r g e n c y  n w ' s i n g  5 a 2 ) : 1 0 6 2  1 0 6 5 , 1 9 兜
篠 沢 洋 人 郎 , 相 川 直 樹
致 死 的 救 急 j 突 恕 、 ー そ の 木 態 と 対 策  D I C
n a n o G I G A  2 ( 2 ) : 1 9 4 - 1 9 9 , 1 9 9 3
篠 沢 洋 太 郎 , 相 川 直 樹
多 臓 器 障 奔
外 科 診 療  6 8 ( 5 ) : 1 0 6 3 - 1 0 6 8 ,  1 9 9 3
篠 沢 洋 太 郎 , 菊 永 裕 行 , 森 俊 雄 , 相 川 辿 樹 , 北 島 政 樹
フ リ ー ラ ジ カ ル
救 急 、 医 学  1 7 ( 8 ) : 9 4 8 - 9 5 3 ,  1 9 9 3
篠 沢 汗 太 郎 , 藤 島 清 太 郎
熱 傷 患 者 の 病 態 と サ イ ト カ イ ン
医 学 の あ ゆ み ] 6 7 ( 8 ) : 6 4 5 , 1 9 船
篠 沢 洋 太 郎 , 際 島 リ , 太 郎 , 佐 々 木 淳 一 , Ⅱ 1 川 心 樹
A R D S  と  C h a η i c a l  m e d i a t m ' S
n a n o G I G A  2 a 2 ) ■ 0 6 0 - 2 0 6 6 , 1 9 鰐
篠 沢 洋 太 郎 , 相 川 直 樹 , 安 藤 暢 敏 , 小 沢 壮 治 , 菊 永 裕 行 , 森 俊 雄 , 北 1 1 b 正 針 討
外 科 侵 襲 と フ リ ー ラ ジ カ ル
侵 製 と 免 疫  3 ( D  : 1 1 - 1 8 ,  1 9 9 4
篠 沢 洋 太 郎 , 村 ・ υ 1 1 辿 1 封
症 候 別 内 科 エ マ ー ジ ェ ン シ ー シ , ツ ク
m e d i c i n a  3 1 a の : 2 0 7 3  2 0 7 5 ,  1 9 財
篠 沢 洋 太 郎 , 田 熊 清 継 , 相 川 旧 樹
熱 傷 シ , ヅ ク 期 の 病 態 と 循 環 管 理
外 科 診 療  3 7 ( D  : 9 ・ B , 1 9 鮖
篠 沢 洋 太 郎 , 堀 進 悟 、 心 島 渚 太 郎 , 旺 禎 断 占 継 , 佐 々 木 淳 一 , ' 1 ・ U " 直 樹
感 染 性 シ ョ ッ ク
冶 療  7 フ ( 2 ) : 4 2 4 - 4 2 8 ,  1 9 9 5
篠 沢 洋 太 部 , 安 藤 暢 敏
不 可 欠 ア ミ ノ 触 と し て の ア ル ギ ニ ン
医 口 を の あ ゆ み  1 7 3 ( 5 ) : 3 8 3 - 3 8 6 , 1 9 鮖
篠 沢 洋 太 郎 , 安 藤 暢 敏 , 相 川 直 樹 , 北 島 政 樹
術 後 合 併 症 と そ の 治 療 S I R S
外 科 治 療  7 2 ( 5 ) : 5 9 5  5 9 7 , 1 9 怖
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46 話題の人工栄養,アルギニン
Expert Nurse Ⅱa3):159-162,1995
篠沢洋太郎,佐々木淳一,田熊沽継,相川心樹
腹部刺創
外科診療 37ao):1175 1179,1995
症例検討:広範囲熟傷輸液管理のぢえ力と Controversy
LisA 2aD :54-57,1995
篠沢洋太郎,相川値樹
熱偽広範囲熱傷初期治療と気道熱傷の管理一
廓床麻゛'、 19 (1D :1629・・1637, 1995
篠沢洋太郎,佐々木淳一,旧熊清継,相川直樹
SIRS と薬物療法
救急医学 20a):25-27,1996
篠沢洋太郎,田熊清継,佐々木淳一,茂木止方,相川直樹
重症熱傷患者における金0分解酵索織1筈剤,セフプランチン, NSAID による
Mediator Modulation
第211川アルカロイド弼究会報告集:33-38,]996
篠沢洋太郎,佐々人淳一,藤島清太郎,相川直樹
ショヅク治療におけるメシル酸ナファモスタヅトの有用性
日本 Shock 学会判銛志 10(2):915,1995(発11日平成 8 午 1 打 20Π)
やけど
からだの科学 189:別 89,1996
篠沢洋太郎,佐々木浮・,木村裕之,Ⅱ地凱青継,藤島淌太郎,相川心樹
熱傷とN0代謝産物
ICU と CCU 20(6):455-461,1996
患者のみかた,剖H立・症状別ナースの理学所見,腹痛
Emergency Nursing 増:223-227,1996
篠澤洋太郎,藤島油太郎,佐々人淳一,相川直樹
急利三呼吸不全とサイトカイン
臨床医 23(2ン 2"-248,1997
篠澤汗太郎,木村裕と,北野光秀,古井宏,相川直樹
急f■咋炎
救急、医学 21(5):諦9-604,1997
篠洋洋太郎,菊永裕行,安藤暢敏,相川直樹
Humoralmediator からみた臓器相互作ju
架,・1,治療 9(8):8綿 871,1997
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篠 澤 洋 太 郎 , 相 川 直 樹
救 急 疾 患 治 療 の 竝 近 の 進 歩 1  高 サ イ ト カ イ ン 血 症
冶 療 学  3 ] ( 8 ) : 9 7 2 - 9 7 8 , 1 9 9 7
ブ ル ギ ニ ン 昭 床 使 用 の 現 況
医 学 の あ ゆ み  1 8 3 ( 9 ) : 7 3 7 7 4 2 , 1 9 9 7
熱 偽 の 鋏 静 , 疹 痛 管 埋 の 注 意 点 に つ い て
臨 床 麻 酔  2 2 a ) : 7 3  7 4 , 1 9 9 8
篠 洋 洋 太 郎 , 田 熊 清 継
熱 傷 敗 血 症 の 柄 態
L I S A  5 ( 2 ) : 1 3 4  1 4 2 , 1 9 9 8
篠 澤 洋 太 郎 , 藤 島 清 太 郎 , 佐 々 人 淳 一 , 山 崎 元 靖 , 相 川 直 樹
気 道 剣 寸 牙 の } 丙 j 意 と n 乎 吸 管 赳 !
染 中 治 療  1 0 ( 2 ) : 1 4 3 - 1 5 1 , 1 9 9 8
篠 澤 洋 太 郎 , 田 熊 清 継 , 相 川 直 樹
広 範 囲 熱 傷 と 敗 血 症
日 外 会 誌  9 9 a ) : 3 1 - 3 9 , 1 9 9 8
篠 澤 洋 太 郎 , 藤 島 清 太 郎 , 佐 々 人 淳 一 , 山 崎 元 靖 , 村 1 川 直 樹
抗 サ イ ト カ イ ン 療 法 の 現 況 と 将 来
小 物 試 利 ・ 分 析  2 1 ( 2 ) : 1 3 0  1 4 1 , 1 9 9 8
外 科 感 染 症 の  C D c  c r i t e r i a
外 科  6 0 ( 8 ) : 9 1 3 - 9 1 5 ,  1 9 9 8
篠 澤 洋 太 鄭 , 藤 島 清 太 郎 , 相 川 偵 樹
敗 l m 症 シ ョ ッ ク ,  M O F  と ス テ ロ イ ト
化 学 療 法 の 領 域  1 4 四 ) : 4 1  四 , 1 9 9 8
篠 浮 洋 太 郎 , 相 川 直 樹
シ ョ ッ ク ー 廓 球 に お け る 最 新 の 動 恂 敗 血 症 性 シ ョ ッ ク
" 本 医 市 新 報 謁 7 9 : 2 1  2 7 , 1 9 9 8
篠 澤 洋 太 郎 , 藤 島 清 太 郎 , Ⅱ _ 1 崎 元 靖 , 関 根 和 彦 , 三 村 琢 也 , 相 川 直 樹
多 厳 器 不 全 の 発 牛 機 庁
臨 床 外 科  5 9 四 ) : 1 1 1 1  1 1 1 7 , 1 9 9 8
篠 澤 洋 太 郎 , 藤 島 沽 太 郎 , 佐 々 木 淳 ・ ー , 山 崎 元 姑 , 相 川 匡 井 耐
集 中 冶 療 と サ イ ト カ イ ン
集 中 治 療  1 0  ( 臨 ) :  e 2 1 1 ・ ・  e 2 2 1 , 1 9 9 8
愉 液 品 法 の U 的 と 適 応
E x p e r t  N U 玲 e  1 1 ( 1 顎 ) : 6 4  備 , 1 9 9 8
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72 脱水症の体液管理
Expert NUTse 11(雷励:184-185,1998
篠澤祥太郎,田熊清継,相川頂樹
抗菌薬の予防的投ケ'と治療的投ケ
架小治療 10aD :1137-1145,1998
SIRSにおける蛋白分解酵系阻害剤
氏薬の円 38:3"・3四,1998
篠澤洋太郎,太山良緋, g]喋規鱸,石橋悟,佐際敏光
多発外傷の基本的治療
救急医学 23(3):342-345,1999
篠洋洋太郎,太田良雄,伊藤規雄,佐藤敏光
予防投ケの娚刷とタイミンク
救急医学 23(4):4π一479,1999
妓近の叛物急十ート譜の診断と治療
宮城県医」姉会報 641号:364-371,]999
エンドトキシンショック
臨床氏 25(増):1078-1079,1999
篠澤泙太郎,太山良難,伊'藤規雄,佐藤敏光,佐々木淳・,"Ⅲ1直樹
外科治療における真菌感染
集ヰ小冶療 U四):867 87フ,1999
救急氏療と脳死移舶
宮城県医師会帆 645号:710-フ]フ,1999
気道熱傷の病態と治療
東北医誌 111ぢ':199 202,2000
重症患者管郡における・嚴化窒素(NO)modu]ation の功罪
第Ⅱ回、宮城県循環不全研究会講演録(平成H午'3月12Π):35 四,20山
Swan-GanZ カテーテル挿入
救急医学 25(3):294-2怖,2001
敗Ⅲリ圭性ショヅク
晦床医 27(8):2097-21田,2001
篠浮洋太郎,菊地秀
多窕外傷患者の現状と展望
宮城県救急医療研究会雑誌 2(2):5 7,2001
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重 症 病 見 凱 こ お け る ア ル ギ ニ ソ 使 用
医 学 の あ ゆ み  1 9 8 a 3 ) : 1 0 3 1 - 1 0 3 5 , 2 0 0 1
ペ ニ シ リ ン 系 抗 菌 薬 の 冉 評 価  S I R S の 概 念 に よ る 敗 血 症 治 療 の 立 場 か ら
臨 床 と 微 生 物  2 9 a ) : フ ] ー フ 9 , 2 0 呪
敗 血 症 性 シ , ヅ ク ( s e p t i c  s h o d o
感 染 症 と 化 学 療 法  6 ( 2 ) : 3 8 - 4 1 , 2 0 0 2
商 度 侵 襲 手 術 に お け る S I R S と ス テ ロ イ ド 投 与
貯 ' 床 外 科  5 7 ( フ ) : 9 3 1 - 9 3 7 , 2 0 0 2
篠 澤 洋 太 郎 , 小 池 熱
C A R S  は 存 在 す る の か 一 T h l ・ T h 2  何 " 斤 の U p t o d a t e -
Π 本 腹 部 救 急 氏 学 会 刈 歸 志  2 2 ( 6 ) : 8 7 9  8 8 5 , 2 0 0 2
熱 傷 の 重 症 度 分 類 と 分 類 に よ る 治 療 戦 略
小 児 夕 仟 斗  3 4 ( 1 の : 1 2 2 2  1 2 2 8 , 2 0 0 2
篠 洋 汗 太 郎 , 小 池 " 嶬 , 吉 井 宏 , 相 川 直 樹
外 傷 と  D I C
医 薬 の 門  4 2 ( 6 ) : 8 1 2  8 1 9 , 2 0 呪
ア ル ギ ニ ン の 効 果 と 品 1 Ⅱ 乍 用
J J P E N  2 4 ( 1 2 ) : 6 9 1  6 9 8 , 2 ( 川 2
食 道 破 裂 を 疑 う
m e d i c i n a  4 0 ( 4 ) : 6 7 5 - 6 7 フ , 2 0 船
篠 淫 井 羊 太 郎 , 小 池 燕 , 金 塚 完 , 本 郷 道 夫 , 山 田 章 古
東 北 大 学 の 卒 後 臨 床 研 修 プ ロ グ ラ ム
救 急 、 . 架 小 治 療  1 5 a o ) : 1 0 2 7 1 0 3 2 , 2 0 0 3
篠 洋 汀 三 人 郎 , 小 池 燕
出 血 性 シ ョ ヅ ク と 虚 血 再 畊 t 流 の 病 態 と 最 新 治 療
日 外 会 誌  1 1 4 a 2 ) : 8 3 5  8 3 9 , 2 0 0 3
救 急 患 者 に お け る 粲 急 検 査
綜 介 晦 j 人  5 3 ( S U P P 1 ン  1 7 フ - 1 7 9 , 2 0 叫
篠 澤 洋 太 郎 , 木 山 節 郎 , 佐 藤 篤 司 , 小 野 寺 久
資 料 : ス テ ロ イ ト 長 期 投 ぢ ・ 疾 想 、 と 艘 部 救 急 、 疾 悲 、
Π 本 腹 部 救 急 医 学 会 雑 誌  2 4 : 5 9 5 - 5 9 9 , 2 0 0 4
篠 澤 洋 太 郎 , 田 熊 沽 継 , 遠 愁 智 之 , 小 池 燕
F l u i d  R e s u s c i t a t i o n  の 進 歩 重 度 外 傷
救 急 、 . 架 ' 十 , 治 療  1 6 a 2 ) : 1 4 0 1  1 4 0 7 , 2 0 0 4
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100keyword から学ぶ侵襲学の基礎・36 ブルギニン
救急氏学 28a3) 1487・・1489,2004
篠洋洋太郎,小池燕,旺ゆ巳清継,遠藤智之
ショヅク後の多臓器不全とその対策
救急医学 29(1ン 87一兜,20備
「地震,自信,自身」
ーユビキタスf1寺代のインセンティブ防災学に基づく災沓医療一
水戸市氏師會報 157:8-21,20仍
免疫栄養と敗血症・市症感染症
臨床栄養 106(6):741 746,20備
ステロイト長期投りイ列における急一U佼症の治療上の問題,点
カレントテラピー 23四):918-921,20(巧
敗血症態広、における immunonutriuon の臨床成敍と闇題点
医学のあゆみ 212aD :1013-1田7,2005
重症熱傷の治療怜液療法と多臓器不全管郡
日外会誌 116(12):736 739,20備
熱傷(特条:救急3則或で必要な診断基準と重症度判定)
救急医学 30(D :1船一106,2006
外科手術後の牛.休反応の突際(特条:基礎から学ぶ侵製と生体反応)
救急張学 30四):1HI・]117,2006
Systemic inaan〕n〕atory response syndrome (SIRS)
救急氏学 31(3):323,2007
術後・救危寸牙病恕■・における急件呼吸不全
臨床呼吸牛即 39(2):127 138,2007 (乎成19年Ⅱ月1 Π発行)
腰痛(特集:消化器救急)
救急医学 32(5):518 訟2,2008
篠澤汗太郎,小林道牛
外科侵襲・各病態におけるエネルギー基礎代謝の変化と栄養管理に関する
to-date亟症柄態下・セプシスにおける基礎代謝と栄共管理
外科と代al・栄錠 42(5):妬・59,2008(10jl)
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1.須藤政彦,1_1_1本修三,宮川健,茂木正寿,篠沢洋太郎,大原憲
腹膜・後腹膜の外科:腹部外傷
外1斗診療 18(5):505-510,1976
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前 中 由 巳 , 宮 川 健 , 茂 木 正 寿 , 篠 沢 洋 太 郎
胸 部 の 鈍 的 外 傷
外 科  3 8 ( 1 2 )  1 3 4 0  - 1 3 5 0 , 1 9 7 6
山 本 修 三 , 宮 川 健 , 茂 木 正 方 , 折 井 正 傅 , 青 木 清 一 , 篠 沢 洋 太 郎 , 須 藤 政 彦
十 二 指 腸 後 腹 膜 破 裂 一 術 前 診 断 と 空 腸 柴 膜 パ ヅ チ 法 を 中 心 と し て
日 本 救 急 医 学 会 誌  3 ( 3 ) : 9 1 ・ ・ 9 8 , 1 9 7 6
山 本 修 三 , 宮 川 健 , 茂 木 正 寿 , 篠 沢 洋 太 郎 , 前 中 山 巳 , 須 藤 政 彦
重 度 外 偽 と 輸 液
災 害 医 学  1 0 ( 3 ) : 2 四 ・ 2 1 5 , 1 9 7 フ
茂 木 正 寿 , Ⅱ _ 1 本 修 三 , 宮 川 健 , 篠 沢 洋 太 郎 , 今 井 迷 郎 , 須 藤 政 彦
大 腸 損 傷 手 術 々 式 の 検 討 を 中 心 に
災 害 医 学  1 0 ( 6 ) : 4 2 7 - 4 3 2 , 1 9 7 フ
掛 j 川 軍 夫 , 安 藤 暢 敏 , 犬 野 洋 , 篠 沢 洋 太 郎 ,  h 木 克 憲 , 波 辺 良 友
食 道 掘 術 後 合 併 症
外 科 診 療  2 0 ( 1 山 : 1 2 1 8  1 2 2 2 , 1 9 7 8
石 引 久 弥 , 相 川 直 樹 , 安 際 暢 敏 , 篠 沢 洋 太 郎
細 菌 性 シ , ヅ ク に お け る 嫌 気 性 菌 の 問 題
臨 床 外 1 斗  3 4 ( 1 ) : 3 9 - 4 6 , 1 9 7 9
相 川 仙 オ 封 , 石 引 久 弥 , 篠 沢 洋 太 郎 , 山 田 好 則 , 山 本 修 三 , 茂 木 正 力 , 須 藤 政 珍
手 ・ 術 と 抗 生 物 質 の 処 力
甑 床 夕 仟 斗  3 4 四 ) : 1 3 9 1  1 3 9 9 , 1 9 7 9
掛 川 陶 { 火 , 石 引 久 弥 , 吉 野 ・ , 窄 ・ , 安 心 1 陽 敏 , 熊 井 浩 一 郎 , 篠 沢 洋 太 郎 , 天 野 ' 洋 ,
青 木 兇 建 , 渡 辺 良 友
下 部 食 道 曠 門 焔 の 手 術
日 木 侶 到 太 外 科 医 学 会 雑 誌  4 0 ( 5 ) : 8 6 8 一 部 2 , 1 9 7 9
掛 J Ⅲ 那 夫 , 安 ル 和 暢 敏 , 篠 沢 洋 太 郎 , 吉 木 克 憲 , 熊 井 浩 一 郎 , 春 1 1 , 1 克 郎 , 六 野 1 雁
, 石 引 久 弥 , 阿 部 令 彦
下 部 食 道 ・ 1 噴 門 癌 の 下 術 乎 術 術 式 の 還 択
消 化 器 外 科  2 a の : 1 4 3 3 ・ ・ 1 4 3 9 , 1 9 7 9
相 川 直 樹 , 安 藤 暢 敏 , 米 川 市 , 篠 沢 洋 太 郎 , 石 引 久 弥 , 掛 川 暉 大 , 阿 部 令 彦
外 科 術 後 の シ , ヅ ク の 治 療
M e d i z i n  v o n  h e u t e  6 2 : 3 9 9 一 如 7 , 1 9 8 0
安 藤 暢 敏 , 篠 沢 汗 太 郎 , 相 川 直 樹 , 阿 部 令 彦
治 療 の 実 際 ー シ ョ ヅ ク と  M u l t ゆ l e  o r g a n  F a i 1 Ⅷ 、 e -
臨 床 外 科  3 6 ( 5 ) : フ 7 9  7 8 4 , 1 9 8 1
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13 今野弘之,相川直樹,安藤暢敏,山本修美,藤崎真人,篠沢洋太郎,阿部令彦
糖尿病患者における多臓器不全(MOF)の成因,予防と治療
外科 45(5):479 484,1983
安藤暢敏,相川直樹,篠沢洋太郎,大高均,藤崎真人,阿部令彦
循環動態
救急医学 7(5):557-563,1983
吉井宏,山本修三,茂木正寿,篠沢洋太郎,須藤政彦
Injury severity score とその右用性
救急医学 7(9):10部一10兜,1983
茂木正力,山本修三,篠沢洋太郎,古井宏,須藤政彦
腹部外傷の救急処置
消化器外科 6(9):1349-1354,1983
茂木正寿,山本修_',篠沢洋太郎,吉井宏,三角隆彦,波辺千冬,岩'井敦志,
須藤政彦
順部外傷術前診断のPi仕aⅡ
消化器外科 6qo):1504-1506,1983
山本修三,茂木正寿,篠沢洋太郎,古井宏,平松京・,井戸,心雄,橋本紕
消化管腫揚のCT診断一外科の立場から
画像診断 3ao):902 908,1983
伐木正寿,山本修_',篠沢洋太郎,吉井宏,三角隆彦,渡辺下冬,岩井敦志,
須藤政彦
腹部外傷術中診断のPiぜaⅡ
消化器外科 6a2):1764 17備,1983
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. 急 性 循 環 不 全 の i 丘 症 度 の H 平 価 一  2 ,  S C O P E  3 8 ( 5 ) : 2 0 - 2 1 , 1 9 9 9
. 急 性 循 環 不 全 の 電 症 度 の ヨ 平 佃 i - 3 ,  S C O P E  3 8 ( 6 ) : 2 0 - 2 1 , 1 9 9 9
. 急 性 循 環 不 令 の 重 症 度 の 評 価 一  4 ,  S C O P E  3 8 ( フ ) : 2 0 ・ ・ 2 1 , 1 9 四
. 急 性 循 球 不 全 の 電 症 度 の i 乎 価 一 ま と め ,  S C O P E  3 8 ( 8 ) : 1 8 ・ ・ 1 9 , 1 9 9 9
太 山 良 雛 , 伊 藤 規 節 . , グ 訂 藤 敏 光 , 篠 澤 洋 太 郎
小 心 ゛ 御 脈 栄 養
内 科  8 3 ( 6 ) : 1 0 5 5  1 0 5 7 , 1 9 9 9
太 田 良 蹴 , 伊 藤 規 鰯 . , 佐 飲 敏 光 , 篠 洋 洋 太 郎
止 血 法
救 急 、 医 学  2 3 ( 励 : 5 仭 一 5 H , 1 9 9 9
太 田 良 雄 ,  g 打 藤 規 雄 , 佐 藤 敏 光 , 篠 澤 洋 太 郎
場 閉 塞
救 急 医 学  2 3 a の : 1 3 6 5  1 3 6 8 , 1 9 9 9
太 田 良 雄 , 伊 藤 規 緋 , 佐 藤 敏 光 , 篠 浮 洋 太 郎
急 性 腹 症
G e r i a t r i c  M e d i d n e  3 7 a o ) : 1 4 腿 一 1 4 6 8 , 1 9 四
太 Ⅱ 1 良 雄 , 伊 藤 規 雄 , 佐 藤 敏 光 , 篠 澤 洋 太 郎
救 急 外 来 で の 怜 血
診 断 と 治 療  8 8 ( 5 ) : 7 9 1 - 7 9 6 , 2 0 0 0
人 田 良 雛 , 伊 熊 規 雄 , 佐 峡 敏 光 , 篠 滞 洋 太 郎
十 厶 指 腸 憩 室
臨 床 消 化 器 内 科  1 5 四 ) : 1 2 1 7  1 2 2 2 , 2 0 0 0
太 田 良 雄 , 伊 藤 規 雄 , 佐 藤 敏 光 , 篠 浮 汗 太 郎
イ レ ウ ス 管 挿 入
救 急 医 学  2 4 a o ) : 1 3 5 9 - 1 3 備 , 2 0 0 0
島 崎 修 次 , 幽 中 秀 治 , 青 山 久 , 安 瀬 正 紀 , 鵜 飼 卓 . , 大 谷 津 恭 之 , 川 井 真 , 斎 喋
大 蔵 , 増 浬 予 茂 , 篠 沢 洋 太 郎 , 鈴 人 幸 ・ ・ ・ 郎 , 原 田 娜 ' , 福 西 健 至 , 辺 見 弘 , 本 n ・ ; 1
賢 一 ー , 迎 仲 彦 , 欠 永 博 子 , 行 岡 哲 男
< 資 料 > ス キ ン バ ン ク の 運 悩 下 測 置 基 凖
1 _ 1 本 熱 傷 ツ ^ 会 会 誌  2 6 ( 5 ン  6 4  7 2 , 2 0 0 0
塚 木 茂 樹 , 佐 際 雅 栄 , 佐 緜 敏 光 , 篠 洋 洋 太 郎
吐 血 の 緊 急 、 止 血 法
外 科 治 療  8 1 ( 増 )  J 8 4 - 7 8 7 , 2 0 0 1
9 2
9 3
叫
9 5
9 6
9 7
9 8
9 9
1 0 0
101 太田良難,佐藤敏光,篠澤洋太郎
経腸栄養剤ーブルギニン・RNA・ω一3脂触脂肪乳剤
日木臨床 59(増 5 ):933-937,2001
太田良雄,佐川暢,小池燕,篠洋洋太郎
血糖・尿糖検査
救急医学 25:1229-1235,20田
Ⅱ_ψ奇元靖,局橋真紀,小池薫,篠澤洋太郎
救急、・架中治療keyword 創傷被穰材
救急、・染中帷陽f 13d曽): e89 e92,2001
伊藤規雄,篠澤洋太郎
総令的重症度評価法 APACHE Ⅱ/APACHE Ⅲ Score
消化器外科 25(5):545 552,20促
関根和彦,篠澤洋太郎,小池薫,遠藤智之,野村亮介
(広範囲熱傷の治療)感染症対策
救急医学 27:43 47,2003
述藤智之,野村亮介,関根利彦,小池燕,篠洋洋太郎
(救命救急、医療と臨床工学0 除細動器
ClinicalEngineering 14:74 -80,2003
太田良雄,篠澤洋太郎
イレウス
救急、氏学 27:1493-1497,2003
小池蕉,関根和彦,田熊清継,遠膝智之,篠澤洋太郎
1肖イヒ管の teperfusion inj1Ⅱ'y
救急1矢学 27:1638 -1643,20船
小池薫,関根和彦,述藤智之,野村亮介,篠澤洋太郎
敗血症動物モデル
H本外科学会雑誌 104:800 8叫,2003
佐藤敏光,篠澤洋太郎
壽呈飲・忌・1嘆美
medidna 40:602 605,2003
野村'亮介,篠澤洋太郎
゛、i1白1
診断と治療 91(SUPPI):311 3]8,20悌
太田良雄,篠浮洋太郎
急十制晦症
救急医学 28:323-329,2004
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田 熊 清 継 , 小 池 燕 , 篠 澤 洋 太 郎
地 域 内 で の 救 急 棲 み 分 け 力 式 の 長 加 と 今 後 の 方 向 性
救 急 医 学  2 9 : 1 1 田  H 6 6 , 2 0 備
野 村 亮 介 , 篠 浮 洋 太 郎
食 道 ・ ト ' 竹 池 化 管 ( 胃 ・ 十 二 指 腸 ) 穿 孔
外 科 治 療  9 3 : 6 2 0  6 2 7 , 2 0 0 5
小 池 戴 , 遠 藤 智 之 , 田 1 追 淌 継 , 篠 澤 洋 太 郎
< 縦 告 >  1 、 s u r v i v i n g  s e p s i s  c a m p a i g n _ 」 に つ い て
宮 城 県 救 急 氏 療 和 1 究 会 雑 誌  6 ( 2 ) : 3 5  3 7 , 2 0 0 5
田 熊 清 継 , 篠 澤 洋 太 郎
熱 傷 の 感 染 対 策
救 急 医 学  3 0 : 2 0 3 - 2 1 0 , 2 0 0 6
山 内 聡 , 篠 澤 汗 太 郎
止 血 法
外 科 治 療 舛 : 3 9 5  如 0 , 2 0 0 6
遠 藤 智 之 , 篠 澤 洋 人 郎
A E D を 用 い 九 C P R 手 順 の 突 際
モ ダ ン フ ィ ジ シ ャ ン  2 6 : 1 6 3 7  1 6 4 3 , 2 0 0 6
遠 際 智 之 , 篠 澤 洋 人 郎
② . ガ イ ド ラ イ ン 2 0 備  5 . プ ナ フ ィ ラ キ シ ー
日 木 内 科 学 会 剣 t 誌 怖 : 2 4 6 3 - 2 4 認 , 2 0 0 6
佐 々 木 淳 一 ・ , 藤 島 清 太 郎 , 篠 澤 汗 人 郎 , 相 川 辿 樹
ス テ ロ イ ド 薬 一 感 染 症 治 療 に お け る ス テ ロ イ ド 薬 の 位 羅 づ け ー
Π 本 晦 床 儒 ● 1 5 - 3 1 9 , 2 0 俳
赤 坂 純 逸 , 布 施 昇 男 , 佐 々 木 淳 ・ ・ ・ , 金 光 啓 二 , 出 林 恍 ・ , 篠 澤 洋 太 郎 , 賀 来 満
大
I C D か ら み た 貞 菌 感 染 対 策 一 診 断 か ら 治 療 ま で の 総 合 戦 1 略 一
化 学 療 法 の 領 域  2 3 : 8 3 - 8 8 , 2 0 俳
山 内 聡 , 篠 汗 洋 太 郎
( わ か り や す ぃ 輸 液 管 理 Q & A ) 1 5 . 敗 血 症 シ ョ ッ ク 恕 、 者 の 怜 液 管 埋
救 急 , 1 1 ミ . , や 治 療  1 9 a  ・  2 ) : 9 9  ] 0 3 , 2 0 俳
1 藤 人 介 , 篠 洋 洋 太 郎
( 熱 傷 治 療 ガ イ ド 2 0 0 7 )  3 . 熱 傷 の 病 態 消 化 器 系 レ 消 化 器 介 併 症 を 小 心 に
救 急 抄 ミ 学  3 1 : 7 6 2  7 6 3 , 2 0 俳
1  1 4
1 1 5
Ⅱ 6
Ⅱ 7
1  1 8
Ⅱ 9
1 2 0
1 2 1
1 2 2
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124 山内聡,篠澤洋太郎
宮城県の災害時における医療と消防の連携
プレホスピタル・ケア 20(4):13 18,2007.8
山内聡,篠澤洋太郎
大規模災害における救急医療体制について一宮城県沖地震に備えて
宮城県医帥会報 746号:153 156,2008.3
小林道牛,篠澤洋太郎
経静脈栄養(TPN)の最近の吉えノj
ICU と CCU 32(2):97-103,2008
小林道生,北條伸子,上藤大介,野・村亮介,,・1・リ1け女寛,遠藤智と,佐治賢哉,
山内聡,赤田昌紀,黒田宙,佐々木淳一,田熊清継,赤石敏,Π栽翠洋太郎
品度救命救急センター入院患者の入院時栄養評価
第121引 CCM 輸液・栄養研究会記録リι, P74-82,2008
遠喋智之,篠澤洋太郎
アナフィラキシーシ,ヅクの病態,診断と治療単卿略とは?
救急、・集吽・,治療 21(フ-8 ):960-967,2009
赤石敏,王藤大介,湯汗寛尚,篠澤洋太郎
架小治療における消化管壊死の診断と治療
ICU と CCU 33(フ):533 -540,2009
相澤久美,阿部禽子,斎膝真,高橋商広,後滕えり・f,山内聡,小林道生,
遠藤智と,1喋大介,野村亮介,高畑昌代,飯田優太郎,佐燦大,局橋秀知,
篠澤洋太郎
当院DMAT川動時における院内での後方支援活動
宮城県救急途療研究会誌 10(2):29 36,20四
佐々木淳,,篠澤汗太郎
救命救急センターにおける感染症対策
医学のあゆみ 231(D :83 88,2009.10.3
小池都幸, F瀬川徹,篠洋洋太郎
食道・胃靜脈瘤破製
救急医学 33ao):1317-1320,2009
125
126
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Ⅶ一 1)速報・短報・レターなど(自著)
1.他臓器不全(Multゆle organ Failure, MOF)にヌ寸する multゆle prophy]actic
managelnent
(MPM)(篠沢洋太郎,茂木正秀,古井宏,森光生,田中裕,木村昭夫,山木
修三)
第12山1アルカロイド研究会報告集,45 47,1986
132
4 8
2
集 小 治 療 と 検 査  D I C  ( 篠 沢 洋 太 郎 , 安 藤 暢 敏 , 波 辺 清 明 )
N e e d s  &  s e e d S  2 ( D  , 1 9 9 3
シ ョ ッ ク 慰 、 者 管 理 と ド ブ タ ミ ン
E x c e l ・ p t a  M e d i c a  L i t e r a t u t e  R e v i e w  N O . 2 , エ ク セ プ タ . メ テ " イ カ , 1 9 9 5
サ ハ リ ン 北 部 震 災 支 援 活 動  f 備 調 査 を 終 え て サ ハ リ ソ  a 9 鮖 年 7 月 )
K E I 0  医 学 部 ・ 病 院 ニ ュ ー ス  N O . 1 5 2  ' 9 5 / 1 0 月 号
手 術 侵 襲 と D I C , D I C 準 備 状 態 の 診 断 の た め に
D I C  と そ の 対 策 外 科 編  N O . 1 , 協 和 企 画 , 1 9 9 5
鼎 ゞ 冴
M E D I C A M E N T  N E W S  1 5 3 2 号 , ラ イ フ ・ サ イ エ ン ス , 1 9 9 6 年 1 2 月 1 5
ア ル ギ ニ ン
N U T R O T H E R A P Y  2  号 ,  P 1 3 , 1 9 9 8
( 質 疑 応 答 ) 熱 傷 の 鎮 静 , 疹 痛 管 理 の 注 意 , ' 1 熊 こ つ い て
臨 床 麻 酔  2 2 ( 1 ) : 7 3  7 4 ,  1 9 9 8
「 体 液 管 理 . 輸 液 マ ニ ニ ア ル 」 編 集 の こ と ぱ
E x p e 此  N u r s e  H  ( 1 顎 ) , 1 9 9 8
巻 頭 言 「 医 療 の 選 択 , そ の 制 約 と 氏 療 の 質 」
臨 床 麻 酔  2 2 ( 1 2 ) : 1 6 乃 , 1 9 9 8
艮 陵 に 赴 き て
/ J 林 7 2 号 , 平 成 1 0 年 1 2 j 1 2 1  Π
新 任 教 授 挨 拶
艮 陵 新 1 Ⅱ 1 2 1 3 号 , 1 9 四 . 2 . 2 5
J M G H A A 出 務 局 移 転 の お 知 ら せ
J M G H A A  N E W S L E T T E R  第  4  号 ,  D e c e m b e r  1 9 9 8
救 急 偽 病 者 を 前 に し て 問 わ れ る 救 急 救 命 士 の 質
会 報 ( 東 北 救 急 救 命 士 会 ) 第 3  号 : フ , 1 9 9 9
i 1 1 評 「 小 川 道 雛 茗 , 新 ・ 侵 製 と サ イ ト カ イ ン 」
臨 床 麻 酔  2 3 ( 6 ン  1 0 5 7 , 1 9 9 9
は じ め に
( 仮 称 ) 県 南 中 核 病 院 救 急 、 医 療 専 門 部 会 Ⅷ 告 冉 , 平 成 H 年 8 河
N e w  l v a v e
集 中 治 療 Ⅱ a o ) : 1 備 4 - 1 0 郭 , 1 9 9 9
3
4
5
6
7
8
9
1 0
Ⅱ
1 2
B
1 4
1 5
1 6
1 7
18 第27回日本救急医学会総会印象記
臨床麻酔24(D 125,2000
(suggestion) SIRS と CARS の縄
治療学 34(2):134,2000
随想「東北大学医学剖Ⅷ"謝丙院救急、部長の胸の内」
病院だより第93・号,2000.6.1
新西病棟3階重症病棟紹介
病院だより 100号,2001.1.15
(質疑応答)尿膜管膿揚の鑑別
日本氏事新帳 4013:1備 106,200]
特条:救命止血を要する腹部救急傷病の初療の上夫(消化管社_1血を除く)特集
にあたって
H本腰部救急医一r会郷" 21:641,20田
医学教介改羊は黒船か
慶愈義塾医学ゴ那新聞第'600号,平成13年10河2(畑
心所恢碌生法ガイドライン2000
仙台市除師会報 4朝号,平成13年1け1
「医療技術実技教育」(鎗21回国内医科人学視察と討論の会)
艮陵新聞第227号,20呪年1月28U
"The Development and use o{ a Tissue Enginea'ed Artificia] SIくin"(John F
Burke)
特別講演会要旨,東北医元志 H3:248,2002
"2H北紀は,「救危U の時代"を先導する格好のし}
円評「日本救急医学会監修標準救急医学第3版」
週川医学会新聞第2478琴(15) S 7,20呪
11評「Π本救急医学会監修標凖救急医学第3版」
medicina 39(3ン 415,2002
学校現場必要な救命・応急千当の基礎
平成15年仙台市学校保健会帳,平成15年
庁文,編集のことは
体液管理・輸液マニュアル(相川直枯挫金修,篠澤洋太郎編集),20船,照林社
盛夏随想「黄泉がえり」のエナジー
宮医級 691:6卯,2003 Aug
19
20
21
22
23
24
25
26
籾
27
28
29
30
3]
32
5 0
3 3
特 集 : ス テ ロ イ ド 長 瑚 投 、 ケ イ 列 の 腹 部 救 急 疾 患 の 治 療 戦 略 特 集 に あ た っ て
U 本 腹 部 救 急 氏 学 会 雑 f 誥  2 4 : 1 部 一 1 8 4 , 2 0 0 4
仙 台 市 の 救 急 * 恬
束 北 大 学 艮 陵 協 議 会 会 机 「 け や き 」  1 5 号 : 1 5 - 1 6 , 2 0 0 4 . 1 0
A E D の 普 及 と 心 噛 隣 深 生 法 の 進 化 ~ 東 北 大 学 病 院 の 係 わ り ~
ま な び の 杜  3 1  S P T i n g  : 3 , 2 0 備
ご あ い さ つ
第 1 9 回 東 北 救 急 睡 学 会 総 会 ・ 芋 才 村 集 会 プ ロ グ ラ ム , 2 0 備 仟  6 月 2 5 Π
( 質 疑 応 答 ) 免 疫 不 全 状 態 の 診 断 ・ 治 療
日 本 氏 4 f 新 蝦  4 2 5 9 : 9 6 9 7 , 2 0 0 5
特 集 : 腹 部 救 急 疾 患 と 卒 後 教 育 特 架 に あ た っ て
日 木 腹 部 救 急 医 学 会 雑 誌  2 6 ( 3 ) : 3 9 1 , 2 0 0 6
こ 挨 拶
第 3 2 回 Π 木 熱 傷 学 会 総 会 ・ 学 術 集 会 抄 録 集 , 2 0 0 6 年 6 打  8  "
商 度 救 命 救 急 セ ン タ ー オ ー プ ン
東 北 人 学 病 院 地 域 医 療 連 挑 セ ン タ ー 通 伝 「 w i t h 1  第 2  号 : 1 , 2 0 0 6 , Ⅱ
東 北 大 学 病 院 1 高 度 救 命 救 急 セ ン タ ー 開 設 1 仟
東 北 大 学 艮 陵 恊 議 会 会 帆 「 け や き 」  1 8 号 : 1 7  1 8 , 2 0 0 7 . Ⅱ
東 北 大 学 } 剛 浣 高 度 救 命 救 急 セ ン タ ー 開 設 1 年 を 迎 え て
東 北 大 学 病 院 地 域 医 療 連 1 秀 セ ン タ ー 通 信 「 w i t h 」 第 6 号 : 1 , 2 0 0 7 . 1 1
特 架 : 1 C U に お け る 感 染 の ト ビ ヅ ク ス 特 集 に あ た っ て
I C U  と  C C U  3 2 ( 3 ) : 1 7 9 , 2 0 0 8
巻 頭 言 : 救 急 、 氏 療 を 人 災 に し て は い け な い
救 急 医 療 ジ ャ ー ナ ル  1 6 ( 4 ) : 1 , 2 0 0 8
刊 行 に 寄 せ て
第 Ⅱ 回 Π 木 集 団 災 害 氏 学 会 総 会 叫 鄭 倩 会 ワ ー ク シ ョ ッ プ 帆 告 1 1 , 2 0 0 8 年 6 打 1 2 日
「 震 災 発 生 時 の 救 急 医 療 の 現 場 」
地 域 防 災 力 向 上 支 撥 シ ン ポ ジ ウ ム 机 告 、 り : 1 8 3 1 , 2 0 0 8 年 3 月
東 北 大 学 病 院 商 度 救 命 救 急 セ ン タ ー
刀 林 7 2 屶 ' , 平 成 2 0 年 1 2 打 2 5 Π
シ ョ ッ ク 管 理 Q & A
一 迅 速 で , が 川 在 な 対 応 の た め に 一  q 燦 沸 洋 太 郎 , 岡 元 和 文 )
救 急 、 ・ 染 中 治 療  2 1 ( フ - 8  ) : 8 2 3 , 2 0 仭
3 4
3 5
3 6
3 7
誌
3 9
卯
4 1
4 2
4 3
U
4 5
4 6
4 7
朝
49 宮城県救急医療研究会誌
・宮城県救急医療研究会発足にあたり宮城県救急医療研究会誌 1(D :1,
1999.10.16
・ごあいさつ宮城県救急医療研究会誌 2a):1,2000.10.フ
・宮城県救急医療研究会雑誌第2巻第2・号の発刊によせて宮城県救急、医療研
究会誌 2(2):1,2001.8.20
・ごあいさつ宮城県救急医療研究会誌 3(D :1,2001.9.29
・端iⅡき「FIFAワールドカップ大会が"みやぎ"の救急医療に遺したもの」
宮城県救急医療研究会誌 3(2):1 2,2002.8.30
・ごあいさつ宮城県救急医療研究会誌 4(D :1,2002.9.28
・巻頭言筥山劇果救急医療靭究会誌 4(2):1,2003.9.19
・ごあいさつ宮城県救急医療研究会誌 5a):1,20船.9.28
・を頭言'宮城県救急医療研究会誌 5伐):1,20叫.9.]フ
・巻頭言宮城県救急医療研究会誌 6(2):1,2005.9.28
・巻頭言「助けるのはあなた」・般住民の参画宮城岬オ女急医療研究会誌 7(2)
1 2(川6.9.フ,
・巻頭ぎ宮城県救急医療研究会誌 8(2):1,2007.9.15
・ごあいさつ宮城岬J女急氏療研究会誌 9a):1,2007.9.29
・巻頭言宮城県救急氏療研究会誌 9(2):1,2008.9.22
・巻頸言「救急医療と施策」宮城県救急医療研究会誌 10(2):1,2009' 9.26
安藤暢敏,篠沢洋人郎,力m願建一,大森泰,藤田1臣也,巾島顕一郎,菊永裕行,
小山恭正,阿部令彦
胸部に浸潤せる頚部食道痛の功除と再建術
日気食会帆 39(2):]66,1988
50
5]
編集後記
・日腹救医誌 17(3):1997年5 jl
・則晦救医_'志 21(5):2001年7 jj
・ 1訓摸救医え吉 25(フ):968,2005年1け1
・日腹救医誌 28a):968,2008年1月
・日救医誌 19a):90,2008
Ⅶ一 2)速報・短報・レターなど(共著)
1.吉井宏,山人修二1,茂木正青,篠沢洋太郎,森光生,11川ヰ谷,木村昭夫,阿部
弘f,榎木博美
腹部外傷の超音波診断
Π本超斉波医学会講演論文染 41-42,1985
2
5 2
3
安 藤 暢 敏 , 篠 沢 洋 太 郎 , 加 瀬 建 一 , 大 森 泰 , 藤 田 直 也 , 中 島 顕 ' ・ 郎 , 菊 永 裕 行 ,
小 山 恭 正 , 阿 部 令 彦
食 道 癌 術 後 呼 吸 管 理 に お け る 機 械 的 呼 吸 補 助 の 右 用 性 と そ の 工 夫
日 本 胸 部 外 科 学 会 射 歸 志  3 7 ( 5 ) : 9 3 0 - 9 3 1 ,  1 9 8 9
I t o  N ,  A i ] 仏 W a  N ,  H o r i  s ,  s h i n o z a w a  Y ,  o b a r a  K ,  s a 北 O  R ,  T a s h i r o  H
L a r y n g e a l  m a s k  a i r w a y  i n  a c u t e  c e r e b r o v a s c u l a r  d j s e a s e
L a n c e t  3 3 9 : 6 9 , 1 9 兜
相 川 1 百 樹 , 田 熊 油 継 , 堀 進 悟 , 篠 沢 洋 太 郎 , 佐 々 木 1 早 一 , 石 引 久 弥
セ フ ェ ム 系 薬 の Ⅲ 度 熱 傷 創 組 織 移 打 と 汚 染 熱 傷 創 に 対 す る 感 染 防 止 効 果
日 木 外 科 感 染 症 研 究  4 : 5 1 , 1 9 兜
F u j i s h i l n a  s ,  s a s a l d  J ,  s h i n o z a w a  Y ,  T a k u m a  K ,  H o r i  s ,  A i k a w a  N
I n t e r l e u k i n  8  i n  A R D S
L a n c e t  3 4 2 : 2 3 7 - 2 3 8 , 1 9 9 3
N o z a ] d  H ,  A i k a w a N ,  s h i n o z a w a Y ,  H o r i s ,  F u j i s h i m a  s ,  T a R u m a  K ,  s a g o h  M
S a r i n  p o i s o n i n g  i n  T o k y o  s u b w a y
L a n c e t  3 4 5 ( 8 9 5 5 ) : 9 8 0  9 8 1 , 1 9 鮖
小 泉 淳 , 井 戸 邦 雄 , 小 林 成 司 , 成 松 芳 明 , 井 筒 睦 , 堀 進 悟 , 篠 洋 洋 太 郎 , 相 川
直 樹 , _ ト . 田 敏 , 、 F 松 京 ・ ー
大 動 脈 解 蹴 に 対 す る 経 静 脈 血 管 内 超 音 波 断 胴 装 識 の 応 用
I n t e r v e l 〕 t i o n a l  R a d i 0 1 0 g y  l o  : 5 0 ,  1 9 9 5
呂 彩 f , 堀 進 悟 , 堀 1 _ 1 崇 , 篠 沢 洋 太 郎 , 藤 島 清 太 郎 , 木 村 裕 之 , 波 邊 茂 , 佐 々
木 淳 一 , 副 島 京 了 ・ , 山 崎 元 靖 , 相 川 直 樹
C P A 悲 、 者 に お け る 血 中 ブ ン モ ニ ア 値
日 本 救 命 眠 療 研 究 会 靴 誌  1 2 : 4 1 - 4 3 ,  1 9 9 8
佐 藤 敏 朗 : ( 石 名 坂 医 会 外 科 部 会 学 術 講 演 般 告 )
篠 洋 洋 太 郎 「 外 傷 患 者 の プ ラ イ マ リ ー ケ ア に お け る ピ ッ ト フ ォ ー ル 」
仙 台 、 市 " ξ 師 会 縦 第 4 1 5 ・ 号 : 5 1 - 2 , 1 9 四
吉 尾 悪 子 , 菊 池 さ お り , 野 」 也 真 奈 美 , 長 谷 川 正 志 , 山 崎 元 靖 , 小 池 越 , 篠 澤 洋
太 郎
< 短 級 > 東 北 大 学 医 学 部 附 属 病 院 に お け る 救 危 噛 悩 丙 床 開 設 の 効 果
宮 城 県 救 急 、 医 療 研 究 会 判 歸 志  3 ( 2 ) : 3 3 - 3 4 , 2 0 呪
吉 井 宏 , 家 接 健 ・ ・ ' , 十 谷 飛 鳥 , 野 , 村 亮 介 , 栗 栖 茂 , 中 島 久 幸 , 小 泉 雅 典 , 篠 汗
洋 太 郎 , 荒 木 恒 敏
< そ の 他 > 胖 損 傷 の 診 療 の 現 況 ; 第 2 0 回 日 本 外 傷 学 会 発 表 よ り
H 木 外 偽 学 会 剰 昂 志  2 1 ( 1 ) : 2 9 - 3 5 , 2 0 0 7
4
5
6
7
8
9
1 0
H
1 2
Ⅷ辞 典
医学大辞典(改訂]7版)南山堂
熱希釈法,ほか16項目執筆 1990,
Ⅸレビユー
1.集中治療(2)体液,栄養,感染の管理
専門医のための麻酔科学レビュー2000(天羽敬裕豐肋多)
2000,総合医学社, P2認一2価
2.集中治療(2)体液,栄養,感染の管理
専門医の九めの麻酔科学レビュー2001(天羽敬裕監修)
2001,総合医学社, P248-256
3.リ0-1・,治療(2)体液,栄養,感染の管理
専門医のための麻酔科学レビュー2002(犬羽敬裕監修)
2002,総合医学ネ1二, P241-247
4.集小治療(2)体液,栄養,感染の管理
麻酔科学レビュー2003(天羽敬裕監修)
2003,総合医学社, P2U-251
5.集中治療(2)体液,栄養,感染の管理
麻酔科学レビュー2004(天羽敬裕監修)
2004,総合医学才上, P2"-2聡
6,架中治療(2)体液,栄養,感染の管理
麻剛呼斗学レビュー20備(天羽敬裕監修)
2005,総合医学社, P252-258
フ.集中治療(2)体液,栄養,感染の管理
麻酔科学レビュー2006 (天羽敬裕監修)
2006,総合医学社, P252-260
8.集中治療(2)休液,栄養,感染の贊田,
麻剛坏斗学レビュー2007 (天羽敬裕監修)
2007,総合医学社, P247-2弱
9.集中治療(2)体液,栄養,感染の管田1!
麻昂チ斗学レビュー2008 (天羽敬裕監修)
2008,総合医学社, P24】 249
10.架中治療(2)体液,栄養,感染の管理
麻酔科学レビュー2008 (天羽敬裕監修)
2009,総合医学社, P248 257
(改ヨΠ8版) 1998
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抗 菌 却 情 東 り 込 み 中 心 哨 制 脈 カ テ ー テ ル に よ る カ テ ー テ ル 敗 血 症 の 予 防 効 果
( メ タ ブ ナ リ シ ス に よ る 検 討 ) ( 太 田 良 雄 , 篠 澤 洋 太 良 扮
J A M A  < 日 本 i 剖 振 > 1 1 月 : 鮖 ・ 1 0 3 , 1 9 9 9
重 症 敗 血 症 と 敗 血 症 性 シ , ツ ク
ハ リ ソ ン 内 科 学 ( 第 2 版 ) ( 福 井 次 矢 , 煕 川 油 写 肋 多 )
2 0 0 6 , メ デ ィ カ ル ・ サ イ エ ン ス ・ イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル ,  P 1 6 5 7 - 1 6 6 3
2
X I
座 談 会
1 . 北 島 政 樹 , 炭 1 _ Ⅱ 嘉 伸 , 望 月 英 隆 , 篠 浮 洋 太 郎
「 急 性 腹 症 」
C U R R E N T  T H E R A P Y  1 7 : 7 0 4  7 1 6 , 1 9 9 9
2 . 北 島 政 樹 , 介 無 畢 洋 太 郎 , 中 小 蜂 己 夫 , 杉 山 頁
「 術 後 ス ト レ ス 潰 傷 を い か に 子 ゛ 方 ・ 治 療 す る か 」
エ ス エ ス 製 薬 株 式 会 社 : 1 - 8 , 1 9 9 9
3 . 岡 田 正 , 望 月 英 隆 , 篠 澤 洋 太 郎 , 山 森 秀 夫
「 i m m u n o n u t r i t i o n  を め ぐ っ て 」
栄 養 ミ 平 価 と 治 療  2 1 : 3 7 9 - 3 9 7 , 2 0 0 4
X I
マ ス ^ メ テ ィ ア
1 . 熱 傷 患 、 者 の 感 染 防 止
ラ ジ オ た ん ぱ 放 送 , 平 成 5 仟  8 刀 2 3 日
2 . い ま , 熱 中 症 が あ な ど れ な い ( 健 康 セ ミ ナ ー テ レ ビ 番 組 「 知 っ て ,
康 ラ イ フ 」 )
東 Π 本 放 送 , 平 成 1 2 年 8  珂  5  Π
3 . 敗 血 症 忰 シ ョ ヅ ク ( s e p u c s h o c k ) ( ダ イ ナ ボ ヅ ト 感 染 症 ア ワ ー )
ラ ジ オ た ん ぱ , 平 成 1 4 年 2 j ] 2 2 日
4 . ス ズ メ バ チ に 剌 さ れ た ら
而 U ヒ ウ ィ ー ク リ ー 上 曜 版  f 健 康 キ Π 談 Q & A J , 平 成 1 7 年 1 0 打 2 2 日
5 . 河 北 新 報 な る ほ ど 健 康 雑 学 東 北 大 り レ ー 講 座
・ や け ど , 平 成 2 0 年 5 j 1 1 9 日
・ 熱 中 症 , 平 成 2 0 年 ・ 5 j ] 2 6 日
・ 災 害 医 療 , 乎 成 2 0 年 6 月 2 日
し っ か り 健
?
双一 1)講演(学会.研究会特別講演,など)
1.イブニングセミナー「侵襲と栄養一今後娚待される素材一」ブルギニン
鮮児2回H本救急、医学会,東京,平成6年Ⅱ月3日
2.特別附演「重症患者の集学的治療」
第4 回北日本エンドトキシン研究会,盛岡,平成7年Ⅱ打25日
3.特別諧演「重症患名の病態と治療」
第 7 山1千葉 Qitical care Medicine 研究会,千葉,平成 74手12j12 "
4.ランチョンセミナー「ル前運囲熱傷治療における人1真皮の応用」
第24山1日不熱傷学会総会・学術架会,柬京,平成10年5打
5."別誥演「重症患者管氾,1こおける・酸化窒素(NO) modulationの功罪」
第Ⅱ回宮城県循環不全研究会,ホテル仙台プラザ,平成Ⅱ年3打12Π
6.教授就任記念講演会「気道熱傷の病態と治療」
第841回束北医学会総会,医学部大献堂,乎成Ⅱ4下5ナj28Π
フ.特別誥演「広範四熱傷の鰔新治療」
第13回東北救急、医学会(第9回日本救急医学会東北地方会),仙台,平成Ⅱ年
6j]]9日
8,モーニングセミナー「急,封姉傷害とサイトカイン」
第21回Π本呼吸療法氏学会学術総会,宝塚,平成Ⅱ年7" 3日
55
9.梨拐畷'演「重症態■'管即における一触化窒索(NO) modu]ationの功罪」
第6同外科侵襲研究会,慶愈義塾人学病院,平成Ⅱ年9門25日
10.特別剤演「救急医療体制の構築」
宮城県救急医療研究会,仙台,〒成Ⅱ午10月16日
Ⅱ.噛・別講演「急、性1}劇箪害」
第3 回栃人県ICCM (条中治療医学)研究会,才、邪宮,平成Ⅱ年12月3 Π
12.「救急医学の目指すところ」
第 1回'宮城岬'雫北救急、医療研究会,古川市,乎成12年4 打21U
B.特別誥演「熱傷の妓新治療と創偽治沌』
第12回東北創傷治癒研究会,仙台,平成12イF9 河14Π
14.特別諧演「電症患者におけるモノオキシドメティエイター動態と病態」
第51回広島侵製牛イ木反応研究会,広島市,平成B年1刀18日
15.特別講演「急十y乎吸不全をめぐる諸問}遉」術後・救急傷病患者における急性1呼
吸不全
第98同臨床呼吸生理研究会学術集会,東京,〒成19年6列16日
5 6
1 6
特 別 講 演 「 敗 血 症 ~ 最 近 の 話 題 ~ 」
第 2 5 1 回 1 1 1 形 シ ョ ヅ ク 研 究 会 , 山 形 市 , 平 成 2 0 年 2 月 6 日
I n v i t e d  L e c t u t e  " B u r n  M a n a g e m e n t  i n  J a p a n  :  T h e  s t a t u s  Q u o  a n d  F u t u r e  l s ・
, ,
S u e s
2 0 0 8  K o r e a n  B u m  s o c i e t y ,  s e o u l ,  J u n e  1 2  1 3 , 2 0 0 8
特 別 講 演 「 日 木 に お け る 熱 傷 治 療 の 現 状 と 今 後 」
群 H 7 1 可 日 本 熱 傷 学 会 , ・ ト 国 四 国 地 力 会 , 高 松 , 平 成 2 0 年 Ⅱ 月 2 9 日
1 7
9
1 8
1 0
X 皿 一  2  )講 演 ( 医 師 会 , な ど )
「 シ ョ ッ ク 治 療 の 現 況 」
第 如 回 消 水 市 医 師 会 学 術 誠 演 , 清 水 市 , 平 成 4 年 8 月 7 日
「 外 傷 患 者 の プ ラ マ リ ー ケ ブ に お け る ビ ヅ ト フ ォ ー ル 」
石 名 坂 医 会 外 科 部 会 学 術 勉 強 会 , 仙 台 , 平 成 1 0 年 Ⅱ 月 1 7 U
学 術 講 演 会 「 、 重 症 悲 、 者 管 理 の 味 付 け 」
栃 木 県 外 科 医 会 講 演 会 , 宇 都 宮 , 平 成 1 0 年 H 打 2 0 日
「 外 傷 ・ , 熱 傷 , 急 性 小 毒 の プ ラ イ マ リ ケ ア 」
第 3 5 2 回 北 上 医 航 会 医 学 染 談 会 , 北 卜 市 , 平 成 Ⅱ 年 1 門 2 8 日
「 高 物 急 性 中 両 の 診 断 と 治 療 」
口 医 生 涯 教 育 講 座 ・ 救 急 医 療 医 師 研 修 会 仟 1 ぱ 語 地 区 ) , 塩 釜 市 , 平 成 Ⅱ 年 2 月
2 5 1 ヨ
「 侵 襲 メ デ ィ エ イ タ ー モ ジ ュ レ ー シ ョ ン の 意 義 」
第 9 9 1 川 梨 需 副 太 条 談 会 , 東 北 大 学 医 学 噛 3 附 属 病 院 , 平 成 Ⅱ 午 5 打 1 3 Π
「 外 傷 救 急 に お け る プ ラ イ マ リ ー ケ ア と 管 理 」
仙 南 外 科 談 話 会 , 宮 城 第 ・ ー ホ テ ル , 乎 成 Ⅱ 年 5 月 1 4 日
「 救 急 医 療 と j 悩 死 移 袖 」
H 医 牛 涯 教 育 擶 座 ・ 救 急 透 療 恢 師 可 T 修 会 ( 大 崎 地 区 ) , 古 川 市 , 平 成 Ⅱ 年 7 月
2 2 日
「 救 急 医 療 に つ い て 」
日 医 生 涯 教 育 講 座 ・ 救 急 医 療 医 師 研 修 会 ( イ 加 打 地 区 ) , 柴 田 町 , 乎 成 Ⅱ 年 1 0 月
1 6 日
「 急 性 樺 ( 薬 ) 物 巾 毒 の 診 断 と 治 療 」
日 医 佳 涯 教 育 講 座 ・ 救 急 医 療 医 師 研 修 会 ( 仙 北 第 一 ' 地 区 ) , 迫 町 , 平 成 Ⅱ 年 Ⅱ
打 2 5 日
2
3
4
5
6
7
8
H 「仙台市救急氏療の現況と課題」
仙台オープン病院登録医会,仙台,平成Ⅱ年Ⅱ月26日
「救急医療」
日医生涯教育誠座・救急医療医帥研修会仟川塩地区),仙台市,平成12年1月
19日
n'血囲熱偽について」
仙台市立病院院内講習会,市立病院,平成12年3河 7H
P宮城県における救急医療体制の現況,その問題点と展望」
宮城県歯科氏師会救急システム誥演会,仙台,平成12年3打25H
「救急医療のシステム化に何が必要か」
Π医生涯教育誰座(イ1叫ヒ第・地区),石巻市,・平成12午7打24日
「新心肺蕪生法について」
名取市救急業務運営枩員会特別講演会,名取市,平成B年5打18H
「心Ⅷ候永小法ガイドライン2000」
宮城県医師会医師研修誥習会(仙塩地区),仙台,平成]3年9打19日
Π用業医のための心肺蕪生ーガイドライン2(川0を踏まえてー」
仙台市救急、蕪生研修会,仙台,平成14午7打29Π
「地裟,自信,自身」
ユビキタス時代のインセンティブ防災学に基づく災筈医療一
平成16午度水戸市医師会救急災害医号科寺別論演会,水戸市,平成16年9月9日
「アナフィラキシーショヅクの治療」
H氏4dlf教育講座・救急医療医師研修会(大崎地区),古川市,平成17年10月
14日
「東北大学病院局度救命救急センターの役割,宮城県における救急搬送 U厶域)
について」
宮城県医師会救急医療講演会,宮城県医師会館,平成18年3月18日
「最新の熱偽治療」
太白外科部会研究会,仙台,平成18年4"Ⅱ日
「救命救急初期刻応,東北大学病院局度救命救急センターのご鮒介を兼ねて』
仙台市急恕、センター耳ι;肝斗医会勉強会,仙介,平成18午Ⅱ月240
「救急医療の進化へ」
第5回石巻赤1・字病院登録珠会(石巻赤十字病院救命救急センター開設祝賀
会),石巻市,乎成21年7 打 1日
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組 一  3 ) 講 演 ( 講 習 会 , な ど )
1 . 誥 演 「 気 道 熱 偽 と  M O F 」
H 本 熱 偽 協 会 劍 立 1 0 朋 年 記 念 梨 " 牙 誥 習 会 , 東 京 , 昭 羽 1 6 0 午 2 月
2 . 感 染 文 j 策 ( 篠 沢 洋 太 郎 , 古 田 哲 冠 り
第  1 回 日 本 熱 偽 学 会 講 習 会 , 箱 根 , 平 成 4 年 5 打  6  Π
3 . 熟 傷 初 捌 の 補 助 的 療 法 の 実 際
第 2 回 U 木 熱 傷 学 会 講 習 会 , 倉 敷 , 平 成 5 年 5 打 2 6 日
4 .  D I C ・ M O F の 最 新 研 究 と こ れ か ら の 治 療 邦 Ⅲ H 発
D I C ・ M O F  何 「 究 セ ミ ナ ー , 東 京 , 平 成 7 年 7 月 2 5 日
5 . 「 災 害 咲 療 に つ い て 」
平 成 1 0 午 度 救 護 劃 要 員 W n 多 会 , 国 立 仙 台 打 引 浣 , 平 成 Ⅱ 年 1 月 1 9 日
6 . 「 救 急 塒 の 対 1 ' に つ い て 」
猪 又 柄 院 研 修 会 , 猪 又 病 院 , 平 成 Ⅱ 4 F 6  打 1 2 日
フ . 熱 傷 初 刈 治 療 の 輸 液
東 北 熱 偽 誠 習 会 , 艮 陵 会 館 , 平 成 Ⅱ 仟 1 0 打 1 7 Π
8 . 救 急 医 療 に お け る 小 ' ー そ の 診 断 と 治 療 一 ・
第 2 5 回 臨 床 ・ 検 査 懇 話 会 , 分 子 診 断 学 教 * 氏 局 , 平 成 Ⅱ 仟 1 0 打 2 0 H
9 . 「 救 急 部 の 現 状 と 将 来 」
平 成 1 2 年 度 医 H  ( 研 修 医 ) 等 の 院 内 側 修 会 , 肌 床 小 ; 品 堂 , 平 成 1 2 年 5 月 1 8 Π
1 0 . 「 心 肺 蕪 生 法 ガ イ ド ラ イ ン 2 0 0 0 」
第 4 3 回 医 . 療 技 術 者 の た め の 心 臓 病 セ ミ ナ ー 私 邪 業 救 急 の Q & A , 仙 台 , 平 成 1 3 年
Ⅱ 打  3 円
Ⅱ . 「 メ デ ィ カ ル コ ン ト ロ ー ル 実 施 に 向 け て の 現 状 と 課 題 」
救 急 、 救 命 士 指 導 者 研 修 会 , 仙 台 , 平 成 1 4 年 1 2 河 2 0 H
1 2 . 4 " 川 誥 演 「 宮 城 県 の 救 急 医 療 の 現 状 と 近 未 来 」
第 1 4 回 萌 梨 会 総 会 , 仙 台 , 平 成 1 5 4 F 6 j ] 2 8 Π
1 3 . 救 急 氏 療 の 朋 題 点 と 今 後 の 展 望 一 特 に 宮 城 県 の 現 況 と み や ぎ 県 南 巾 核 病 院 の
役 割 に つ い て ・
み や ぎ 噺 師 卸 卞 核 病 院 検 討 会 発 足 記 念 講 演 会 , 平 成 1 6 年 2 河  9 Π
U . ( 防 災 に っ い て の 取 り 細 み ) 宮 城 県 1 判 也 震 刈 策 研 究 協 議 会 災 辨 医 . 療 部 会 に つ い
て
救 急 、 業 務 に 1 刈 す る 打 合 せ 会 , ' 宮 城 県 医 卸 会 館 , 平 成 1 7 年 リ j 2 6 H
15 「災筈医療と病院~医療機能の剣針寺と人的被害の幌減~」
占川市立病院n也)歪災害に強い病院づくり」誕演会,古川市,平成17年3刀21日
「東北大学病1浣品度救命救急センター開設~移舶途療との関わり~」
平成18午度宮城岬ノ野移机牙1■進協議会Nびに宮城県院内臓器移植コーディネー
ター研修会,フォレスト仙台,平成18年Ⅱ打13日
重症病態における免疫栄養
束北大学病院NST Ⅱ月の何m参会,平成19年Ⅱ月28日
丘巨症熱傷治療の現状」
第2匝レ＼戸救急カンファレンス,八戸市,平成20年9打 2日
16
17
18
麗一4)講演(一般人対象公開講座,など)
荊演会「過ぎたるは及ばず」
仙台_」田会秋季例会,ホテル仙台プラザ,平成10年10阿23日
「救急、氏賜fの蜆状と今後の課題」
株式会社シバタインテヅク社員研修会,勝山館,乎成B年12門 8日
パネルディスカヅション「今,わたしたちにできることーみやぎの救急医療
について老える」
基調誥演「みやぎの救急医療の交態と課題」
みやきの救急医療をぢぇるシンポジウム,仙台,平成14年2打17H
「心Ⅵ而嫌生の科学」
・譲学部オープンキャンパス模擬訥放,艮陵会館,平成14年7j」31Π
・医学部オープンキャンパス椣擬誠義,艮陵会館,平成15年7月31日
Pγ校現場で必要な救命・応急、手当の基礎(知識)」,「学杖市故の対虻U
・仙台市学校保健会,乎成14午H打 8日
・仙台市教育委員会健康教育課,平成15年8打20U
・仙台市学校保健会,平成16年7月27日
・健康教育研修会,仙台市教育委員会健康教育課,平成17年8打 IU
「宮城県における救急医療の現状について」
公明党宮上剣雫本部W印多会,筥城木材文化ホール,平成17年2J・1He
救急措置救急妹生法 a)
第94回Ⅲ期健康述動擶遵士養成講習会,平成17年3jj18日
「免疫と栄匙~アルギニンを小心として~」
味の業kk栄養士セミナー,メトロポリタン仙台,平成18年2 打25H
2
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「 た す け る の は あ な た 一 災 言 Ⅲ 寺 に お け る 口 助 ・ 共 助 一 」
第 4 0 0 回 市 民 医 学 講 座 記 念 誥 演 会 , ブ エ ル , 平 成 l g 中 7 打 2 9 臼
災 辨 迭 療 に お け る ネ ヅ ト ワ ー ク と コ ー デ ィ ネ ー シ " ン に つ い て
大 規 模 地 旋 対 策 特 別 委 員 会 ( 参 芳 人 意 見 耽 Ⅷ 又 ) 県 議 会 庁 舎 , 平 成 1 8 年 9 1 1 4 日
救 命 救 急 の 体 御 N こ つ い て
柄 院 公 例 見 学 会 , 平 成 1 8 イ F 1 1 1 1 2 4 日
生 体 反 応 : 過 ぎ た る は 及 ぱ ざ る が ご と し
仙 台 第 二 商 等 学 校 「 1 日 人 学 」 , 平 成 1 8 年 1 2 1 1 7 日
「 知 っ て お き た い 救 急 , 災 筈 氏 療 」 ~ 地 域 で 子 ど も の 命 を も 守 ろ う ~
平 成 1 8 年 度 東 北 大 学 1 島 度 救 命 救 急 セ ン タ ー 市 民 公 開 誥 座 , ブ エ ル , 平 成 1 9 年 3
打  9  Π
知 っ て お き た い 救 急 の こ と 「 救 急 医 療 の し く み っ て こ ん な ふ う に な っ て い る の 」
乎 成 1 9 年 度 東 北 大 学 局 度 救 命 救 急 、 セ ン タ ー 市 民 公 1 升 L M 座 , 仙 台 市 1 伐 災 復 興 記 念
館 , 平 成 2 0 イ r  2  刀  2 3 日
地 域 防 災 力 向 上 支 援 シ ン ポ ジ ウ ム 「 裟 災 発 牛 ' 時 の 救 急 、 医 療 の 現 場 ~ 訓 練 を 踏 ま
え て 」
2 0 0 8 年 3  打 2 7 日 , 仙 台 国 際 セ ン タ ー
「 救 急 と は ? 救 急 医 療 の 鮫 前 線 」
平 成 2 0 年 度 新 人 小 オ リ エ ン テ ー シ , ン 4 寺 別 i l i 演 平 成 2 0 年 4 月 4 日
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刈 一  1 ) 一 日 ) 口 頭 発 表 ( 自 演 ) シ ン ポ ジ ウ ム ・ パ ネ ル テ ィ ス カ ツ シ ヨ ン な と
1 . 篠 沢 洋 太 郎 , 相 川 直 樹 , 安 1 卸 陽 敏 , 米 川 甫 , 1 1 ' 引 久 弥 , 阿 部 令 彦
パ ネ ル デ ィ ス カ ヅ シ ョ ン 「 代 謝 性 昏 睡 」
外 科 領 域 に お け る  H y p e r g l y c e m i c  H y p e r o s m o l a r  N o n  K e t o t i c  c o m a
( H H N K C )
第 5 回 日 本 救 急 医 学 会 , 博 多 , 昭 和 5 2 年 Ⅱ 打
2 . 篠 沢 汗 ' 太 部 , 相 川 頂 樹 , 安 ル 奏 1 暢 敏 , 米 川 甫 , 渡 辺 良 友 , 島 津 尤 秀 , 冷 引 久 弥 ,
阿 部 令 彦
シ ン ポ シ ウ ム 「 シ , ツ ク 治 療 の 新 し い 上 夫 」
細 菌 性 シ ョ ッ ク に 於 け る 循 環 動 態 の 把 握 の 愆 義
第 6  同 U 本 救 急 、 医 学 会 , 東 京 , 昭 和 脇 年 9 j 」 2 7 - 2 9 日
3 . 篠 沢 洋 太 郎 , 掛 川 暉 夫 , 安 藤 暢 敏 , 米 川 市 , 渡 辺 良 友 , 牛 島 康 英 , 藤 田 博 正 ,
犬 野 洋 , 青 木 克 憲
ラ ウ ン ド テ ー ブ ル デ ィ ス カ シ ョ ン 汗 棚 髪 肺 介 併 症 の 対 策 」
食 道 癌 袮 H 劉 怖 合 併 症 の 検 討
第 3 1 回 H 水 胸 部 外 科 学 会 , 長 崎 , 昭 荊 巧 3 年 1 0 月
4 篠沢洋太郎,相川直樹,安藤暢敏,島津元秀,渡辺良友,人島厚,鈴木愽,石
引久弥,阿部令彦
シンポジウム「septicshodζ,特に hypa'dynamicstate の治療」
Septic shock,特に hyperdynamic state の治療
第 7101日本救急医学会総会,東京,昭手n54年11ナj22-24日
5 篠沢洋太郎,山木修三,茂木止寿,古井宏,堀之内宏久,加U妖・良,池上敬・,
須際政彦
シンポジウム m夏部感染症と MOFJ
腰部感染症における MOF ヌ寸策MUⅡゆle prophy]adic Management
第3回腹部救急、診療研究会,東京,昭和59年9月29日
6 篠沢洋太郎,山木修_',茂木正青,古井宏,堀之内宏久,加藤・一良,岩井敦志,
須藤政彦,相川直樹,石引久弥
パネルディスカヅション「救急悲、者の免疫機能」
救急、恕、者の免疫機能外傷熟傷,恕、者の初瑚PHA,PPD皮膚灰応と変動
第12回Π本救急医学会総会,広島,昭和59年Ⅱ牙22-24Π
7 篠沢汗太郎,山本修三,茂木正寿,占井広J慰と内宏久,加Ⅲ撫一良,池上敬一,
須喋政彦
シンポジウム「外科系各科における救急疾患治療のポイント」
出血性ショヅクに対する MPM
第10回日本外科系連介学会,東京,昭不n60年6 刀 7 ・ 8日
8
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篠沢洋太郎,茂人正方,古井宏,森光生,田ヰヰ谷,木村1昭大,山本修二
シンポジウム「術後合併症とヌ゛策」腹部f術後合併症対策
商齢岩手術におけるMPM
第Ⅱ回H本外科糸連介学会,東京,昭和61年6打
9 篠沢洋太郎,111本修_三,茂木正寿,吉井宏,森光生,田,・1,裕,木村1唱大,須藤
政彦,相川画樹,イイ引久弥,阿部令彦
(グループディスカッシ,ン)
熱傷患、者におけるレニンアンギオテンシン系一将機能,肺機能との関連
第12回日本熱傷学会総会,東京,昭和61年5好
]0 篠沢洋太郎,安藤鵬敏,大上正裕,北野光秀,小沢壮治,加1瀬建・,大森泰,
阿部令彦
パネルディスカヅション「食道抵新村後における呼吸不全の原因とその対策」
食道癌術後の呼吸不全の病態と管皿
第28回日本消イヒ器外科学会,行森市,昭和田年7 打15・16Π
Ⅱ 篠沢洋太郎,安藤暢敏,大k正裕,北野光秀,小沢壮治,加解亟建・,大森泰,
中島顕一・郎,藤Ⅱ1直也,阿部令彦
パネルディスカッション「胸部食道拙手術の術後管理の閻題点と対策」
胸部食道癌術後呼吸管理の問題点と対策
群犯9山1Π本胸剖ψ卜科学会,束京,昭利614rl0打15-17日
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篠 沢 洋 人 郎 , 相 川 直 樹 , 安 藤 暢 敏 , 若 林 剛 , 石 引 久 弥 , 阿 部 令 彦 , 茂 木 l f 寿 ,
吉 井 宏 , 北 野 光 秀 , " _ 1 本 修 二 三 , 前 小 由 巳 , 須 際 政 彦
シ ン ポ ジ ウ ム 「 気 道 熱 傷 の 病 態 と そ の 対 策 」
父 道 熱 傷 の 病 態 一 臨 床 的 , 実 験 的 検 討
第 1 4 回 日 木 熱 仏 ジ 1 会 総 会 , 下 葉 , 昭 和 6 3 年 6 月
篠 沢 洋 太 郎 , 柏 川 直 樹 , 安 喋 暢 敏 , 堀 進 悟 , 阿 部 令 彦
シ ン ポ ジ ウ ム 「 救 急 J ど 名 の 重 症 度 計 価 」
多 変 姑 解 析 法 に よ る シ ョ ヅ ク 患 者 の 重 症 度 評 価
錦 1 6 回 日 水 救 急 医 学 会 , 人 阪 , 昭 和 6 3 年 H 月 2 4 - 2 6 日
篠 沢 洋 太 郎 , 打 リ 1 1 直 樹 , 安 藤 暢 敏 , 北 野 光 秀 , 吉 井 宏 , 茂 木 正 野 , 山 人 修 三 ,
イ イ 引 久 弥 , 阿 部 令 彦
パ ネ ル デ ィ ス カ ヅ シ , ン 「 急 性 期 熱 仏 リ 台 療 に お け る 薬 物 療 法 」
急 性 朔 熱 傷 治 療 に お け る 薬 物 療 法
群 n 5 1 0 1 日 本 熱 傷 学 会 総 会 , 弘 前 , 、 F 成 元 年 5  打
篠 沢 洋 太 郎 , 相 川 旧 樹 , 安 膝 暢 敏 , 菊 永 裕 行 , 山 本 修 _ ' , 阿 部 令 彦
パ ネ ル デ ィ ス カ ヅ シ , ン 「 消 化 器 外 科 に お け る M O F の 病 態 の 新 し い 知 見 と 対 策 」
臓 器 肺 1 1 発 症 に お け る 活 性 酸 業 の 関 与 と  M P M  ( m u l t ゆ l e  p r o p h y l a c t i c
m a n a g e m e n t )
第 3 4 回 日 人 消 化 器 夕 仟 斗 学 会 , 久 留 米 , 平 成 元 午 7 打 1 3 ・ 1 4 Π
篠 リ N 羊 太 郎 , 安 藤 暢 敏 , 小 山 恭 正 , 菊 永 裕 行 , 大 作 昌 義 , 横 田 昌 明 , 長 島 敦 ,
北 川 雄 光 , 愛 甲 聡 , 森 俊 雄 , 阿 部 令 彦
シ ン ポ ジ ウ ム 「 手 術 侵 襲 と 牛 体 反 応 」
f 術 侵 襲 と 生 体 反 応 牛 体 防 御 と 膽 揣 師 害 の _ 二 面 性
第 9 0 1 回 Π 木 外 科 学 会 , オ 剖 児 , 平 成  2 年 5 j 1 1 6 - 1 8 日
篠 沢 洋 太 郎 , 遠 藤 昌 夫 , 安 藤 暢 敏 , 小 山 恭 正 , 上 田 政 和 , 横 U _ 1 穣 太 郎 , 阿 部 令 彦
シ ン ポ ジ ウ ム 「 各 種 病 態 下 の 基 質 利 用 」
術 後 耐 糖 能 異 常 ' 時 に お け る 基 質 利 削
第 2 7 回 日 本 外 科 イ 断 謝 栄 養 学 会 , 京 都 , 平 成 2 年 7 打 1 2 - N e
篠 沢 洋 太 部 , 安 緜 暢 敏 , 落 合 亮 ・ ・ ・ , 小 " 1 恭 正 , 菊 永 裕 行 , 大 作 昌 義 , 横 田 昌 明 ,
長 島 敦 , 北 川 齢 光 , 愛 甲 聡 , 森 俊 雄 , 阿 部 令 彦
シ ン ポ ジ ウ ム 「 食 道 癌 が ん 術 後 に レ ス ピ レ ー タ ー は 必 要 か ? 」
胸 部 食 道 癌 根 治 術 後 早 期 に お け る 機 械 呼 吸 補 助 の 有 用 性
第 4 3 1 川 Π 本 胸 部 外 科 学 会 , 4 t 京 , 平 成 2 イ F I 0 月 1 8 - 2 0 日
S h i n o z a w a  Y
R o u n d  T a b l e  D i s c u s s i o n  " c a Ⅱ e n g e  o f  M e 壮 〕 i c i 1 1 i n  R e s i s t a n t  s t a p h y l o c o c c u s
, ,
a u r e u s
M R S A  i n  S 磁 ・ g i c a l  p a t i e n t s ;  1 n c i d e n c e ,  p r e v e n t i o n  a n d  T T e a t m e n t
T h e  6 t h  l n t e r n a t i o n a l  s o c i e t y  f o r  B u r n  l n j u r i e s  c o n f e r e n c e - 1 9 9 2 ,  l v a i l e a ,
F e b . 3 - フ , 1 9 9 2
1 3
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20 篠沢洋太郎,佐々木淳一,田代博一,堀進悟,相川直樹,北川雄光,森俊雄,
愛甲聡,中川基人,佐藤道夫,安藤暢敏,古井宏,茂木正ヲ子,山本修三,北島
政樹
ワークショップ「腹部救急時の輸液管理」
高齢者腹膜炎患者の輸液および薬物療法
第18回Π本腹部救急氏学会総会,松山,平成4年3 打 6 ・ 7日
21 篠沢洋太郎,堀進悟,相川直樹,安藤暢敏,小澤壮治,門・リ11基人,佐膝道夫,
今津嘉宏,池田佳史,田村明彦,北島政樹
シンポジウム「シ.ツクと臓器不全」
ショック時の障害1鳳器と予後:予後判別関数値との比較
錦331回Π本救急医学会関束地力会,東京,乎成4年6月27日
22 篠沢洋太郎,相川直樹,安藤暢敏,小澤壮治,石引久弥,北島政樹
(シンポジウム)外科領域感染症の問題点とその対応
第U戸旧木感染症学会東Π本地方会・第39匝Hヒ学療法学会東日本支部総会,東
京,平成 4年11j]27 ・ 28日
23 篠沢洋太郎,安藤暢敏,小澤壮治,佐妹通夫,小川基人,今津嘉宏,池田佳史,
田村明彦,篠嶋"告治,辻塚・一幸,堀進悟,◇枝博と,佐々木淳一,相川岫1封,
北島政樹
ワークシ,ヅプ「腹部救急疾恋、とフリーラジカル」
腹部救急浜患の予後とハイドロオキシラジカル
第20回U本腰部救急医学会,名古屋,平成5年・3jjⅡ・12日
63
24 篠沢洋太郎,安喋暢敏,小澤壮治,佐藤道大,巾川基人,池田佳史,醐村明彦,
今津嘉宏,篠崎浩治,辻塚・ー+ヲ,相川偵樹,北島政樹
シンポジウム「手術侵襲時の生体反応に関する披近の知見」
高齢者におけるf術侵襲時生体反応一食道切除再建術術後呼吸器感染症との
関係一
第30山1日本外科イt'i謝暁で,足¥会,久吊米,平成 5年7 " 13-15日
25 Shinozawa Y, Aikawa N
Panel" postburn lmmunosuppression, cause and e丘ects"
Changes in host defense function in burned patients
35th world congress of lnternational society of surga'y, Hong Kong,
Aug.22-27,1993
26 篠沢洋太郎,熊井浩浪",寺本淀生,茂木1上叉,,安ル喫1暢敏,古井松,奥沢星一.
郎,北野光秀,小洋lb冶一長島敦,幽熊清継,今枝博之,佐々木淳一,相川武i
樹,北島政樹
ワークショヅプ「玉症疾怨、を介併した急性腹症の術前・袮行妾管研り
結合組織病患名における夕仟斗的急附判晦症と術後管理
第21回日本腰部救急医学会総会,東京,乎成5年9打 2 ・3日
6 4
2 7
篠 沢 洋 太 郎 , 堀 進 悟 , 藤 島 清 太 郎 , 五 ・ 1 1 女 一 男 , 小 泉 淳 , 安 心 院 康 彦 , 今 + 劃 導
之 , 関 敦 仁 , 田 熊 清 継 , 佐 々 木 淳 一 , 平 田 俊 弥 , 相 川 直 樹
シ ン ポ ジ ウ ム 「 生 体 侵 襲 と 免 疫 反 応 」
熱 傷 早 期 に お け る 免 疫 応 答 ; 侵 襲 度 , 非 特 異 的 生 体 反 応 と の 関 係
第 2 1 回 日 本 救 急 医 学 会 , 広 島 , 平 成 5 年 H 月
2 8
篠 沢 洋 太 郎 , 佐 々 木 淳 一 , 田 熊 清 継 , 藤 島 清 太 郎 , 堀 進 悟 , 北 野 光 秀 , 奥 沢 星
二 郎 , 吉 井 宏 , 茂 木 正 寿 , 1 1 1 本 修 三 , 相 川 直 樹
シ ソ ポ ジ ウ ム 「 急 性 期 の 輸 液 管 N 」
モ ニ タ ー に 基 づ い て の り 励 川 愉 液 管 理 ; 重 症 度 ,  m e d i a t o r  m o d u l a 6 0 n  と の 関 連
第 2 0 回 日 木 熱 仏 夕 学 会 , 横 浜 , 乎 成 6 年 5  冴 2 6 ・ 2 7 日
2 9
篠 沢 洋 太 郎 , 古 井 宏 , 奥 沢 星 二 郎 , 北 野 光 秀 , 佐 々 木 普 ^ ・ , 田 熊 清 継 , 木 村 裕
之 , 局 橋 伸 , 茂 木 正 メ 子 , 相 川 辿 オ 耐 , 北 鳶 河 鮴 耐
ワ ー ク シ , ヅ プ 「 腹 部 感 群 W 走 と 免 疫 反 応 」
急 性 胖 炎 症 例 に お け る プ ロ ス タ グ ラ ソ デ ィ ン E 2 の 変 動 と 病 態
第 2 3 回 H 本 腰 部 救 急 医 学 会 総 会 , 秩 父 , 平 成 6 年 9 打  8 . 9  Π
3 0
篠 沢 洋 太 郎 , 堀 進 悟 ・ , 藤 島 清 太 郎 , 小 泉 淳 , 野 川 茂 , 田 熊 消 継 , 左 合 正 周 , 木
村 裕 之 , 鈴 木 昌 , 安 藤 暢 敏 , 小 迎 訓 1 : 治 , 茂 木 正 力 , 吉 井 宏 , 佐 々 木 淳 一 , 山 本
修 三 , 相 川 画 樹 , 北 島 政 樹
パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ソ 「 s e p t i c  s h o c k  の 治 療 」
血 管 拡 張 性 メ デ ィ エ イ タ ー 対 策 の 功 罪
第 2 2 回 日 本 救 急 医 学 会 , 束 京 , 平 成 6 年 Ⅱ 打  3  - 5 日
3 1
篠 υ N 羊 太 郎 , 佐 々 木 淳 ・ , 田 熊 沽 継 , 士 j 占 止 利 , 長 島 敦 , 奥 沢 星 、 1 那 , 北 野 光
秀 , 吉 井 宏 , 茂 木 正 力 , 相 川 値 樹
ワ ー ク シ ョ ヅ プ 「 血 液 代 替 物 の 臨 床 的 二 ー ズ 質 と 姑 ・ 』
重 度 外 仏 " 牛 シ ョ ヅ ク に お け る l m 液 代 替 物 の 二 ー ズ
第 2  回 血 液 代 替 物 学 会 年 次 大 会 , 東 京 , 平 成 7 年 6 月 1 9 ・ 2 0 Π
訟
篠 沢 洋 太 郎 , 佐 々 木 淳 一 , 田 熊 浩 継 , 茂 木 ' 寿 , 相 川 心 樹
ラ ウ ン ド テ ー ブ ル デ ィ ス カ ヅ シ , ン 「 重 症 救 急 J 占 者 療 法 の 新 し い 試 み 」
重 症 熱 傷 患 者 治 療 の 新 し い 試 み
m e d i a t o r  m o d u l a t i o n  お よ び ブ ル ギ ニ ン 投 与 の 臨 床 的 , 実 験 的 検 討
第 2 0 回 U 木 外 科 系 連 合 学 会 学 術 集 会 , 東 京 , 平 成 7 年 6 打 2 2 - 2 4 日
器
篠 沢 洋 太 郎 , 佐 々 木 淳 ' , 滕 島 沽 太 郎 , 相 川 直 樹
サ テ ラ イ ト シ ン ポ ジ ウ ム
r B e n e f i d a l  R o l e  o f  p T o t e a s e  l n h i b i t o T s  i n  s h o c k  T h a ' a p y j
R o l e  o {  n a f a m o s t a t  m e s i l a t e  i n  s h o c k  t h e r a p y
錦 1 0 師 1 Π 本 シ ョ ヅ ク 学 会 総 会 ・  3 r d  l n t e r n a t i o n a l  s h o c k  c o n g r e s s , 浜 松 , 平
成  7 1 f ミ 1 0 j ]  2 1 - 2 3 日
34 篠沢洋太郎,藤島清太郎,佐々木淳・ー,水村裕之,堀進悟,小澤壮治,安際1暢
敏,相川直樹,北島政樹
シンポジウム「敗血症に対する免疫療法の現状と将来件」
敗血症,非感染性SIRS におけるサイトカイン対策
第231可日本集'・1、治療除学会総会,横浜,平成8年1 河18-20H
35 Shinozawa Y, sasakiJ, Takuma K, Kimura H, Fujishima s, Aikawa N
Symposium "Advances in burn management: An international pa'spective"
Progress in the understandings of ule patl〕ophysi010gy of severe burns;
Chanical mediatm's in the pathopl〕ysi010gy of burns
30th world congress of the lnternational c011ege of surgeons, Kyoto,
NOV.25-29,1996
36 篠沢洋太郎,藤島油人郎,佐々木淳一,田熊清継,堀進悟,斜1川心樹
パネルディスカッシ,ソ「気道突剣笥の基礎と臨床」
気道熱傷肺の換気力学的検討
第23回H本熱傷学会総会,東京,平成9年5円22・23日
37 篠沢洋太郎,木村裕之,佐々木淳一,藤島消人郎,渡邊茂,副島京・f,堀に止共,
1_U崎元姑,小洋壮治,堀進悟,安'劃棚政,樹川直樹
シンポジウム「侵襲とケミカルメディエーター」
重症患者における一酸化窒索(NO)動態;侵襲時期別検肘
第25回日本救急医学会総会,東京,平成9年11打26-28目
38
備
SI〕inozawa Y, sasaki J, Fujishima s, Yamazald M, sekine K, Mimura T, Ai・
kawa N
Panel Discussion "1nhalation injury"
Cytoldne releases il〕 inhalation injuries
The loth congress of the lnternational society for Burn lnjuries, Ja'usalem,
November l-5,1998
39 篠澤洋太郎,木村裕之,佐々木淳',堀進悟,藤島清太郎,横山雅子,堀Π崇,
局打誠司,鈴木昌,山崎元姑,相川直樹
シンポジウム「MOF治療の新たなる展開」
FUT-175 のエンドトキセミア時における一酸化窒索(NO)産生への影智
第261川日水救急医学会総会,局松,〒成10年Ⅱ門12-14日
40 篠澤洋人郎,安藤暢敏
ワークショップ「掘と感染症, compromised host に刈する而削剖題」
「癌と感染症, compromisedhost に対する諸1剖題」生体防初愉をの検討
第37回日本掘治療学会総会,岐阜,平成Ⅱ年10打12-Ne
41 篠洋洋太郎,伊滕規雄,太出良籬,佐ル剣政光,杜ⅢⅢ針射
パネルディスカヅシ,ン「全身性炎症反応をどこまで制御すべきか」
Mediator modu]ation を心がけた治療成織からの吉察
第27回H本救急氏学会総会,東京,平成H年Ⅱ月
6 6
4 2
S h i n o z a w a  Y
P a n e l  s e s s i o n  "  B u r n  R e s e a r c h "
S e p s i s  i n  e x t e n s i v e  b u r n  p a t i e n t :  U P - d a t e  c h a r a c t e r i s t i c s  a n d  m a n a g e m e n t
T h e  3 r d  A s i a n - p a c i f i c  B u r n s  c o n f e r e n c e ,  T a i p e i ,  A p r i l , 2 - 5 , 2 0 0 0
篠 澤 洋 太 郎
シ ン ポ ジ ウ ム 「 多 発 外 傷 悲 、 名 の 現 状 と 展 望 」 基 開 講 演
宮 城 県 救 急 医 療 研 究 会 第 2 回 学 術 集 会 , 古 川 , 平 成 1 2 年 1 0 月 7 日
篠 澤 洋 太 郎
特 別 企 画 印 夏 部 救 急 疾 態 、 の 画 像 診 晰 貴 力 な ら ど う す る ; 診 断 か ら 治 療 ま で 」
特 別 発 而
第 3 6 回 日 木 腹 部 救 急 医 学 会 , 北 九 州 市 , 平 成 B 年 3  打 1 5 ・ 1 6 日
篠 澤 洋 太 郎 , 佐 藤 敏 光 , 塚 木 茂 樹 , 佐 藤 牙 仁 栄 , 安 藤 暢 敏 , 小 洋 荘 治
サ ー ジ カ ル フ ォ ー ラ ム 砕 卸 」 、 循 環 と ガ ス 状 メ デ ィ エ イ タ ー 」
外 科 系 集 中 治 療 愆 名 に お け る ガ ス 状 モ ノ オ キ シ ド メ デ ィ エ イ タ ー と 病 態
第 1 0 1 回 日 本 外 科 学 会 総 会 , 仙 台 , 平 成 1 3 年 4  " 1 1 - 1 3 "
S h i n o z a w a  Y
S y m p o s i u m  " c h a n g e s  i n  m o n o x i d e  m e d i a t o r s  i n  c r l t i c a Ⅱ y  辺  S u r g i c a l  p s t i e n t s "
C e s k o - J a p p o n s k e  s y m o p z i u m ,  p r a h a ,  M a y . 2 0 0 1
S h i n o z a w a  Y
S y m p o s i u m  " M o d e r n  T h e t a p e u t i c  s t r a t e g y  f o r  e x t e n s i v e l y  b u r n e d  p a t i e n t s "
C e s k o - J a p p o n s I く e  s y m o p z i u m ,  P 丁 a ] 〕 a ,  M a y . 2 0 0 1
篠 澤 洋 太 郎 , 山 崎 元 靖 , 塚 本 茂 樹 , 小 池 蓮 , 小 澤 荘 治 , 安 心 暢 敏
シ ン ポ ジ ウ ム 「 S I R S ・ s e p s i S  の 病 態 に お け る 血 液 頗 固 . 線 溶 系 と サ イ ト カ イ ン
の 役 割 」
S I R S . s e p s i S 患 、 者 に お け る 血 染 サ イ ト カ イ ン 濃 度 と 血 液 擬 固 . 線 溶 系 と の 開 係
群 兇 9 1 可 Π 本 救 急 医 学 会 総 会 , 東 京 , 平 j 戎 1 3 仟 ' H 月 7  - 9 日
篠 浮 洋 太 郎 ,  1 」 _ 1 崎 元 靖 , 佐 々 木 淳 一 , 小 池 燕 ,  H リ H 1 画 樹
主 題 演 懸 「 一 酸 化 窒 業 」 熱 傷 〒 期 に お け る ・ 一 酸 化 窒 業 ( N O ) 動 態 と 熱 偽 創 i n ・
t e g T i t y  保 "
一 酸 化 窒 素 合 成 酵 系 ( N O S ) 1 Ⅷ 筈 剤 の 影 糾
第 3 1 回 口 木 倉 1 Ⅱ 牙 治 癒 学 会 , 東 京 , 斗 Z 成 1 3 4 f ・ 1 2 門  6  ・  7  H
篠 澤 洋 太 郎
パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 「 ス テ ロ イ ド 長 期 投 与 例 の 腹 部 救 急 疾 態 、 の 治 療 戦 略 」
特 別 発 言
第 3 9 回 日 本 箙 部 救 急 医 学 会 , 弘 前 市 , 平 成 1 5 年 4 月
4 3
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51 篠澤洋太郎
パネルディスカッション「メディカルコントロール」
宮城県メディカルコントロール体制
第17回畔Uヒ救急医学会,秋田市,平成15年6 村21Π
篠澤洋太郎
パネルディスカヅシ,ン「SS1刈策のグローノ勺レスタンダードとは?」
特別発言
東京SSI(乎材鵬劉立感穿■対策フォーラム,東京,平成16午7月]7Π
篠澤洋太郎,小池燕,佐藤健,源栄正人
シンポジウム「予恕される宮城県沖地震に対する準休U
ユビキタス時代のインセンティブ防災学に基づく災害医療
一迫り来る宮城県沖地震に備えた地域防災情帳の共有化と防災力高度化戦略一
宮城県救急医療研究会第6回学術集会,仙台,平成16年9月
篠澤祥太郎
シンポジウム「1mmunonutriuon (免疫栄荏)の素材と臨床効果」
侵襲時におけるアルギニン投芋の効用と留意点
第26回日本臨床栄養学会,第251可Π本臨床栄養恊会,第Ⅱ回大速介大会,人阪,
平成16年10ljl -3日
篠澤洋太郎
ワークショップ「災害に対する備えの現状と課鼬」
災害に対する人学病院の関わり
第H回H本集団災霄医学会総会凖備会,医学部5号館,平成17年5月21日
Shinozawa Y
IASMEN/1ATSIC Main session " Baderia1打ans】ocation : does itreaⅡy matter ?"
Bacterialtranslocation in the Japanese : is it different from the od〕e玲?
41St wor]d con即'ess of sutgery of lss/SIC, Durban, August 21-25,2005
篠澤洋太郎
シンポジウム「MC (メディカルコントロール)の現況と問題点」
メディカルコントロール体制における検証とは
宮城岬ふ女急氏療研究会第7回学術集会,仙台,平成17年10月 IH
篠澤汗太郎,他山元伝,村Ⅱ1祐ム,上之原仏盲1,山田康雄,金洋正啼,石田淌
作,丹野康喜,佐藤敏夫
パネルディスカッション「プレホスピタル・ケアの充実とその対応と問題点」
プレホスピタルケアの充実にm"ナての検証
第201旦1東北救急医学会,新潟市,平成18年6 打24日
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篠 澤 洋 太 郎 , 遠 藤 智 之 , 田 熊 消 継 , 佐 々 木 淳 一 ' , Ⅱ _ 1 内 聡 , 野 村 死 介 , 北 條 伸 子 ,
小 林 道 生 , 荒 川 英 輔 , 秀 愉 皮 康 隆
ワ ー ク シ ョ ッ プ 「 熱 傷 治 療 に つ い て 」
当 院 に お け る 熱 傷 治 療 の 現 況
宮 城 県 救 急 医 療 研 究 会 第 8 回 学 術 集 会 , 大 崎 , 平 成 1 8 年 9 月
6 0
S h i n o z a w a  Y
C o n c u r r e n t  s e s s i o n  " D e a l i n g  w i t h  t h e  B u r n  w o u n d "
F r e e  r a d i c a l i n v o l v e m a 1 し  i n  t h e  p a t h o p h y s i 0 1 0 g i e s  i n  b u r n
1 3 r d  c o n g r e s s  o f l n t a ' n a t i o n a l  s o d e t y  f o r  B U Y n  l n j u r i e s ,  F o r t a l e z a ,  s e p t e m b e r
2 4 - 2 9 , 2 0 0 6
6 1
篠 澤 洋 太 郎
( 特 別 報 告 )  7 つ の 提 案 実 現 化 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ 誕 生 の 経 緋 と そ の 活 動 に っ
い て
第 2 回 災 害 に 強 い コ ミ ュ ニ テ ィ の た め の 市 民 フ ォ ー ラ ム , せ ん だ い メ デ ィ ア
テ ー ク , 平 成 1 9 年 2  打 2 5 Π
6 2
篠 洋 洋 太 郎 , 佐 々 木 淳
ク リ ニ カ ル ア ワ ー 「 各 種 疾 悲 、 に お け る 内 分 泌 異 常 と そ の 対 策 」
重 度 俊 襲 患 者 に お け る 相 対 的 副 腎 不 全 と 治 療 戦 略
第 8 3 回 Π 木 内 分 泌 学 会 学 術 総 会 , 東 京 , 、 r 成 1 9 年 6  打 1 4 - 1 6 日
S h i n o z a w a Y ,  H o j o N ,  K o b a y a s h i M ,  K u d o  D ,  N o l n u r a  R ,  E n d o T ,  Y a m a n o u c h i
S ,  s a s a l d  ] ,  T a k u m a  K ,  A k a i s h i  s
E m e r g e n c y  M e d i c a l  s e r v i c e s  f o T  T r a u m a  p a t i e n t s  i n  J a p a n ;  N o w  f o r  t h e  F U '
t u r e
T h e  1 4 t h  c z e c h - J a p a n  S 磁 ' g i c a l  s y m p o s i u m ,  T o k y o ,  J u n e  7 , 2 0 0 8
6 3
3 . 篠 沢 洋 太 郎 , 山 本 修 三 , 宮 川 健 , 茂 木 正 秀 , 須 藤 政 彦
直 腸 恕 性 黒 色 腫 の ・ 一 例
第 2 4 回 神 奈 川 県 臨 床 外 科 医 学 会 集 談 会 , 打 坤 刈 京 , 昭 和 5 0 年 Ⅱ 月 8 U
江 一  1 ) - b ) 口 頭 発 表 ( 自 演 ) 一 般 演 題 . 示 説 な ど
1 , 篠 沢 汗 太 郎 , 皆 川 規 雄 , 他
当 院 に 於 け る 乳 拙 の 妓 近 3 ケ 年 の 統 計 的 考 察
第 1 3 回 栃 木 県 農 村 医 学 会 , 昭 和 四 年 Ⅱ 打
2 . 篠 沢 洋 太 郎 , 皆 川 規 雄 , 他
臂 掘 と 誤 診 せ る W 蜂 寓 織 炎 の 1 例
第 4 2 回 栃 木 県 外 科 集 談 会 , 昭 和 四 年 Ⅱ 月
4 篠沢洋太郎,山本修三,宮川健,茂木正寿,前中由己,須藤政彦,平井秀幸,
松下紀彦,大谷光弘
スワンガンツカテーテルの臨床使用経験
第25回神奈川県臨床外科医学会集談会,川崎,昭和51年2月28日
篠沢洋太郎,山本修三,宮川健,茂木正寿,◇井達郎,須藤政彦
重症外傷におけるスワンガンツカテーテルの臨床使用経験
第4回日本救急医学会,大阪,昭和51年10河
篠沢洋太郎,相川直樹,安藤暢敏,米川甫,石引久弥,阿部令彦
消化管手術術後に起こった高血楯高浸透圧非ケトン性昏睡についての検討
第39回日本臨床外科医学会,昭和52年10月
篠沢洋太郎,掛川暉夫,他
食道癌術後の心肺腎相関
第78回日木外科学会,昭和脇年4月
篠沢洋太郎,掛川暉夫,他
食道癌術後の心肺腎相関
群打5回術後代謝研究会,昭和53年1月
篠沢洋太郎,遠藤昌夫,他
糖尿病外科患者における小心静脈栄養の検討
第17回完全静脈栄養研究会,昭和54年2打
篠沢洋太郎,山本修二三,伐木止寿,吉井宏,広谷隆,平出敦,波辺千冬,二三角
隆彦,須藤政彦,相川直樹
外偽および熱傷〒'朔における臓器不全について
第H回日本救急医学会,大阪,昭羽巧8年Ⅱ打 9 一Ⅱ日
Shinozawa Y, Hales c, Burke JF
The extent and manner surface burn worsens the inhalation
16th Annual Meeting of American Burn Association, san
11-14,1984
篠沢洋太郎,相川直樹,他
気道熱傷肺におけるプロスタグランディン(PG) EI, F2α,12 代謝
第10回日木熱傷学会総会,昭和諦年5打
篠沢洋太郎,山木修三,茂木正秀,吉井宏,三角隆彦,岩井牧志,力山藤・良,
渡辺千冬
大腸穿孑Lにイ半う Septicshock の・治験例について
第2回神奈川県急性循環不全研究会,横浜,昭和59年5月19日
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篠 沢 洋 太 郎 , 山 本 修 三 , 茂 木 正 考 , 吉 井 宏 , 三 角 隆 彦 , 波 辺 千 冬 , 岩 井 敦 志 ,
須 藤 政 彦
消 化 器 外 科 に お け る 手 術 合 併 症 と 対 策 一 M O F に 対 す る M P M に つ い て
第 2 4 回 日 本 消 化 器 外 科 学 会 , 京 都 , 昭 和 5 9 年 7  打 1 9 ・ 2 0 日
篠 沢 洋 太 郎 , Ⅱ 1 本 修 三 , 茂 木 正 寿 , 吉 井 宏 , 堀 之 内 宏 久 , 加 藤 ・ 一 良 , 池 上 敬 ' ,
須 藤 政 彦
消 化 器 外 科 手 術 と 多 臓 器 不 全 ( M O F ) ・ 一 商 齢 者 手 術 を 中 心 に ー
第 2 5 回 日 本 消 化 器 外 科 学 会 , 横 浜 ,  1 ¥ 拝 Π 6 0 年 2 月 2 1 ・ 2 2 H
篠 沢 洋 太 郎 , Ⅱ _ 1 木 修 三 , 茂 木 正 青 , 吉 井 宏 , 堀 之 内 宏 久 , 加 藤 一 良 , 池 、 1 リ 孜 ・ ・ ' ,
前 中 由 己 , 須 藤 政 彦 , 相 川 直 樹 , 石 引 久 弥 , 阿 部 令 彦
気 道 熱 傷 の 臨 床 的 検 討
第 1 1 師 1 日 本 熱 傷 学 会 総 会 , 東 京 , 昭 利 6 0 年 6 月 1 4 Π
篠 沢 洋 太 郎 , 山 本 修 三 , 茂 木 正 寿 , 吉 井 宏 , 堀 之 内 宏 久 , 力 Ⅲ 佳 一 ・ 良 , 池 上 敬 一 ,
須 藤 政 彦
消 化 器 外 科 に お け る エ ン ド ト キ セ ミ ブ の 検 制
第 2 6 回 日 本 消 化 器 外 科 学 会 , 札 幌 , 昭 利 6 0 年 7  打 1 8 ・ 1 9 日
篠 沢 洋 太 郎 , 山 本 修 三 , 茂 木 正 秀 , 吉 井 宏 , 須 藤 政 彦
レ ニ ン , ア ン ギ オ テ ン シ ン 系 と 輸 液 管 理
第 B 回 日 本 救 急 医 半 会 , 盛 岡 , 昭 和 6 0 年 1 0 月 ] 6 一 玲 日
篠 沢 洋 太 郎 , 山 本 修 三 , 他
器 械 吻 介 に よ る 食 道 再 建 の 経 験
第 1 4 回 神 奈 川 県 消 化 揣 外 科 研 究 会 , 昭 和 飢 年 2 打 1 5 日
S h i n o z a w a  Y ,  Y a m a m o t o  s ,  M o t e 部  M ,  Y o s h H  H ,  M a e n a ] く a  Y ,  s u d o  M
C l i n i c a l  a s p e d  a n d  p a t h o p h y s i 0 1 0 g y  o f  m h a l a t i o n  m j u r y
T h e  7 t h  l n t e r n a t i o n a l  s o d e t y  f o r  B u r n  l n j u r i e s ,  M e l b o u r n e ,  F e b . 2 3 - 2 8 ,
1 9 8 6
篠 沢 洋 太 郎 , 山 木 修 三 , 茂 人 正 力 , 吉 井 宏 , 森 光 生 , 田 小 裕 , 木 村 昭 夫 , 須 藤
政 彦
外 傷 患 者 に お け る プ ロ ス タ サ イ ク リ ン , ト ロ ン ポ キ サ ン A 2 と 病 態
第 8 6 1 回 日 本 外 科 学 会 , 東 京 , 昭 和 6 1 年 4 月 2  - 4 日
篠 沢 洋 太 郎 , 茂 木 正 寿
他 臓 器 不 全 ( M u l t i p l e  0 落 a n  F a i l u r e ,  M O F ) に 対 す る  m u l t i p l e  p r o p h y l a d i c
m a n a g e n w n t ( M P M )
第 1 2 回 ア ル カ ロ イ ド 研 究 会 , 昭 和 6 1 年 6 月
1 5
1 6
1 7
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23 篠沢洋人郎,相川心樹,安藤暢敏,石引久弥,阿部令彦,山木修二{,茂木正秀,
吉井宏,北野光秀
シ,ツクにおけるぺータエンドルフィンの関ケ
第87回Π本外科学会総会,東京,昭和62年4 打 1 -3日
篠沢洋太郎,安藤暢敏,他
胸部食道癌のりンパ節沖云移寧と合理的郭油
第41回食道疾怨羽1究会,昭利62年6 打
篠沢洋太郎,安藤暢敏,小沢1上治,加瀬建・・・,大森泰,巾島顕一郎,際田心也,
阿部令彦
食道癌術後低肺機能の検討
第40回Π木胸部外科ツ会,金沢,院仟「】62年10月6 -8 Π
篠沢洋太郎,遠藤昌犬,安藤嶋H放,上田政和,大森泰,加1沫貞建・,小島顕・郎,
際Ⅲ直也,小山恭正,菊永裕行,横山穣太郎,勝俣慶_1,阿部令彦
食道癌根治術後早期における斬組成アミノ触DMA8.5の応用
第25回日本外科代謝栄養学会,東京,昭和63年7月7 -9日
篠沢洋太郎,安ル泰1陽敏,中島顕・一郎,藤田直也,小111恭止,菊永裕行,横H1昌
明,長島敦,大作昌義,阿部令彦
n3,4Stage Ⅳ胸部食道掘の治療
第33回日本消化器外科学会,東京,乎成元午2 打23・24日
Shinozawa Y., Ando N., Aikawa N, Yamamoto s, Abe o
Changes of plasma thromboxane B2 and 6ket0 印'ostaglandin Fl alpha ]evels in
Patients lvith trauma
The 35th Annual con即'ess of the Japanese section,1nternational c0Ⅱege of
Surgeons, seP 22, Tokyo, 1989
Shinozawa Y, AⅡくawa N., Ando N,1Shibild K. Abe o
Prophy]actic use of c]1emical mediator antagonists m severely burned patients
TI〕e 4th Maui Burn conference, wailea, Feb.18-20,1990
篠沢洋太郎,安藤1陽敏,小11防R正,菊永裕わ,大作昌義,桜i田昌明一長島敦,
北川難光,愛甲聡,森俊飢,阿部令彦
胸部食道無に対する3領域郭清の評価
第44回食道疾患列究会,平成2年6月
打氣學洋太郎,安藤暢敏,火作昌義,横田昌明,長幽,牧,北川雄光,愛中聡,森
俊難,佐藤道夫,小川基人
吻除不能,再発食道癌に対するCDDP,5-FU併用療法
第N回慶膽関述病院外科がん化療研究会,東京,平成2年Ⅱ月
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篠 沢 洋 太 郎 , 安 峠 暢 敏 , 横 田 昌 明 , 大 作 昌 義 , 長 島 敦 , 北 川 雄 光 , 愛 甲 聡 , 森
俊 雛 , 佐 藤 道 大 , 中 川 基 人 , 阿 部 令 彦
f 術 侵 襲 と 生 体 反 応
第 1 2 匝 1 癌 免 疫 外 科 研 究 会 , 横 浜 市 , 平 成 3 年 4 月 2 5 ・ 2 6 日
篠 沢 洋 太 郎 , 安 際 1 陽 敏 , 大 作 昌 義 , 横 田 昌 明 , 長 島 敦 , 北 川 雄 光 , 愛 甲 聡 , 森
俊 雄 , 小 川 基 人 , 佐 藤 道 夫 , 阿 部 令 彦
手 術 侵 襲 と 即 時 型 お よ び 遅 延 型 急 性 相 反 応 物 質 の 変 動
第 2 8 回 日 本 外 科 代 謝 米 養 学 会 , 仙 台 , 平 成 3 年 ・ 7 月 1 7 - 1 8 H
S I 〕 i n o z a w a  Y ,  s a s a l d  J ,  H o r i  s ,  A i k a w a  N
O x y g e n  r a d i c a l  p r o d u c t s  d e t e c t e d  i n  t h e  s e r u m  o f  b u r n e d  p a t i e n t s
T h e  6 t h  M a u i  B u m  c o n f e r e n c e ,  w a Ⅱ e a ,  F e b . 3 - フ , 1 9 9 2
篠 沢 洋 太 郎 , 相 川 心 樹 , 茂 木 正 寿 , 山 木 修 三 , 安 藤 暢 敏 , 石 引 久 弥 , 北 島 政 樹
重 症 熱 傷 に お け る 他 臓 器 不 全 ( M O F ) と 予 防 対 策
第 9 2 山 1 日 木 外 科 学 会 , 東 京 , 平 成 4 年 3  打 2 5 - 2 7 日
篠 沢 洋 太 郎 , 佐 々 木 淳 一 , 平 田 俊 弥 , 膝 島 沽 太 郎 , 堀 進 悟 , 相 川 直 樹
熱 傷 患 者 血 清 中 の 活 性 酸 素 産 物 と 病 態
第 1 8 回 日 木 熱 傷 学 会 , 箱 根 , 平 成 4 年 5 月 7  ・  8  U
篠 沢 汗 太 郎 , 安 藤 陽 敏 , 小 洋 壮 治 , 北 川 雄 光 , 愛 甲 聡 , 森 俊 雄 , 佐 藤 道 夫 , 小
川 基 人 , 田 村 明 彦 , 池 幽 佳 史 , 今 津 嘉 宏 , 相 川 心 樹 , 北 島 政 樹
食 道 癌 桜 治 術 後 に お け る 種 々 急 性 相 反 応 物 質 の 変 動 と 意 義
第 2 9 回 U 本 夕 仟 斗 代 謝 栄 養 学 会 , 火 阪 , 平 成 4 ザ ・ 7  打  2  - 4 日
篠 沢 洋 太 郎 , 堀 進 悟 , 藤 島 沽 太 郎 , 宮 田 義 之 , 太 田 晃 一 , 田 代 博 ・ , 小 泉 淳 ,
安 心 院 康 彦 , 佐 々 木 淳 一 , 平 田 俊 弥 , 安 藤 暢 敏 , 小 澤 壮 治 , 森 俊 雄 , 諏 訪 頼 止 ,
相 川 心 樹 , 北 島 政 樹
重 度 佼 襲 Π 寺 に お け る 血 中 フ ォ ス フ ォ リ パ ー ゼ A 2 活 性 一 活 性 酸 索 と の 関 係 一
第 2 0 回 日 木 救 急 医 学 会 , 盛 岡 , 平 成 4 年 1 0 月 2 9 - 3 1 "
篠 沢 洋 太 郎 , 佐 々 木 淳 ・ , 今 枝 博 之 , 藤 島 沽 太 郎 , 堀 進 悟 , 相 川 直 樹
熱 傷 患 者 に お け る 抗 T N F 抗 体 投 与 : 血 清 C y t o l d n e 値 の 変 動 と 病 態 へ の 影 糾
に つ い て
第 1 9 1 回 U 本 熱 傷 学 会 総 会 , 介 敷 , 平 成 5 年 5 月 2 7 ・ 2 8 H
篠 沢 洋 太 郎 , 安 藤 暢 敏 , 小 澤 1 上 治 , 佐 藤 道 夫 , 中 川 基 人 , 池 田 佳 史 , 田 村 明 彦 ,
今 津 嘉 宏 , 篠 崎 浩 治 , 辻 塚 ・ 一 幸 , 相 川 直 樹 , 北 島 政 樹
比 イ 木 反 応 よ り み た f 術 侵 襲 の 評 価 と ス テ ロ イ ド 比 較 的 大 量 術 中 投 与 の 生 休 反 応
へ の 影 糾 と そ の 有 用 性
第 3 0 回 日 本 外 科 代 謝 栄 養 学 会 , 久 留 米 , 平 成 5 年 7 月 B - 1 5 H
諦
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如
U 篠沢洋太郎,佐喋道夫,佐々木淳一,田熊清継,人村裕之,高橋伸,相川直樹,
北島政樹
R叩ah捻tion後再肘打換を要した重症腹部外傷のイ列
第22同日木腹部救急医学会総会,宝塚市,平成6年3月Ⅱ・12日
篠沢洋太郎,安膝暢敏,小沢壮治,相川直樹,北島政樹
術後活性酸素動態と鉄結合蛋白変動
第94回日木夕仟斗学会総会,東京,平成6年3月29-31日
Shinozawa Y, Fujishima, Takuma K, sasald J, Hori s, Aikawa N
Chemical mediator modulation in severe]y buTned patients
The 9th congress of tl〕e lnten〕ational society f01' Bun1 1njuries. paris, June
27-JU]y l, 1994
篠沢洋太郎,述藤昌犬,女藤暢敏,小沢壮治,相川直樹,北島政樹
埀度侵製患者におけるアルギニン投ケ・
第31回日木外科代謝栄養学会,吹田市,平成6年7打13-15日
篠沢洋太郎,田村明彦,安藤暢敏,小沢壮治,北島政樹
食道癌術後肺機能低下とへモグロビン
第47回日木胸部外科学会総会,千菜,平成6年10打25-27目
篠沢洋太郎,佐々木淳・・,冊熊油継,相川直樹
重度外傷患名・における神経内分泌免疫変動
第9 師1Π本外傷学会,東京,平成7年5月17-19日
篠沢洋太郎,田熊清継,佐々木淳一,伐木ル寿,相川直樹
重症熱傷態、名における蛋内分解酵素阻害剤,セファランチン, NSAID による
Mediator Modulation
第21回アルカロイド研究会,岡山,平成7年6月17"
篠υU羊太郎,、1・・村栄一,辻塚・幸,小澤壮治,安藤暢敏,相川直樹,北島政樹
高度侵襲f・術におけるステロイド投与とSIRS
第46回H本消化器夕仟斗学会総会,福井・,平成7年7月20・21Π
Shinozawa Y, Endo M, Ando N, ozawa s, Aikawa N, Kitajima M
APP]ication of new amino add so]ution "DMA 8.55" in the postoperative
management of esophagealcancer
6th world congress ofthe lnten]ationalsodety for Diseases ofthe Esophagus,
Milan, August 23 26,1995
Shinozawa Y, HOTi s, Fujishima s, Kimura H, ozawa s, Ando N, Hayashi N,
Ai1稔Wa N, Kitjima M
Methemoglobin(MetHb) as a marker of nitric oxide(NO) and their
Patl〕ophysi010gicalinvolven〕ents in surgical patients
Third lnternational shock congress, Hamamatsu, october 21 23,1995
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篠 沢 洋 太 郎 , 佐 々 人 淳 一 , 他
熱 偽 早 棚 に お け る ・ ・ ・ 酸 化 窒 素 ( N O ) 動 態 と 炎 症 竹 サ イ ト カ イ ン 1 L - 8
第 2 3 回 日 木 救 急 医 学 会 , 平 成 7 年 Ⅱ 月
S h i n o z a w a  Y ,  s a s a l d  J ,  T a k u m a  K ,  K i m u r a  H ,  F u j i s h i m a  s ,  A i k a w a  N
E 丘 e c t s  o f  m ' g i 1 1 i n e ,  a n  N o  p r e c u r s o r ,  o n  b u r n e d  w o u n d  i n t e g r i t y
2 8 t h  A n n u a l  M e e t i n g  o f  A m e r i c a n  B u r n  A s s o d a t i o n ,  N a s h v i Ⅱ e ,  M a r c h  1 4 -
1 7 , 1 9 9 6
篠 沢 洋 太 郎 , 木 村 裕 之 , 堀 進 悟 , 藤 島 清 太 郎 , 後 藤 和 宏 , 武 田 共 孝 , 佐 々 木 涼
, 高 1 リ 島 京 子 , 孫 東 , 林 成 之 , 相 川 直 樹
重 症 患 老 に お け る ・ 一 酸 化 窒 素 ( N O ) と 病 態 お よ び 治 療 に お け る N 0 モ ジ ュ レ ー
シ ョ ン
第 2 4 1 0 1 Π 本 救 急 医 学 会 , 平 成  8 年 1 0 "
篠 洋 洋 太 郎 , 佐 々 木 淳 ' , 安 藤 暢 敏 , 小 澤 壮 治 , 相 川 直 樹
外 科 系 重 症 悲 才 片 1 こ お け る ・ 触 化 窒 素 ( N O ) m o d u l a t i o n  の 有 用 性 と そ の 機 序
第 9 7 回 日 木 外 科 学 会 , 京 都 , 平 成 9 年 4 月 9  一 Ⅱ Π
篠 澤 洋 太 郎
重 症 熱 傷 患 者 に お け る 白 血 球 数 変 動 , 肺 1 謝 批 変 動 と セ フ プ ラ ン チ ン
築 2 3 回 ア ル カ ロ イ ド 側 究 会 , 束 京 , 平 成 9 年 6  村 2 1 Π
S h i n o z a w a Y ,  s a s a l d  J ,  T a k u m a  K ,  K i t a n o  M ,  Y o s h i i H ,  M o t e g i M ,  A Ⅱ く a w a N
R o l e s  o f  ] 1 U m o r a l  m e d i a t m ' s  a n d  t h e i r  p a t h o p h y s i 0 1 0 g i c  i n t a ' r e l a t i o n s l 〕 i p s  i n
S e v e r e ] y  i n j u r e d  p a t i e n t s
5 7 t h  A n n u a l  M e e t i n g  o f  A m e r i c a n  A s s o c i a t i o n  f o r  t h e  s u r g e r y  o f  T r a u m a ,
W a i k 0 1 0 a ,  s e p t e m b e r  2 4 - 2 7 , 1 9 9 7
S h i n o z a w a  Y ,  s a s a k i J ,  F u j i s h i m a  s ,  T a k u m a  K ,  Y a m a z a l d  M .  H o r i s ,  A i k a w a  N
E 丘 e c t s  o f  n i t r i c  o x i d e  s y n t h a s e  ( N O S )  i n h i b i t o r s  o n  b u r n  w o u n d  i n t e g t i t y
3 0 t l ]  A n n u a l  M e e t i n g  o f  A r n e r i c a n  B u r n  A s s o c i a t i o n ,  c h i c a g o ,  M a r c h  1 8  2 1 ,
1 9 9 8
篠 澤 洋 太 郎 , 菊 永 裕 行 , 安 藤 暢 敏 , 小 洋 壮 治 , 北 川 雄 光 , 北 島 政 樹
食 道 癌 術 後 の ラ ジ カ ル 動 態 と ・ 一 酸 化 窒 素 ( N O )
第 5 1 回 Π 本 胸 剖 ψ 卜 利 ・ 学 会 総 会 , 乎 成 1 0 年 1 0 月 2  - 4  Π
S h i n o z a w a  Y ,  s a s a k i J ,  T a k u m a  K , 0 捻  Y ,  s a t o  T ,  H o r i  s ,  A Ⅱ く a w a  N
I n d u c i b l e  a n d  c o n s t i t u t i v e  n i t Y i c  o x i d e  s y n t 1 徐 S e  ( N O S )  a c t i v i t i e s  i n  t h e  e a r l y
P h a s e  o f  b u r n  a n d  t h e  e 丘 e c t  o f  p r o t e a s e  i n h i b i t o r  o n  N o s  a c t i v i t y
3 1 S t  A n n u a l  M e e t i n g  o l  A m e r i c a n  B u r n  A s s o d a t i o n ,  F I O T i d a ,  M a r c h  2 4 - 2 7 ,
1 9 9 9
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60 Shinozawa Y, ota Y,1to N, sato T, Aikawa N, Kitajima M
Does nitric oxide (NO) work benefidal or detrimentalin u〕e surgical critica]
Care patients?
38th world congress of S山'gery of 血e lss/SIC, viena, August,1999.8.15 20
Shinozawa Y, ota Y,1to N, sato T, Aikawa N
HOW SI〕ould nit丁ic oxide (NO) be modulated in the extensively burned
Patients?
32nd Annual Meetinσ of American Burn Association,上as vegas, March 14
17,2000
篠澤洋太郎,佐藤敏光,太田良雄
本学医学部5年次学生の救急医療への関心度,レポートより見た最近5年"_11の
推移
第14回東北救急阪学会総会,盛岡,平成12年6打24日
篠澤洋太部,佐藤敏光,塚本筬樹,佐滕雅栄
医学部学生が感じとった仙台市救急医療
宮城県救急巨ミ療研究会第2回学術集会,占川市,乎成12午10月7日
篠澤洋太郎,佐懸敏光,太幽良雄,安ル御暢敏,小洋壮治
外科系架寸・啼陽モ患者におけるもう・つのガス状モノオキシドメディエイターー
酸化炭業
第28回日木救急氏学会総会,東京,平成12年Ⅱ月8 -10H
SI〕inozawa Y, Koike K, Yama乞ald M, Takahashi M, Kato T, Harada Y
DNA oxidative damages caused by b磁'n injuries
34th Annual Meeting of American Burn Association, chicago, Apri] 24-27,
2002
篠洋洋太郎,小池蕉,ル1崎尤婿,黄大海, h田慎・郎
熱傷恋、者環境における光触媒(光ギンテック)製品の効采に対する央験的検司
第28回日本熱仏r二会,人阪,平成14年6116 ・ 7 Π
Shinozawa Y, Koike lく, Yamazaki M, Yamahata Y, Endo T, Nomura R, Ai・
kawa N, sasald J, Ando N, ozawa s
Possibi]ity of the partidpation of l〕eme oxygenase m the pathophysi010gies of
Critica11y i11 Surgical patients
33rd wor]d congress of the lnternational c0Ⅱege of surgeons, Taipei, oct
27-31,2002
Shinozawa Y, Huang D, Koike K, sekine K, Endo T, Nomura R
Free radicalscavengers may modu]ate cytokine networ1器 and patl)ophysio]ogy
in acutely burned patients
35th Annual Meeting o{ American Burn Association, Miami, Apri1 1-4,
2003
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篠 澤 洋 太 郎 , 謝 筱 瑛 , 遠 藤 都 之 ,  H 1 熊 清 継 , 小 池 燕
熱 傷 急 竹 娚 の O H ・ 動 態 と O H ・ モ ジ ュ レ ー シ ョ ン
第 1 9 回  C r i Ⅱ C a l c m ・ e  M e d i c i n e  癌 薪 舌 会 , 大 阪 , 平 成 1 6 年 2 月 1 9 日
S h i n o z a w a  Y ,  x i e  x Q ,  E n d o  T ,  T a k u m a  K ,  K o i k e  K
I L - 1 0  m a y  b e  a  k e y  m e d i a t o r  l o r  s e v e r e l y  b u r n e d  p a t i e n t s  t o  p a s s  a w a y
3 6 t h  A n n u a l  M e e t i n g  o {  A m e r i c a n  B u r n  A s s o c i a t i o n ,  v a n c o u v e l ' ,  M m ' c h  2 3
2 6 , 2 ( 川 4
S h i n o z a w a Y , 1 S I 〕 i d a s ,  K o i k e  K ,  T a k u l n a  K ,  E n d o T ,  T o s a k a N ,  Y a m a m o t o  Y
" H i k a r i  G i n  T e c h "  f o r  s t e r i l i z a t i o n  o f  t h e  s u n ' o u n d i n g s  o {  t h e  b u r n  p a t i e n t s
( E x p e r i m e n t a l s t u d y )
1 2 t h  c o n g r e s s  o f  l n t e r n a t i o n a l  s o c i e t y  f o r  B u r n  l n j u r i e s ,  Y o k o h a m a ,  A u g u s t
2 2 - 2 6 , 2 0 0 4
篠 洋 洋 太 郎 , 赤 石 敏 , 田 熊 油 継 , 佐 々 木 浮 ・ , 黒 田 宙 , 山 内 聡 , 杉 村 宏 側 5 ,
遠 藤 智 之 , ' ・ 1 ・ リ 1 1 敦 寛 , 野 村 亮 介 , 小 林 道 生 , 上 藤 大 介 , 北 條 伸 ・ 子 , 安 心 亮 , 赤
松 順 寛 , 関 根 祐 樹
東 北 大 学 病 院 に お け る 熱 傷 治 療 の 現 況
第 1 2 回 Π 木 熱 傷 学 会 東 北 地 ノ j 会 , 仙 台 , 平 成 1 8 午 H 打  3 日
S h i n o z a w a  Y ,  o b a  M ,  s a s a k i ] ,  s o n o b e  H ,  K a n ] e y a n 〕 a  M ,  M u r a t a  Y ,  Y a l n a d a
Y ,  Y a m a n o u c h i s ,  F u r u t a  A ,  E n d o  N ,  Y a m a g a t a  s ,  s a t o  T ,  u r e h a r a  N , 1 S h i d a  K
T h e  p T a c t i c a b Ⅱ i t y  o f  " T h e  E m e r g e n c y  a n d  D i s a s t e r  M e d i c a l  T r e a t m e n t  s y s ・
t e m  s u p p o r t  M o d e l "  f o t  u 〕 e  c o m i n g  0 丘  M i y a g i  p r e f e d u r e  E a r t h q u a k e
8 t h  A s i a  p a c i f i c  c o n f e r e n c e  o n  D i s a s t e r  M e d i c i n e ,  s h i n a g a w a ,  N o v e m b e r  2 0
2 2 , 2 0 0 6
篠 澤 洋 太 郎 , 佐 々 木 瀞
東 北 救 急 、 医 学 会 幹 1 Ⅱ 施 設 に お け る 救 急 医 療 の 現 状
第 1 2 1 引 日 人 臨 床 救 急 医 学 会 , 大 阪 , 平 成 2 1 年 6  打 Ⅱ 一 ] 2 Π
S h i n o z a w a Y ,  H o j o  N ,  K o b a y a s h i M ,  H o n m a N ,  K o b a y a s h i M ,  K u d o  D ,  y u z a w a
H ,  N o m u r a  R , 1 ] 祀 d a  Y ,  s a t o  T ,  s a i t o  A ,  E n d o  T ,  Y a n ね l n o t o  s ,  Y a m a n o u c h i s ,
K a o k u t s u  T ,  K U T o d a  H ,  s a s a k i  J ,  A k a i s h i  s
Y a m a n o u c h i s ,  F u r u t a  A ,  E n d o  N ,  Y a m a g a t a  s ,  s a t o  T ,  u r e h a Y a  N , 1 S h i d a  K
O x i d a t i v e  r a d i c a l  p o t e n t i a l s  d e c r e a s e  a l o n g  w i t h  m a l - n u t r i t i o n a l  s t a t e  i n  t h e
b u r n  p a t i e n t S  4 2 n d  A n n u a ]  M e e t i n g ,  A m e r i c a n  B u r n  A s s o c i a t i o n ,  B o s t o n ,
M ω ' c h  9  1 2 , 2 0 1 0
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麺一2)-a)口頭発表(共同演者)シンポ・パネル・一般演題・示説
(~平成10年8月)(抜粋)
●'宮川健,山本修二ξ,茂木正寿,篠沢洋太郎,須膝政彦
本院におけるエンドトキシン血症例の検討
算弗8「司日水臨床外科医学会,東京,昭荊巧1年10円20日
● 1_1_例卯多二1,^小1・,由d,宮川健,茂木正寿,篠沢洋太郎,列1ル奏政彦,大冴U遮
腹剖ψH牙飾6例の統計的観察
群謁8回日本臨床外科医学会,柬京,昭和51年10珂20Π
●大芥光弘,松下紀彦,・平井秀迄,篠沢洋太郎
j悩圧亢述と血圧変動一・SW帥一GanZ カテーテルによる重症頭剖ψH牙例の検討
第35回U本脳神経外科学会,前橋,昭和51年10月20日
●石引久弥,側川直樹,1高見博,安藤嘔H政,米川甫,篠沢洋太郎,阿部令彦
消化器手術後の敗血症と Septicshock
第51回Π木感染症学会,昭和52年4 村10日
●島津元秀,都築俊治,相川直樹,安際暢敏,米川甫,篠沢洋太郎,竹中能文
Swan-GanZ カテーテルによる肝靭除術前後の心川j動態の検索(第 1蝦)
第13回日本消化器外科学会,熊水市, 1¥杯怖4年2jj22・23日
●島津元秀,安藤暢敏,篠沢洋太郎,波辺良友,大島厚,鈴木博,石引久弥,阿
部令彦
敗血症および敗血症性ショックにおける血液凝固能の変動
第7 同日木救急医学会総会,畔じ京,昭和54午Ⅱ月22-24日
●二角降彦,山本修、エ,茂木正方,篠沢汗太郎,吉井宏,波辺千冬,岩井敦志,
須心政彦
緊急臓器大量切除を要した濃硫酸誤飲による消化管損傷の・治験例
日本臨床外科除学会第710回架談会,東京,昭和58年9打10U
●波辺千冬,11_1木修二,茂木正寿,篠沢洋太郎,古井宏,三角隆彦,岩ブ1普L占,
匁町妖政彦,本田美代子,国府田幸犬
肝破裂を繰り返した令身性アミロイドーシスの・一例
第 1拒1腹部救急診療研究会,東京,昭利58仟・10打 1 Π
●波辺千冬,111本修三,茂木1美i,篠沢洋太郎,古井宏,広谷隆,平出敦,須藤
政彦,相川直樹
・1'二指勝潰揚穿孔における細菌学的検討からみた腹腔洗赤の意義
LI】
第45回日ポ廓床外科学会,広島,昭和58イ「1]j」4 -6日
●広谷隆,前'・ヤ由d,山本修一1,茂木正寿,篠沢洋太郎,吉井宏,-1角隆彦
胸剖ψ卜傷一・上縦隔血1匝3引列の臨床的検討一第2帳一
第36回Π本駒・部外科学会,京都,昭和58年IU]Ⅱ U
フフ
7 8
.
三 角 降 彦 , 篠 沢 洋 太 郎 , 吉 井 宏 , 須 藤 政 彦
胸 剖 砂 H 牙 右 房 刺 創 な ら び に 左 心 筋 伏 剣 の 2 治 験 例 に つ い て
第 4 8 1 可 日 本 胸 部 外 科 学 会 関 東 循 越 地 力 会 , 東 京 , 昭 和 5 8 1 1 Ξ 1 2 村  3 日
折 井 正 博 , 山 木 修 三 , 茂 木 正 ブ 手 , 吉 井 宏 , 三 角 隆 彦 , 篠 沢 洋 太 郎 , 須 藤 政 珍
小 場 破 裂 を 件 っ た 腸 骨 動 1 脈 外 傷 の ー イ 列
鮮 野 回 神 血 管 外 科 合 同 研 究 会 , 宇 部 , Ⅷ 杯 怖 9 年 2 打  4 Π
三 介 1 隆 彦 , 1 1 1 木 修 二 1 , 茂 木 正 メ j , 篠 沢 洋 太 郎 , 吉 井 宏 , 渡 辺 下 冬 , 岩 井 敦 志 ,
須 藤 政 彦
腹 部 刺 創 1 2 6 例 の 検 討 一 n e g a t i v e l a p a r o t o m y  例 を 中 心 に
第 2 3 回 日 本 消 化 器 外 科 学 会 , 宇 部 , 昭 和 諦 年 2 打 2 4 Π
三 角 隆 彦 , 舶 中 1 ・ 力 己 , 山 木 修 三 , 茂 木 圧 斉 , 篠 沢 洋 太 郎 , 古 井 宏 , 須 藤 政 彦
穿 通 忰 胸 部 外 傷 4 2 例 の 治 験 経 験
剣 Π 6 1 田 U 本 救 急 医 学 会 関 東 地 力 会 , 東 京 , 昭 手 1 巧 9 年 2 月 2 5 日
波 辺 千 冬 , 1 _ Ⅱ 本 修 二 ξ , 炭 木 正 力 , 篠 沢 洋 太 郎 , 吉 井 宏 , 二 ξ 角 隆 彦 , 岩 井 敦 志 ,
須 藤 政 彦
直 腸 S p o n t a n e o u s  R u p t u N  4  「 1 後 賛 便 件 腰 膜 炎 , シ ョ ヅ ク に て 搬 入 さ れ 救 命
し え 九 7 併 設 女 性 の 管 理
群 牙 6 1 0 1 訂 本 救 急 医 学 会 関 東 地 力 会 , 束 京 , 昭 洞 巧 9 仟 、 2  打 2 5 日
相 川 直 樹 , 石 引 久 弥 , 阿 部 令 彦 , 山 本 修 三 , 茂 木 止 寿 , 篠 沢 洋 太 郎 , 吉 井 宏
シ ン ポ ジ ウ ム 「 熱 傷 の 局 所 療 法 」 硝 酸 銀 療 法 の 有 用 性 と n 打 題 点
第 1 0 回 日 人 熱 傷 学 会 , 東 京 , 昭 和 弱 年 5 打 2 3 日
加 藤 ・ 一 良 , 山 本 修 工 三 , 成 木 正 脊 , 篠 沢 洋 太 郎 , 吉 井 宏 , 三 角 隆 彦 , 岩 j 1 イ 攻 志 ,
須 峠 政 彦
重 症 胖 炎 の 病 態 と 治 療
第 1 7 回 日 本 救 急 医 学 会 関 東 地 力 会 , 東 京 , 睡 仟 U 5 9 年 6 ナ Ⅱ 6 日
二 角 隆 彦 , 前 小 巾 己 , " _ 1 人 修 工 , 茂 木 正 寿 , 篠 り U 羊 太 郎 , 吉 井 宏 , 内 藤 千 秋 ,
広 谷 隆
胸 部 外 傷 一 当 院 で 扱 っ た 心 ・ 大 血 管 損 傷 1 6 例 の 検 討 一
第 3 7 1 回 日 本 脂 分 祁 外 科 学 会 , 仙 六 、 , 昭 和 諦 午 1 0 j ]  5  Π
茂 木 止 ブ 了 , 【 _ 1 」 本 修 三 , 篠 沢 汗 太 郎 , 吉 井 宏 , 堀 之 内 宏 久 , 力 Ⅲ 係 一 ' 良 , 池  1 二 敬 ' ,
須 心 政 彦
( ラ ウ ン ド テ ー ブ ル デ ィ ス カ ヅ シ " ン ) 人 腸 穿 孑 げ 刎 に 対 す る 術 式 の 検 討
第 4 6 回 日 本 臨 床 外 科 学 会 , 東 京 , 畔 採 喝 9 年 Ⅱ 打 1 6 - 1 8 Π
吉 井 宏 , 1 」 」 木 修 二 , 茂 木 正 寿 , 篠 沢 洋 太 郎 , 堀 之 内 宏 久 , 岩 井 敦 志 , 川 Ⅲ 奏 一 良 ,
須 藤 政 彦 , 折 井 正 博
腹 部 血 管 損 傷 ・ 、 ト 大 静 脈 損 偽 を ' ・ ト 心 に
第 1 2 1 可 日 本 救 急 医 学 会 , 広 島 , 昭 千 那 9 年 H 打 2 2 - 2 4 H
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.
. 加藤{・良,山本修三,茂木正叉手,篠沢洋太郎,吉井宏,堀之内宏久,池上敬一,
谷平茂,須藤政彦
空鵬憩室穿孔の・・・症例
第52同神奈川県臨床外科医学会集談会,横浜,昭和60年3月2日
吉井宏,山本修三,茂木止方,篠沢洋太郎,堀之内宏久,加藤一良,池上敬一,
須藤政彦,井戸邦雄,橋本統,久晃生,平松京一
腹部非開放性損傷の画像診断一とくに実質臓器損傷について
第4 回腹部救急診療研究会,東京,昭和60年3月16・17日
吉井宏,山木修三,茂木正寿,篠沢洋太郎,堀之内宏久,力山係・一良,池上敬・,
須藤政彦
パネルディスカヅション「雨症胖炎の病態と治療一括態からみた重症胖炎の
治療」(発言D 重症胖炎の病態と治療
第851回H本外科学会,仙台,昭和印年4月3 -5日
Aikawa N,1Shibild K, shinozawa Y, Yamamoto s, Abe o
Multゆle m'gan failuTe in b磁'ned patients : its incidence and etio]ogy
Geneva lnternational congress on Burns, Geneva, May 2 -4,1985
吉井宏,山本修三,茂木正寿,篠沢洋太郎,堀之内宏久,加藤・・良,池上敬一,
須藤政彦
小児における1岬損傷の検討
第22回H木小児外科学会,東京,昭和印年5打22-24Π
加藤'良,山本修_',茂木正寿,篠沢洋太郎,吉井宏,堀と内宏久,池上敬一,
谷平茂,須藤政彦
外傷早抑Nこおける血小カテコラミン変動
第19回日人救急医学会関東地力会,東京,昭和60年6 打29日
森光生,山本修_エ,茂木Ⅱ1力,篠沢洋太郎,古井宏,須藤政彦
直觸脱に対し直腸固定術を行った4例
第13回神奈川県消化器外科研窕会,横浜,昭和60年7打27日
森光生,山人修三,茂木正寿,篠沢汗太郎,吉井宏,加藤一良,池上敬一,須
喋政彦
小腸損傷の肌床的検討
第13回"本救急医学会,盛岡,昭和60年10月16-]8U
井戸邦難,平松京',橋本統,久晃生,小川健一_,山本修三,茂木正脊,篠沢
洋太郎,古井宏,須藤政彦
肝・胖外傷における画像診断の意義と適応
第131旦1Π人救急医学会,盛岡,昭和60年101116-18H
Ando N, shinozawa Y, Abe o
Necessity of postoperative artificial respiration in esophageal S山'gery
International Esophageal weeRqsDE), Munic]〕, sep.14-19,1986
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大 森 泰 , 安 藤 暢 敏 , 篠 沢 洋 太 郎 , 小 沢 壮 治 , 加 1 瀬 建 一 ・ , 藤 田 ' 也 , 中 島 顕 一 ' 郎 ,
阿 部 令 彦
食 道 癌 に 対 す る 術 前 温 熱 療 法 単 独 施 行 の 効 果
第 2 4 1 田 「 1 本 癖 治 療 学 会 , 松 江 市 , 昭 和 田 年 1 0 j 」 フ - 9 日
大 森 泰 , 安 藤 1 陽 敏 , 篠 沢 洋 太 郎 , 池 端 幸 彦 , 小 沢 壮 治 , 加 瀬 建 一 ' , 藤 田 直 也 ,
中 島 顕 ・ 一 郎 , 阿 部 令 彦
再 建 臓 器 別 食 道 癌 袮 并 妾 患 者 の 栄 養 学 丁 杓 検 討 ・ ・ 胃 管 再 建 V S . 糸 剖 揚 阿 建
第 3 9 回 Π 本 胸 部 外 科 学 会 , 東 京 , 昭 和 6 1 4 下 ・ 1 0 j ] 1 5 - 1 7 U
壺 内 泰 二 郎 , 相 川 直 樹 , 山 田 好 則 , 馬 場 秀 文 , 篠 沢 洋 太 郎 , 安 藤 暢 敏 , 久 保 敦
司 , 中 卜 ν 川 代 子 , 西 口 都 , 阿 部 令 彦
エ ン ド ト キ シ ン シ ョ ッ ク 時 の 名 臓 器 へ の 多 核 内 血 球 の 集 粘 に 関 す る 研 究
第 1 4 回 日 本 救 急 氏 学 会 , 横 浜 , 昭 利 6 1 年 H " 2 6 - 2 8 H
山 本 裕 , 相 川 心 樹 , 安 藤 暢 敏 , 篠 沢 汗 太 郎 , 杉 岡 篤 , 阿 部 令 彦
外 傷 後 の 線 溶 系 の 変 動 と 再 出 血 の 危 険 性
第 1 4 回 日 本 救 急 医 学 会 , 横 浜 , 昭 和 6 1 イ F 1 1 月 2 6 - 2 8 Π
安 喋 暢 敏 , 篠 沢 洋 太 郎 , 小 沢 壮 治 , 大 森 泰 , 加 瀬 建 ' , 中 島 顕 ・ 一 郎 , 藤 Ⅷ 直 也 ,
阿 部 令 彦
( 映 ) 胸 部 食 道 癌 に 対 す る 両 似 1 修 貝 部 上 縦 隔 り ン パ 節 馴 " 1 i 術
第 8 7 1 可 H 本 外 科 学 会 , 東 京 , 昭 和 6 2 年 4  ガ  1  - 3  Π
小 沢 壮 治 , 上 田 政 和 , 安 腔 1 陽 敏 , 篠 沢 洋 太 郎 , 加 諫 貞 經 ・ , 大 森 泰 , 際 田 直 也 ,
, ・ 1 ・ リ 島 顕 ・ 郎 , 消 水 信 i 島 , 阿 部 令 彦
食 道 癌 扇 平 上 皮 掘 に お け る 上 皮 増 殖 1 村 子 レ セ プ タ ー 異 常 発 現 の 機 序 と そ の 意 義
第 8 7 1 日 I H ン ド 外 科 学 会 , 束 京 , Ⅲ 秤 Π 6 2 年 4  j 1 1  - 3 日
加 噂 貞 建 一 , 安 藤 暢 敏 , 篠 沢 洋 太 郎 , 小 沢 1 卜 冶 , 大 森 泰 , 藤 田 ゛ 也 , 小 島 顕 ' 郎 ,
阿 部 令 彦
食 道 掘 術 後 埀 症 不 整 脈 例 の 検 討
第 8 7 回 日 木 外 科 学 会 , 東 京 , 昭 和 6 2 年 4  ガ  1  - 3  H
若 林 剛 , 上 田 政 利 , 相 川 1 貞 樹 , 安 藤 陽 敏 , 篠 沢 洋 太 郎 , 逮 心 昌 火 , 阿 部 令 彦
熱 傷 後 の 心 房 性 N a 利 尿 ぺ プ チ ド の 血 中 動 態 と そ の 生 邸 . 学 的 意 義
第 8 7 匝 1 日 木 夕 仟 斗 学 会 , 東 京 , 昭 和 6 2 年 4  打  1  - 3  Π
壷 内 泰 二 郎 , 山 冊 女 H 判 , 相 川 値 樹 , 馬 」 昜 秀 文 , 篠 沢 洋 太 郎 , 安 際 暢 敏 , 阿 部 令 彦
A R D S の 発 小 機 序 に お け る 多 核 訂 血 球 と 補 体 の 役 割 に 関 す る 実 験 的 検 討
第 8 7 1 川 H 本 夕 仟 斗 学 会 , 東 京 , 昭 千 " 6 2 年 4  打  1  - 3  Π
W a k a b 砥 喰 S h i  G ,  u e d a  M ,  A Ⅱ 仏 W a  N ,  N a r u s e  M .  s h i n o z a w a  Y ,  A b e
A t r i a l  n a t r i 山 ・ e t i c  p o l y p e p t i d e  f 0 1 1 0 w i n g  b u r n  i n j u r y ;  b l o o d  l e v e l  a n d  t h e  p h y s 、
i 0 1 0 g i c a l  r o l e  ] n  t h e  r a t
A m e r i c a n  B u r n  A s s o c i a t i o n , ? ,
9
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. Aikawa N, shinozawa Y, wakabayashi G,1Shibiki K, Abe o
Pathophysi010gical basis of early plasma infusion in burns
Geneva lnternational congress on Burns, Geneva, June 22-26,1987
藤田直也,原彰男,篠沢洋太郎,吉野肇一,石引久弥,阿部令彦
胃穿孔により樂急乎術を要し九結節性動脈周囲炎の・・例
第91川日人腹部救急診療研究会,大阪?,昭和62年9"
Ozawa s, Ando N, ueda M, shinozawa Y, shimizu N, Abe o
Two resected cases of rapidly progressed esophageal caTcinomas with EGF
receptor hyperproduction
The 33rd Annual congress of the Japanese section,1nternational c0Ⅱege of
Surgeons, Ky0加, od3,1987
相川山樹,篠沢洋太郎,若林剛,右引久弥,山本修二,茂木Ⅱ1力,古井宏,北
野光秀,須藤政彦,阿部令彦
熱偽創に対する硝酸銀浸軟LPDSの感染防止効果に関する臨床的検討
群Ⅱ5回日木救急医学会,束京,昭千那2年Ⅱ打16-18日
安喋暢敏,篠沢洋太郎,力山頼建・・,火森泰,藤Π11占也,小島顕一郎,菊永裕打,
小山恭止,阿部令彦
A剖胸部食迫癌に対する外科的治療
第31回日本消化器外科学会,東京, 1¥仟"63年2 珂25・26日
小島顕・・郎,上田政和,攻ヲ蜘暢敏,篠沢洋太郎,小沢壮治,寺本英樹,福山隆
,清水信義,阿部令彦
食道掘におけるがん遺伝子増ψ品と発現の特異性と1顎床的特徴
冴兆81可日本外科学会,新潟市,昭千H63年4 刀20-22Π
三古博,相川心樹,篠沢洋太郎,石引久弥,阿部令彦
院jグルカゴン1m症と雛質 Substrate cyding
・一特1こ熱傷恋、者との鬨連において
第H回日木熱傷学会総会,下葉,昭和63年6打
_」吉博,相川心:樹,篠ジq千太郎,る引久弥,阿部令彦, wolfeRR
屯症ストレス恋広・における樽質および脂質Subst捻te cyd血g に関する賄床的
検討
第25b1Π本外科代謝栄養学会,柬京,昭羽]63年フガフ-9 Π
小ル1カミ正,安藤暢敏,篠沢洋太郎,人森泰,加1瀬建・,中島顕・一郎,際田画也,
菊永裕行,遠藤昌大,阿部令彦
術後代謝管Nにおける Catab0ⅡClndeXの有用性と脚題点
第25回Π本外科代謝栄荏学会,東京, f¥仟怖3午7 村 7 -9日
蚤訂勾泰_二郎, U_1田好則,相j1Ⅲ丘1耐,馬場秀文,篠沢洋太郎,安藤収X敷,久保敦
司,中木リ川代子,阿部令彦
エントトキシンシ,ヅク時の肺への標識多核血Ⅲ伊Rの集積
第161回Π人救急医学会,火阪,昭和63午Ⅱ河24-26日
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詑.
安 愁 暢 敏 , 篠 沢 洋 太 郎 , 藤 田 直 也 , ホ 島 顕 ・ 一 郎 , 菊 永 裕 行 , 小 Ⅱ 、 1 恭 正 , 長 島 敦 ,
大 作 昌 義 , 横 田 昌 明 , 阿 部 令 彦
( ワ ー ク シ , ヅ プ ) 胸 部 食 道 癌 に 対 す る 三 領 域 郭 清 の 評 価
第 8 9 回 日 木 外 科 学 会 , 東 京 , 平 成 元 年 3  阿 2 9 - 3 1 日
安 膝 暢 敏 , 篠 沢 洋 太 郎 , 藤 田 直 也 , 巾 島 顕 ・ 一 郎 , 菊 永 裕 行 , 小 山 恭 正 , 長 島 敦 ,
大 作 昌 義 , 横 田 昌 明 , 阿 部 令 彦
( パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ " ン ) 胸 部 下 部 食 道 癌 に 対 す る 切 除 亭 阪 l i 範 閉 の 再 評 価
第 3 4 回 日 本 消 化 器 外 科 学 会 , 久 詔 米 市 , 平 成 元 年 7 月 B  ・ 1 4 U
菊 永 裕 行 , 篠 沢 洋 太 郎 , 安 藤 暢 敏 , 膝 冊 直 也 , 小 島 顕 ・ 一 郎 , 小 Ⅱ 、 1 恭 正 , 横 田 昌
明 , 人 作 昌 義 , 長 島 敦 , 阿 部 令 彦
食 道 癌 術 後 に お け る 動 脈 血 お よ び 混 介 静 脈 血 寸 ・ . の 多 核 白 血 球 機 能
第 3 4 回 日 木 消 化 器 外 科 学 会 , 久 留 米 市 , 平 成 尤 年 7 月 1 3 ・ 1 4 凡
A n d o  N ,  s h i n o z a w a  Y ,  e t  a l
P o s t o p e r a t i v e  n u t r i t i o n a l s t a t u s  i n  p a t i e n t s  w i t l 〕  e s o p h a g e a l  c a r c i n o m a - s e c o n d
r e p o r t  o f  p t o s p e c t i v e  s t u d i e s  o n  g a s t r i c  t u b e  v s .  C 0 1 0 n  l n t e r p o s l t l o n
T h e  4 t h  w o r l d  c o n g r e s s  o n  l s D E ,  s e p t e m b e r , 1 9 8 9
A i k a w a  N ,  H o r i  s ,  s h i n o z a w a  Y ,  Y a m a w a l d  T ,  T a k a y a m a  H , 1 n o u e  T
H e m o d y n a m i c  e 丘 e c t s  o f  e a r l y  p l a s n l a  a d m i n i s t r a t i o n  i n  e x t e n s i v e  b 山 ' n s
T h e  5 t h  w o r l d  c o n g r e s s  o n  l n t e n s i v e  &  c r i t i c a l  c a r e  M e d i c i n e ,  K y o t o ,  s e p
3 0 , 1 9 8 9
安 藤 暢 敏 , 篠 沢 洋 太 郎 , 他
シ ン ポ ジ ウ ム 「 有 孕 性 お よ び 遊 航 性 消 化 管 に よ る 食 道 冉 建 法 」
遊 航 空 鵬 移 舶 に よ る 顕 部 食 道 再 建 術
第 5 1 回 日 本 臨 床 外 科 医 学 会 , 大 阪 , 平 成 元 年 H 打  6  - 8 M
藤 Ⅷ 直 也 , 安 藤 暢 敏 , 篠 沢 洋 太 郎 , 中 島 顕 ・ 一 郎 , 小 山 恭 止 , 菊 永 裕 行 , 横 田 昌
明 , 長 島 敦 , 人 作 昌 義 , 阿 部 令 彦
食 道 癌 術 後 再 建 臓 器 の 運 動 機 能 の 肌 床 的 検 討
第 4 2 回 日 本 胸 部 外 科 学 会 , 大 阪 , 〒 成 元 年 1 0 打 1 6 - 1 8 H
菊 永 裕 行 , 篠 沢 汗 太 郎 , 安 j 掬 暢 敏 , 愁 田 直 也 , 中 島 顕 一 郎 , 小 山 恭 l f , 横 醐 昌
明 , 大 作 昌 裳 , 長 島 敦 , 阿 部 令 彦
食 道 掘 悲 、 お に お け る 動 脈 血 混 合 卸 脈 血 多 核 n 血 球 0 2 ・ 産 牛 能 の 術 後 変 動 と 術
後 低 肺 機 能
第 4 2 回 日 本 Ⅲ 引 祁 外 科 学 会 , 大 阪 , 平 成 尤 年 1 0 j 1 1 6 - 1 8 Π
菊 永 裕 行 , 篠 沢 洋 太 郎 , 安 藤 暢 敏 , 新 見 正 則 , 北 川 雄 光 , 森 俊 雄 , 相 川 直 樹 ,
阿 部 令 彦
多 核 白 血 球 機 能 の 二 面 忰 と 臓 器 降 害
第 1 7 1 川 Π 本 救 急 、 医 学 会 , 大 叛 , 平 成 元 イ r H 月 6  - 8 日
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. 長島敦,篠沢洋太郎,安藤暢敏,小山恭正,横田昌明,田辺稔,愛甲聡,相川
直樹,阿部令彦
発症前後に内分泌動態を観察し得た術後急十1腎不全の一例
第17回日本救急氏学会,大阪,平成元年Ⅱ月6 -8日
小山恭正,安藤暢敏,篠沢洋太郎,菊永裕行,人作昌裳,長島敦,横田昌明,
北川雄光,森俊雄,愛甲聡,杉浦仁,阿部令彦
食道粘表皮癌の4例
第35回消化器夕H斗学会,伊勢市,平成2年2月23・24H
小川恭正,篠沢洋太郎,安藤暢敏,菊永裕行,長島敦,嶺田昌明,大作昌錠,
愛甲聡,北川雄光,森俊雄,阿部令彦
食道癌根治術の侵襲度・術後代謝動態と至適投1チカロリー品の検討
第90回日本外科学会,+Ⅲ児市,平成2年5月16-18日
安藤暢敏,篠沢汗太郎,小山恭正,菊永裕行,長島敦,火作昌,義,横田昌,明,
愛甲聡,北川雄光,森俊雛.阿部令彦
(1快)巨大Zenker憩室に対する憩室切除・輪状咽頭筋切敵術
第90「旦1日本夕仟斗学会,札幌市,平成2年5月16一玲日
長島敦,安藤叫"放,篠沢洋太郎,大作昌義,横田昌明,愛甲聡,北川錐光,森
俊餓,阿部令彦
多発食道癌の臨床病理学的検討
第"回食道疾患研究会,平成2年6打
北川鮒光,上Ⅲ政和,安ル御陽敏,篠沢洋太郎,大作昌義,小山恭Ⅱ,二三訓"剣]召,
清水信謡,阿部令彦
食道扇平_上皮癌における癌遺伝了 int-2の地幅と予後との関連
ーパラフィン包埋永久標本を用いたSlotblothybridization 法による解析
第36回Π本消イヒ器外科学会,東京,乎成2年7月5 ・ 6日
Ki]くUnaga H, shinozawa Y, et al
Postoperative hypoxia and polymorphonudear neutrophil superoxlde produc・
tion 且丘er esopl〕agedomy
The 6th congress of the Japanese section of dle lnta'national sodety for
Disease of the Esophagus, July,1990
愛甲聡,篠沢洋太郎,安藤暢敏,小山恭正,菊永裕〒j,大作昌義,横田邑,明,
長島敦,北川飢光,森俊雄,上田政和,遠藤昌夫,阿部令彦
食道癌根治術後利尿瑚における投与Na昂:と呼吸・循環・内左H必変動
第27回外科代謝栄養学会,京都,平成2午7月12-He
小山ノ太正,篠沢洋太郎,安藤暢敏,菊永裕lj,長富'攻,横田昌,明,大作長,義,
愛甲]稔,北川雄光,森俊飢,遠藤昌犬,阿部令彦
肺機能低下例における代謝動態の検討
第27回外科代謝栄養学会,京都,平成2年7月12-14H
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安 藤 暢 敏 , 篠 沢 洋 太 郎 , 愛 甲 聡 , 北 川 雄 光 , 森 俊 雄 , 阿 部 令 彦
シ ソ ポ ジ ウ ム 「 局 齢 者 の 下 咽 頭 , 食 道 の 生 理 と 病 態 』 高 断 老 の 胸 部 食 道 癌 と そ
の 治 療
第 4 2 回 日 本 気 管 食 道 科 学 会 , 鹿 児 富 j 市 , 平 成 2 年 1 0 月 1 2 ・ 1 3 H
横 田 昌 明 , 安 藤 暢 敏 , 篠 沢 洋 太 郎 , 藤 田 直 也 , 大 作 昌 美 , 長 島 敕 , 愛 甲 聡 , 北
川 雄 光 , 森 俊 雄 , 阿 部 令 彦
食 道 再 建 臓 器 の 屯 気 的 運 動 機 能 1 1 1 節 に 関 す る 基 礎 的 研 究 一 第 2 帳 一
第 4 3 回 U 本 胸 剖 ψ 卜 科 学 会 , 東 京 , 平 成 2 年 1 0 打 1 8 - 2 0 日
菊 永 裕 行 , 篠 沢 洋 太 郎 , 安 藤 暢 敏 , 小 山 恭 正 , 長 島 敦 , 織 田 昌 明 , 大 作 昌 筬 ,
森 俊 雄 , 北 川 雄 光 , 愛 甲 聡 , 阿 部 令 彦
多 核 白 血 球 活 性 酸 業 産 生 能 の 食 道 癌 術 後 低 酸 宗 血 症 へ の 関 ケ '
ー エ ン ド ト キ シ ン 1 制 軍 害 モ デ ル と の 比 較 一
第 4 3 回 Π 本 胸 割 紗 卜 科 学 会 , 東 京 , 平 成 2 年 1 0 月 1 8 - 2 0 Π
菊 永 裕 行 , 篠 沢 洋 太 郎 , 安 際 暢 敏 , 嶺 田 昌 明 , 森 俊 雄 , 相 川 直 樹 , 阿 部 令 彦
E n d o t o x i n 肺 障 害 に お け る 多 核 白 血 球 動 態
第 1 8 回 日 本 救 急 、 医 学 会 , 介 敷 市 , 平 成 2 年 1 1 打  8  - 1 0 H
菅 市 尚 , 松 本 秀 年 , 篠 沢 洋 太 部 , 寺 本 龍 生 ,  m 小 1 場 ・ ' , 阿 部 令 彦
S 状 結 腸 壊 死 を 来 L た S L E の  1 例
第 5 2 回 Π 木 脇 床 外 科 学 会 , 東 京 , 斗 Z 成  2 イ 1 三 H 月 1 5 ・ 1 6 Π
A Ⅱ 袷 W a  N ,  T a k u m a  K , 1 S h i b i k i  K ,  H o r i  s ,  s h i n o z a w a  Y ,  H a c h i y a  s ,  s a t o  M
P r o p h y l a c t i c  e f f e c t s  o f  s y s t e m l c  a n t i b i o t i c s  o n  f U 1 1 - t h i c k n e s s  b u r n  w o u n d
S e p s l s
T h e  5 t h  M a u i  B u r n  c o n f a ' e n c e ,  F e b . 1 8 - 2 2 , 1 9 9 1
T a k u m a  K ,  A i k a w a  N , 1 S h i b i k i  K ,  H o r i  s ,  s h i n o z a w a  Y ,  H a c h i y a  s ,  s a t o  M
P e n e t r a t i o n  o f  s y s t e m i c a 1 1 y  a d m i n i s t Y a t e d  c e p h a l o s p o r i n s  i n t o  b u r n  e s c h a l
T h e  5 t h  M a u i  B u r n  c o n f e r e n c e ,  F e b . 1 8  - 2 2 , 1 9 9 1
大 作 昌 擾 , 上 田 政 和 , 弘 畑 憲 史 , 北 川 雄 光 , 篠 沢 洋 太 郎 , 清 水 信 義 , 安 心 1 陽 敏 ,
阿 部 令 彦
ヌ ー ド マ ウ ス 移 柚 可 E G F  レ セ プ タ ー 過 剰 発 現 ヒ ト 煽 平 _ E 皮 掘 に 対 す る E G F
レ セ プ タ ー を 標 的 と し た  i m m u n o - c h e m o - c o n j u g a t e  の 効 采
第 9 1 1 可 Π 本 外 科 学 会 , 京 都 , 平 成  3 午 4 月 9  - 1 0 日
山 本 裕 , 相 川 直 樹 , 安 際 暢 敏 , 篠 沢 洋 太 郎 , 深 見 博 也 , 柚 Ⅷ l f 1 昭 , 阿 部 令 彦
体 腔 内 凝 血 存 在 下 に お け る 再 出 血 の 発 現 機 庁 に 関 す る 研 究
第 9 1 回 U 木 外 科 学 会 , 京 都 , 平 成 3 年 4  村  9  - 1 0 Π
愛 甲 聡 , 篠 沢 洋 太 郎 , 安 π 御 陽 敏 , 大 作 昌 義 , 長 島 敦 , 横 山 昌 明 , 北 川 鮒 光 , 森
俊 雄 , 中 川 基 人 , 佐 藤 道 夫 , 阿 部 令 彦
食 道 癌 術 後 水 分 施 解 質 変 動 と 内 分 泌 動 態
第 9 1 回 Π 本 夕 仟 斗 学 会 , 京 都 , 平 成  3 年 4 円  9  - 1 0 U
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. 北川雄光,安藤暢敏,上田政和,篠沢洋太郎,大作昌義,清水信義,阿部令彦
食道局平癌上皮の遠隔臓器転移予測因子としての癌遺伝子血t-2,hist-1の脚隔
一剖検例による検討一
第91回日本外科学会,京都,平成3年4月9 -10Π
Aikawa N, shinozawa Y, okusawa s, wakabayashi G
(symposi山n) Multゆle m'gan fai1山'e in burns; etio]ogy and management
Lausanne lntemational congress on Burns,1'ausanne, June 25-28,1991
森俊雄,篠沢洋太郎,安藤暢敏,大作昌義,横田昌明,長島敦,愛甲聡,北川
雛光,佐藤道夫,中川基人,阿部令彦
新しいマーカーによる食道癌術後凝周線溶状態の検討
第38山1日木消化器夕仟斗学会,束京,平成3年7 打Ⅱ・12日
森俊雄,安藤暢敏,篠澤洋太郎,長島敦,横山昌明,大作昌裟,北川雄光,愛
1千1聡,ヰU11基人,佐藤道夫,阿部令彦
高齢者食道癌患老における周術期管理の問題点
第28回日本外科代謝栄養学会,仙台,、1ι成3年7j]17-19日
Nakagawa M, Ando N, shinozawa Y, Aiko s, Kitagawa Y, Mori T, sato M,
Ⅱ祀da Y,1mazu Y, Tamura A, Kitajima M
Cis-diamminedichloroplatinum (CDDP) and 5-Fluor0Ⅲ・aCⅡ(5-FU)加 the
れ'eatment of advanced squamous ceⅡ CaTdnoma of esophagus
The 7th congress of The ]apanese section of The lsDE, Tokyo, sep.20,
1991
中川基人,篠沢洋太郎,安際1暢敏,愛甲聡,北川雄光,森俊難,佐藤道夫
食道癌根治術後単球数変動と肺機能
第4回H木胸部外科学会,京都,平成3年10月2 -4 0
北川雄光,安藤暢敏,篠武洋太郎,森俊雄,愛甲聡,.・レ川基人,佐藤道大,落
合亮一,五t田糸屯三
肥満戀者における食道持沸3術期病態の1寺殊忰:第2縦,脂肪分布に基づく肥満
のタイプ
第441回Π本胸部外科学会,京都,平成3年10lj2 -4 U
森俊姉,篠沢洋太郎,安藤暢敏,愛半聡,北川雄光,小川は人,佐藤道大,池
田佳史,田村'明彦,今津嘉宏,市東昌也,相川直樹,北島政樹
重度侵襲患者におけるハイドロオキシラジカル(・OH)
・一測定法と腰床的意峩・ー
第191司Π本救急医学会,束京,平成 3年1υ126-28日
Takuma K, Aikawa N, shinozawa Y, Hori s,1Shibiki K, Mtegi M, sasald J,
Hachiya s, sato M
E丘ects of cephalosporins on contaminated lUⅡ一thickness burn wound ; an ex・
Perimenta] study
The 6th lnteTnational society for Burn lnjuries confa'ence-1992, wailea, Feb
3 7, 1992
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A i k a w a  N ,  T a k u m a  K ,  s h i n o z a w a  Y ,  H o r i  s ,  s a s a l d  J , 1 S h i b i k i  K ,  H a c h i y a  s ,
S a t o  M
P h a r m a c o k i n e t i c s  o f  n e w  c e p h a l o s p o r i n ,  E I 0 0 7  i n  r a t s  w i t 1 1  f U 1 1 - t h i c k n e s s
b u r n s
T h e  6 t h  l n t e r n a t i o n a l s o d e t y  f o r  B u r n  l n j u r i e s  c o n f e r e n c e - 1 9 9 2 ,  w a i l e a ,  F e b
3 - フ , 1 9 9 2
.
北 川 雄 光 , 安 藤 暢 敏 , 上 田 政 和 , 篠 沢 洋 太 郎 , 愛 甲 聡 , 森 俊 雄 , 中 川 基 人 , 佐
藤 道 夫 广 池 田 佳 史 , 今 津 嘉 宏 , 田 村 明 彦 , 北 島 政 樹
食 道 癌 に お け る 遺 伝 子 異 常 か ら み た 臨 床 腫 癌 学 的 特 性 と そ の 術 前 診 断 へ の 応 用
第 3 9 回 Π 本 消 化 器 外 科 学 会 , 判 1 戸 , 平 成 4 年 ・ 2 月 2 0 ・ 2 1 Π
安 ル 奈 1 陽 敏 , 小 沢 壮 治 , 愛 甲 聡 , 北 川 雄 光 , 森 俊 雄 , 中 川 某 人 , 佐 藤 道 夫 , 池 田
佳 史 , 今 津 嘉 宏 , 田 村 明 彦 , 篠 沢 洋 太 郎 , 北 島 政 樹
胸 部 食 道 焔 乎 術 術 中 偶 発 症 と そ の 対 策
第 1 8 回 H 木 腹 部 救 急 医 学 会 , 松 山 市 , 平 成 4 年 3 打  6  ・  7 Π
愛 甲 聡 , 安 藤 暢 敏 , 篠 沢 洋 太 郎 , 北 川 鮒 光 , 森 俊 雄 , 佐 藤 道 夫 , 中 川 基 人 , Ⅲ
村 明 彦 , 池 田 佳 史 , 今 津 嘉 宏 , 北 島 政 樹
P A F 受 容 休 括 抗 剤 投 与 に よ る 食 道 冉 建 胃 管 の 組 織 師 客 抑 制 効 果 に 関 す る 基 礎
的 検 討
群 円 2 1 旦 旧 本 外 科 学 会 , 東 京 , 平 成 4 1 r ■ 打 2 5 - 2 7 日
佐 藤 道 夫 , 安 藤 暢 敏 , 篠 沢 洋 太 郎 , 小 沢 壮 治 , 長 島 敦 , 北 川 雄 光 , 愛 甲 聡 , 森
俊 断 , 中 川 基 人 , 北 島 政 樹
培 養 細 胞 を 応 用 し た ハ イ プ リ ヅ ド 型 人 上 食 道 の 基 礎 的 検 討
第 9 2 回 日 木 外 科 学 会 , 東 京 , 平 成 4 年 3  打 2 5 - 2 7 H
吉 井 松 , 奥 沢 星 二 郎 , 北 野 光 秀 , " 井 L 敏 裕 , 長 島 敦 , 中 永 士 師 明 , 小 島 山 光 ,
鈴 木 裳 彦 , 伊 藤 努 , 川 熊 清 継 , 茂 木 正 寿 , 山 木 修 三 , 篠 沢 洋 太 郎 , 樹 川 1 占 樹
( シ ン ポ ジ ウ ム ) 条 削 災 告 時 の 熱 傷 診 療 体 制 の 問 題 点
ー イ ン ド 貨 物 船 火 災 の 熱 傷 患 者 治 療 経 験 を も と に ー ・
第 1 8 回 日 本 熱 傷 学 会 , 箱 根 , 平 成 4 年 5 月 7  ・  8 日
伊 ル 矧 青 治 , 堀 進 悟 , 相 川 直 樹 , 篠 沢 洋 太 郎 , 藤 島 油 太 郎 , ' 宮 田 義 之 , 並 木 淳 ,
太 田 晃 ・ , 田 代 博 一 , 小 泉 淳 , 佐 々 木 淳 一 , 平 田 俊 弥
T Ⅱ t  T a b l e  T e s t  に て  A d a m s - s t o k e S  発 作 を 、 1 1 i 現 し 得 た  V a s o v a g a ]  s y n c o p e  の
・ 一 仞 1
第 3 3 回 日 本 救 急 医 学 会 関 束 地 方 会 , 東 京 , 〒 成 4 年 6 打 2 7 Π
安 藤 暢 敏 , 小 浮 壮 治 , 小 川 基 人 , 佐 藤 道 夫 , 池 Ⅱ 什 上 史 , 今 津 語 宏 , Ⅱ 1 村 明 彦 ,
篠 沢 洋 太 郎 , 上 田 政 和 , 北 島 政 樹
パ ネ ル デ ィ ス カ ヅ シ ョ ン 「 締 小 丁 ・ 術 」 非 開 胸 抜 去 法 に よ る 胸 部 食 道 癌 に 刈 す る
縮 小 乎 術
第 3 0 回 日 木 癌 治 療 学 会 , 東 京 , 平 成 4 午 9  打 1 6 - 1 8 日
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. 佐々木淳一,堀進悟,篠沢洋太郎,藤島清太郎,田代博',平則俊弥,11υⅢ画
樹,堀川宗之
心タンポナーデにおける拡張朔血圧・呼吸性変動の検討
第40回凡本心臓病学会,高松市,平成4年10打15-17H
堀進悟,篠沢洋太郎,喋島油太郎,田代博一,佐々木淳',平田俊弥,相川値樹
TiⅡTableTestの負荷時冏と陽竹j事:失神の発症日における検討
第40回日本心}廠病学会,商松,平成4年10jJ15-17Π
今津島宏,篠沢洋太郎,安膝暢敏,佐藤道夫,中川基人,池田佳史,田村明彦,
篠崎浩治,辻塚・一亊,寺木能生,北島政樹
本邦報告最高齢の食道破製
第19回日本腹部救急医学会,Ⅱ_1形市,平成4年10打22・23H
平田俊弥J屈進悟,篠沢洋人郎,藤島清太郎,宮田共之,太田児・',田代博一,
小泉淳,安心心都Ⅱ彦,佐々木淳一,相川直樹
急十■心筋櫻塞の初期治療における硝酸イソソルビドスプレーqsDNスプレー)
の効果
第20回日木救急医学会,盛岡,平成44rl0打29-31H
宮田義之,篠沢洋太郎,堀進悟,際島油太郎,並木淳,太山晃一,樹代博',
小泉淳,安心院康彦,佐々木淳・,平田俊弥,相川直樹
墜落外傷に関する肌床的検討
・-1njury severity scorei平価を中心としてー
第20回H本救急医学会,盛岡,平成4年10打29-31日
際島沽太郎,佐々木淳一,篠沢洋太郎,田熊沽継,加1進悟,宮W峩之,並人淳,
太田晃一,田代博一,小泉淳,安心院康彦,平W俊弥,相川心樹
舗Ⅲ獅感染症患者の血液中および局所感染巣における好中球遊疋因子1址erleu・
kin-8 測定の意義
第201回H本救急、医学会,盛岡,平成 4年10冴29-31日
小泉淳,篠沢H勺!く郎,堀進悟,藤島清太郎,宮'Ⅱ行島之,太田児・,田代博・・,
安心1浣康彦,平田俊弥,佐々木淳一・,相川伯1吋
交質臓器よりの急性fⅡ血に対するエピネフりンを使用した築理学的述択的塞枠
術の有用性
第20回Π本救急、医学会,盛岡,平成 4午10河29-31U
太田児一,堀進悟,篠沢洋人郎,藤島清太郎,宮田渡之,並木淳,田代博・,
小泉浮,安心院康彦,佐々木淳・ー,平田俊弥,相川直樹,棚橋祀夫,福内姑男
恥何が剛算沓超急十僻甥の病態に丘一1β,TNFαは関与しているか?
第20回日木救急医ツ.会,盛岡,平成4年10打29-31Π
田代博一,堀進悟,篠沢洋太郎,眉郡誥清太郎,宮田義之,太田児一,小泉丹,
安心院康彦,佐々人淳一,平田俊弥,相川1白オ肘
DOA蕪牛イ列における血液検舎データの検討
一原因広戀,心肺停止時開,予後との関係一
第20回日本救急医学会,盛岡,平成4年10月29-31
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太 田 晃 ' , 宮 田 義 之 , 堀 進 悟 , 篠 υ U 羊 太 郎 , ル 釘 翁 渚 太 郎 , 舳 木 淳 , 小 泉 淳 , 何
偉 傑 , 安 心 院 康 彦 , 今 枝 博 之 , 佐 々 木 淳 一 ・ , 平 田 俊 弥 , 相 川 直 樹
頸 椎 頸 舳 損 傷 ・ び ま ん 十 " 例 損 儁 に よ る n e a r D O A の ・ 一 例
第 7 回 救 命 救 急 氏 . 療 研 究 会 , 東 京 , 平 成 4 年 I U ] 2 8 Π
I k e d a  Y ,  A n d o  N ,  o z a w a  s ,  K i t a g a w a  Y ,  N a k a g a w a  M ,  s a t o  M , 1 m a z u  Y ,
T a m u r a  A ,  s h i n o z a w a  Y ,  u e d a  M ,  K 北 a j i m a
S i g n i f i c a n c e  o f  E r b - B  a n d  i n t - 2 / h s t - 1  0 n c o g e n e  a m p l i f i c a t i o n  o n  c h o i c e  o f
S u r g i c a l t r e a t m e n t s  f o r  s u p e r f i c i a l  e s o p h a g e a l  c a n c e r  p a t i e n t s
T 1 1 e  8 U 〕  c o n g r e s s  o f  t h e  J a p a n e s e  s e c t i o n  o f  t h e  l s D E ,  s e n d a i ,  N O V . 2 8 ,
1 9 9 2
仇 々 木 淳 ・ ー , 篠 沢 洋 太 郎 , 田 熊 消 継 , 堀 進 悟 , 際 島 消 太 郎 , 宮 田 義 之 , 太 田 晃
, 小 泉 淳 , 安 心 心 謝 i 彦 , 今 枝 博 之 , 平 田 俊 弥 , 相 川 池 オ 對
外 国 よ り 搬 入 さ れ た 広 範 囲 熱 傷 , 電 撃 傷 に お け る 治 療 上 の n 打 題 , 点
第  1 1 可 口 木 熱 傷 学 会 関 東 地 力 会 , 東 京 , 平 成 5 年 1 珂 1 6 日
, ・ レ 川 基 人 , 篠 沢 洋 人 郎 , 安 藤 暢 敏 , 小 澤 壮 治 , 佐 藤 道 夫 , 池 田 佳 史 , 今 津 嘉 宏 ,
田 村 明 彦 , 北 島 政 樹
食 道 抑 洲 噺 妾 半 球 数 の 変 動 と 肺 機 能 ・ 血 中 サ イ ト カ イ ン 濃 度 と の 関 連 一
第 4 H 旦 1 日 木 消 化 器 外 科 , 御 i i , 平 成  5  介 ・ 2 j ] 1 8  ・ 1 9 日
池 田 佳 史 , 安 藤 暢 敏 , 小 浮 壮 治 , 佐 藤 道 夫 , 中 川 基 人 , 今 津 嘉 宏 , 田 村 明 彦 ,
篠 崎 浩 治 , 辻 塚 ・ 一 幸 , 上 田 政 和 , 篠 沢 洋 太 郎 , 北 島 政 樹
食 道 表 剤 癌 に お け る 掘 遺 伝 子 C - e r b B , i n t - 2 / h s t - 1 の 晦 床 的 愆 義
第 4 1 1 川 Π 本 消 化 器 外 科 , 神 戸 , 平 成  5 年 2 j 1 1 8 ・ 1 9 日
A i k a w a  N ,  s h i n o z a w a  Y
A u t o d e s t r u c t i v e  r e s p o n s e s  c a u s i n g  p o s t b u r n  o l g a n  f a i l u r e ;  m e c h a n i s m s  a n d
m a n a g e m e n t
P a n  p a c i f i c  R e g i o n a l  M e e t i n g  o f  t h e  l s B I ,  F e b . 2 2  2 6 , 1 9 船
T a k u m a  K ,  A i k a w a  N ,  s h i n 叱 a w a  Y ,  H o r i  s ,  s a s a k i J , 1 S h i b Ⅱ d  K ,  H a c h i y a  s ,
S a t o  M
M e c h a n i s m  o f  t h e  p e n e t r a t i o n  o f  i n t r a v e n o u s l y  a d n l i n i s t e r e d  a n t i b i o t i c s  i n t o
t h e  b u r n e d  t i s s u e
P a n  p a c i f i c  R e g i o n a l  M e e t i n g  o f  t h e  l s B I ,  F e l 〕 . 2 2  - 2 6 , 1 9 暢
佐 々 木 淳 一 , 篠 沢 汗 人 郎 , 堀 進 恬 , 心 島 沽 太 郎 , 五 1 棲 一 ・ 屶 , 小 泉 淳 , 安 心 院
康 彦 , 今 枝 博 之 , 関 敦 仁 , 平 田 俊 弥 , 鈴 木 昌 , 相 川 直 樹
小 腸 ・ 結 鵬 刺 創 を 合 併 し た 下 大 前 州 k ・ 左 総 腸 骨 卸 脈 刺 創 の 一 救 命 例
第 3 5 回 日 木 救 急 医 学 会 関 東 地 方 会 , 平 成 年 打
石 後 岡 止 弘 , 安 ル 剰 場 敏 , 小 澤 壮 治 , イ ノ 訂 妖 道 夫 , 今 津 嘉 宏 , 池 Ⅱ 1 佳 史 , 田 村 明 彦 ,
篠 崎 浩 治 , 辻 塚 ・ 一 平 , 北 島 政 樹 , 篠 沢 汗 太 郎
再 建 経 路 か ら み た 食 道 蕪 術 後 の 心 肺 動 態
第 4 6 1 引 日 本 胸 剖 砂 卜 科 学 会 , 札 幌 市 , 平 ヲ 曵  5 年 1 0 j 1 5  - 7 日
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. Tak山]〕a K, AiRawa N, shinozawa Y, Hori s, sasakiJ, Hachiya s, sato M
Mechanism of elevated leve]s of EI07フ, a new cephalosporin, in burned rat
eschar
3鋤'd lnterscience conference on Antimicrobia] Agents and chemotherapy
(1CAAC), New orleans, oct.17 20, 1993
佐々木淳・,堀進悟,筱υ、N羊太郎,藤工b沽太郎,五十棲・一男,小泉淳,安心院
康彦,今枝博之,関敦仁,田熊沽継,平1_"俊弥,鈴人昌,相j1Ⅲ卦射
救急重症恕、者における血圧・呼吸性変動の検討一心タンポナーデの特徴一
第21回日本救急医学会,広島,平成影中Ⅱ打
佐々木淳',堀進悟,篠沢汗太郎,膝島油太郎,田熊清継,1H川直樹,須永美
奈f,佐々人止,平井正明
救急外来におけるバイタルサインの多チャソネル迎制'己録の試み
鮮党1山1日本救急医学会,ルU島,平成5年・H月
五 1'棲ーリ},篠沢洋太郎,則進悟,藤島沽太郎,小泉淳,安心拶附{彦,関牧仁,
◇枝博之,佐々木淳一,平田俊弥,相川世け封
脳出血における超急*吋翊血圧変動と血憾量
第21回日本救急除学会,広島,平成5年11jl
今枝博と,篠沢洋太郎,堀巡悟,田代愽一,藤島清太郎,五川妻・一屶,小泉淳,
安心院康彦,関敦仁,佐々木浮一,平田俊弥,相川1■樹
救急搬入恋名・におけるⅡⅣ・やgastrin, secreun 値の検討
第21同日水救急医学会,広島,平成5年1リ1
木村裕と,五十棲一男,田熊沽継,松山眞千,関敦仁,小泉淳,際島沽人郎,
堀進悟,篠沢祥太郎,相川直樹,重田汗介,三浦総一・郎,十:屋邪1¥
Fitz-Hugh-curtis syndTome の 4 例
第22師1日本腹部救急氏学会,庁に塚市,・平成6年3月10・ⅡΠ
田熊淌継,相川皿叶封,篠澤洋人郎,堀逝悟,佐々木淳一,佐ル捌跳,八谷滋
ラヅトⅢ度熱傷創へのセフェム剤の移行性とメカニズムの検剖
第68回Π人感染症学会,長崎,平成6年4打
松山眞千,篠沢洋太郎,堀進悟,藤島消太郎,五十'棲一屶,小泉淳,関敕仁,
田n凱宵継,木村裕之,相川直樹,六則・一成,荻野雅宏,小林止人,戸谷重雄
失語及び不穏症状で発症しブにduralAVFの 1例
第51回利1経救急、研究会,東京,平成6年5月14Π
佐々木淳・・・,行岡哲男,田熊清継,六井宏,茂人止メi,篠沢洋人郎,相川正井吋,
Ⅱ_1本修三
弐村牙直後の局所冷却の実施率および冷却時間に関する調査価究
第20回Π本熱傷学会,槌浜,平成 6イr5 打26・27日
Ⅱ地戰青継,堀進悟,佐々木淳一',篠沢祥太郎,藤島沽太部,小泉淳,松111真千,
野川炭,木村裕之,鈴木昌,相川適樹
多チャンネル連統記録による心所側深生(CPR)の有効性の評価
第5回日人廊床モニター学会,札幌,平成6年6月3・4日
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S a s a l d  J ,  F u j i s h i m a  s ,  s h i n o z a w a  Y ,  H o r i  s ,  T a k u m a  K ,  o k u s a w a  s ,  Y o s h H  H ,
M o t e g i  M ,  Y a m a m o t o  s .  A Ⅱ 麹 W a  N
I n t e r l e i R m - 8  ] n  b u r n  i n j u r i e s
9 t h  c o n 即 ' e s s  o f  t h e  l s B I ,  p a r i s ,  J u n e  2 7 - J u l y  l , 1 9 9 4
S a t o  M ,  H a c h i y a  s ,  T a k u m a  K ,  s h i n o z a w a  Y ,  H o r i  s ,  A i k a w a  N
P r o m i n e n t  e 丘 e c t s  o f  a  n o v e l  a n t i p s e u d o n w n a l  c e p h a l o s p o r i n ,  c e f c l i d i n  o n  f u ] 1 -
U l i c R n e s s  b u r n  w o u n d  s e p s i s :  p r e v e n t i o n  o f  p s e u d o m o n a s  i n f e c t i o n  a n d
P e n e t r a t i o n  i n t o  d 〕 e  e s c h a r  i n  r a t s
9 t h  c o n g r e s s  o f  t h e  l s B I ,  p a r i s ,  J u n e  2 7 - J u l y  l , 1 9 9 4
1 ' a k u m a  K ,  A i k a w a  N ,  s h i n o z a w a  Y ,  H o r i  s ,  s a s a l d  J ,  H a d 〕 i y a  s ,  s a t o  M
M e c h a n i s m  o f  t h e  p e n e 打 a t i o n  o f  i n t r a v e n o u s l y  a d m ] n i s t e r e d  a n t i b i o t i c s  i n t o
b u r n  e s c h a r
9 t h  c o n g r e s s  o l t l ] e  l s B I ,  p a T i s ,  J u n e  2 7 - J u l y  l , 1 9 9 4
T a k u m a  K ,  A i k a w a  N ,  s h i n o z a w a  Y ,  H O Y i  s ,  s a s a ] く i J ,  H a c h i y a  s ,  s a t o  M
A n t i s e p t i c  e 丘 e c t s  o f i n h ' a v e n o u s l y  a d m i n i s t a ' e d  E I 0 7 フ ( a  n e w  c e p h a l o s p o r i n )
i n  c o n t a m i n a t e d  f U 1 1 - t h i c I く n e s s  b 磁 ' n  w o u n d
9 t h  c o n g r e s s  o f  t h e  l s B I ,  p a r i s ,  J u n e  2 7 - J u l y  l ,  1 9 9 4
K o i z u m i J , 1 Z u t s u  M ,  o h a s h i M ,  T s u y u k i A ,  T a k u m a  K ,  s h i n o z a w a  Y ,  H o r i s ,
H i r a m a t s u  K ,  A i k a w a  N
E v a l u a t i o n  o f  e ] e C 廿 i c  i n j u r y  b y  m a g n e t i c  r e s o n a n c e  i m a g i n g  ( M R I ) :  a n  e x ・
P e r i m e n t a l  s t u d y
9 t h  c o n 即 ' e s s  o f  t h e  l s B I ,  p a r i s ,  J u n e  2 7 - J u l y  l , 1 9 9 4
鈴 木 昌 , 篠 澤 洋 人 郎 , 堀 進 悟 , 藤 島 清 太 郎 , 野 川 茂 , 田 熊 沽 継 , 左 合 正 j 司 , 木
村 裕 之 , 大 木 貴 博 , 相 川 直 樹
凹 院 に お け る 心 肺 航 生 術 放 棄 の 塒 剛 的 基 準 ; 妹 生 症 例 の 自 d 心 拍 再 開 迄 に 要 し
た 時 剛 か ら の 検 討
第 9 回 Π 本 救 命 医 療 研 究 会 , 平 成 6 午 9 打 1 7 H
T a k u l n a  K ,  A i k a w a  N ,  s h i n o z a w a  Y ,  H o r i  s ,  s a s a k i J ,  H a c h i y a  s ,  s a t o  M
C a u l e t e r  r e l a t e d  s e p s i s  l n  b 山 ' n s  :  a n  a n i m a l  m o d e l  a n d  t h e  p r e v e n t i v e  e H e c t s  o f
n e w  c e p h a l o s p o r i n  E I 0 7 フ
3 4 t h  l c A A C ,  o r l a n d o ,  o d . 4 7 , 1 9 9 4
人 村 裕 之 , 篠 沢 洋 太 郎 , 野 川 茂 , 鈴 木 昌 , Π ゆ 巳 清 継 , 松 山 真 千 , 小 泉 淳 , 際 島
冶 太 郎 , 堀 進 悟 , 村 1 川 心 1 樹
食 道 静 脈 瘤 便 化 療 法 用 チ ュ ー ブ に て 摘 出 可 能 で あ っ た 巨 大 魚 骨 食 道 異 物 の 一 例
第 2 2 回 日 本 救 急 医 学 会 , 東 京 , 平 成 6 年 Ⅱ 打  3  - 5 日
d 》 喫 i 亨 , 篠 沢 洋 太 郎 , 堀 進 悟 , 際 島 沽 人 郎 , 松 山 真 千 , 野 川 茂 , 円 熊 清 継 , 木
村 裕 之 , 相 川 直 樹 , 鈴 木 催 ' , ガ ◆ 観 陛 , 谷 木 仲 弘 , 大 橘 正 次 郎
電 雌 傷 モ デ ル に お け る M R 1 の 実 験 的 研 究 一 第 二 撮 一
第 2 2 1 戸 1 Π 人 救 急 医 学 会 , 東 京 , 平 成  6 年 Ⅱ j 」  3  - 5 日
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. 藤島清太郎,佐々木淳一,篠沢洋太郎,堀進悟,小泉淳,松山貞千,野川茂,
田熊清継,人村裕之,鈴木昌,相川直樹
Jド心原性非感染性川j水肺への lnterluldn(1L)-8 の関与
第22回日本救急倹.学会,東京,平成6年1けj3 -5 Π
鈴木昌,堀進悟,篠沢洋太郎,藤島j沽太郎,小泉淳,松山,1千,野川茂,田熊
沽継,木村裕之,相川辿1封
蕪牛後心屯図のQtc~心肺停止後,自d心拍再開1侍の12誘導心電図における
QtC の検討
第22回U本救急氏学会,東京,平成6午11打 3 -5日
野川茂,堀進悟,小泉淳,篠沢洋太郎,藤島清太郎,松Ⅱ_1真千,Ⅱ1熊清継,木
村裕之,鈴木昌,扣川心樹
発症時に1喉頭捧雫を呈した橋出血2例の検討
第22回日本救急医学会,東京,平成6年Ⅱ月3 -5日
佐々木淳一,篠沢洋太郎,堀近悟,藤島清太郎,小泉淳,松1_Ⅱ真千,野川茂,
田熊沽継,木村裕之,鈴木昌,相川遉樹
熱傷〒J明における活性酸索動態とシクロオキシゲネースインヒビター
第22N旧人救急医学会,東京,平成6年H月3 -5日
松山真千,堀進悟,篠沢洋太郎,心島油人郎,小泉淳,野川戊,旺ゆ盲沽継,左
合正周,木村裕之,鈴木昌,相川適樹
当院で発4 した院内救急恕、者188例の検討
第221田Π木救急医学会,柬京,平成6年Ⅱ月3 -5 Π
田熊清継,堀進悟,篠沢洋太郎,藤島清太郎,小泉涼,松1_U真千,野川茂,木
村裕之,佐々木淳一,鈴人昌,樹川直樹
接着JW電極を利用した救急心電図法(簡便法)における問題点
鮮児21・1日人救急医学会,東京,平成 6年11月3 -5日
藤島清太郎,佐々木淳一,篠沢洋太鄭,川熊清継,鈴木昌,堀進悟,相川偵樹
(シンポジウム)感染性SIRS症例における血中及び感染局所IL-8値の検討
第7回H本外科感染症研究会,千宮町打,十・成6年12打 2 U
江1-1Σ1ι介,山畑健,成毛聖夫,牙リ昜太郎,澤藤誠,川村卯文,加艇良・,小林
紘・,篠沢洋太郎,相川伯.樹
タH易性心破裂,心光破裂の 1例
芽狛3回H本胸訊ψ卜科学会関東中信越地方会,大宮,乎成7年2打25U
柴垣圭吾,木村裕之,篠澤洋太郎,加1進悟・,藤島沽太郎,野川炭,田熊沽継,
左介正周,大木貴博,鈴木昌,相川直樹
綿血性胖炎と鑑別が困噺であった釧腎腫揚のイ列
第38回日本救急医学会俣川U也ノj会,東京,平成7年2 打25日
Aikawa N, Fujishima s, sasald J, Tak山na K, shinozawa Y, Hori s
Inter]eukin-8 in burns : bi010gy and clinical significance
Advances in wound heaHng, burn cm'e and in{ection contr01, Maui. March 6-
]0, 1995
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T a k u m a  K ,  A i k a 凡 V a  N ,  s h i n o z a w a  Y ,  H o r i s ,  F u j i s h i m a  s ,  s a s a k i J ,  H a c h i y a  s ,
S a t o  M ,  M u n a k a t a  K
D e v e l o p m e n t  o f  a n  a n i m a l  m o d e l  o f  c a t h e t e r  r e l a t e d  s e p s i s  i n  b 山 ' n
A d v a n c e s  i n  w o u n d  h e a l i n g ,  b u m  c a r e  a n d  i n f e c t i o n  c o n h ' 0 1 ,  N l a u i .  M a r c h  6
1 0 , 1 併 賜
小 泉 淳 , 井 僻 川 老 , 乎 松 京 一 ・ , 篠 沢 洋 太 部 , 木 村 裕 之 , Ⅱ 地 墫 青 継 , 相 川 祀 井 封
艘 部 救 急 、 疾 態 、 に お け る  h e H c a ]  C T  の 応 用
第 2 4 阿 Π 本 腰 部 救 急 医 学 会 , 前 橋 市 , 平 成 7 年 3  河 1 6 ・ 1 7 Π
T a k u m a  K ,  A i k a w a  N ,  s h i n o z a w a  Y ,  H o r i s ,  F u j i s h i m a  s ,  s a s a k i J ,  H a c h i y a  s ,
S a t o  M ,  M u n a k a t a  K
C a u 〕 e t e r  T e l a t e d  s e p s i s  ( C R S )  i n  b u r n s  : r e l a t i o n  o f  b a d e r i a l  c o u n t s  i n  w o u n d s
a n d  d e v e l o p m e n t  o f  c R S
3 5 t h  l c A A C ,  s a n  F r a n c i s c o ,
野 1 崎 博 之 , 田 熊 沽 継 , 木 村 裕 之 , 大 木 貴 博 , 鈴 木 昌 , 堀 進 悟 , 篠 沢 洋 太 郎 , 藤
島 清 太 郎 , 左 合 正 P , 1 , 相 川 直 樹
超 急 十 " 川  P r a l i d o x i m e ( P A M ) 投 ケ ' カ ミ 皆 効 し 九 サ リ ン 司 ・ リ 1 i の  H 列
群 党 9 回 U 本 救 急 医 学 会 関 束 地 力 会 , 樹 浜 , 〒 ・ 成 7 年 7 門  8 日
佐 々 木 淳 一 , 鈴 木 昌 , 蠏 進 賠 , 篠 沢 汗 太 郎 , 藤 島 清 太 郎 , 劉 噛 奇 博 と , 人 1 ず 俗 之 ,
後 藤 和 宏 , 副 島 京 f , 相 川 直 樹 , 黒 田 直 人 , 柳 田 純
心 肺 停 Ⅱ _ ( C P A ) の 原 因 一 臨 床 診 断 と 制 検 念 断 の 比 較
第 1 0 回 日 本 救 命 医 療 研 究 会 , 札 幌 , 平 成 7 年 9 j } 2 日
木 村 裕 之 , 篠 澤 洋 人 郎 , 田 熊 沽 継 , 佐 々 木 淳 一 , 石 井 裕 正
ラ ウ ン ド テ ー ブ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン  P 消 化 管 出 血 と 内 視 鏡 」 町 院 に お け る 上 部
消 化 管 川 血 に 対 す る 内 視 鏡 止 血
第 2 5 和 1 Π 本 腹 部 救 急 f 秀 γ 会 , 平 成 7 年 9 月 7  ・  8 日
川 村 泰 治 , 小 泉 淳 , 獣 川 徳 造 , 横 山 久 朗 , 対 馬 義 人 , 片 山 通 茅 , 入 1 [ 敏 と , 加
地 辰 美 , 苧 野 正 一 、 , 篠 洋 洋 太 郎 , 堀 進 悟 , 相 川 直 樹
S p o n t a n e o u s  h e r n i a  o f  l i n e a  a l b a  の ・ ・ ・ イ 刎
第 3 H 0 1 Π 本 眠 学 放 牙 絲 泉 学 会 秋 剣 臨 時 大 会 , 平 成 7 q
藤 島 冶 太 郎 , 佐 々 木 淳 一 , 篠 沢 洋 太 郎 , 堀 進 悟 , 野 崎 博 之 , 木 村 裕 之 , 後 藤 利
宏 , 鈴 人 昌 , 相 川 i 直 樹
敗 l m 1 浦 丙 態 へ の ケ モ カ イ ン M I P - 1 α お よ び I L - 8  の 関 ケ
第 2 3 回 日 人 救 急 1 欠 学 会 , 福 岡 , 平 成  7  午 ・ 1 1 月 1 5 - 1 7 Π
係 束 , 堀 進 悟 , 仇 々 木 淳 一 , 篠 浮 件 太 郎 , 藤 島 沽 太 郎 , 野 崎 1 専 之 , 木 村 裕 之 . ,
後 藤 和 宏 , 鈴 木 昌 , 肝 Ⅲ 1 仙 1 樹
シ ー ト 電 極 に よ る 心 電 図 記 録 の n Ⅱ 題 点 と 対 策 ( 第 2 帷 ) ジ 屯 極 皮 j 阿 イ ン ピ ー
ダ ン ス の 検 制
第 2 3 回 日 人 救 急 医 学 会 , 福 岡 , 乎 成 7 年 H 月 1 5 - 1 7 H
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. 鈴木昌,堀進悟,人人貴",篠澤洋太郎,藤島沽太郎,野崎博之,人村裕と,
後藤利宏,佐々木淳一,係東,相川碓井吋
心田!111Π川後の12誘導心電図による頭纏内出血の予i則
第231田Π本救急、医学会,福岡,平成7年1けⅡ5-17日
Takunla K, Aikawa N, shin02awa Y, Horis, Fujishima s, sasald J, Hachiya s,
Sato M, Munakata K
Catheter related sepsis (CRS) in b山'ns; relation of bacterial counts in wound
and development of cRS
35th lcAAC, san Francisco, sep.17 -20,1995
人村裕と,篠沢洋太郎,堀進悟・,相川1画樹,ニ{浦総・一郎,石井裕正
パネルディスカッシ,ン「消化管と MOF」 Lゆ叩olysacchadde投与時および
訂律神経過剰刺激「1ケの消化管粘膜降腎と NOA成酵永・ET-1の変動
第23「川Π小:染巾治療氏学会,→り曵 8年1 打18-20H
佐々木淳一,篠沢洋太郎,1H熊清継,小牙U享,嚇進悟,喋'島油太郎,村1川直樹
凹院における1辻1紗傷症例の検討
第4 回日本熱仏夕学会関東地方会,平成8年1打20H
原内甲f,副島"六子,對"創導之,堀進悟,篠沢洋太郎j係島清太郎,木村裕之,
後際和宏,佐々木淳一,相川直樹
癒箪重積発作をきたした Leber病(ミトコンドリアDNA Ⅱ778点突然変異)
鮮H0回Π木救急医学会関束地ノj会,平成8年2門17日
人村裕之,篠澤洋太郎,佐々木淳一,相川値樹,樋「、νで,1、{ι瀬巌,三浦総・一郎,
イi井裕正
ラウンドテープルディスカヅション「AG(D)MLの成因と治療」急"1W1削摸
病変モデルにおける徴小循環障害の検討
第26回日本腹部救急氏学会,大垣11i,平成 8年3月14・15日
Sasald J, shinozawa Y, Hori s, Fujishima s, Takuma K, Aikawa N
The e丘ects o{ burn wound excision and/or cyclooxygenase inhⅡ〕itor on MDS,
eicosanoids, and lL-81evels in burned rats
28th Annual Meeting of American Bun〕 Association, Nashvi]1e, March 14・
17,1996
野崎博之,掘進慨・,篠沢洋太郎,心島清太郎,木村裕之,相川心樹
東京地卜鉄サリンⅢ件1赫列の臨床的検討
第371回Π本神経学会,埼上,平成8年
際島沽太郎,篠沢洋太郎,佐々木淳一,堀進悟,相川心樹
シンポジウム「熱傷とサイトカイン」熱傷病態への丘一8の関ケ
第22印1日本熱偽学会,平成 8年51j16・17H
小川将広,堀進悟,宮崎浩司,足立健,二三好俊・一郎,宮崎利休,小JⅢ捻,ル御島
油太郎,篠澤洋太郎,相川心樹
ショヅクと心確凶変化:その機序の検討
第Ur01日本 Shock 学会,福島,平成 8年5 打22日
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佐 々 木 淳 一 , 篠 沢 洋 太 郎 , j 絵 島 淌 太 部 ノ 側 進 悟 , 田 熊 清 継 , 士 居 i 下 和 , 長 島 敦 ,
北 野 光 秀 , 奥 沢 足 二 郎 , 吉 井 宏 , 茂 木 正 力 , 川 木 修 三 , 相 川 1 齡 吋
交 通 外 傷 患 、 者 に お け る 受 傷 初 期 サ イ ト カ イ ン の 検 討
第 1 0 回 H 木 外 傷 学 会 , 平 成 8 年 5  打 2 9 ・ 3 0 日
藤 島 清 人 郎 , 相 川 偵 樹 , 篠 沢 洋 太 郎 , 堀 進 悟 , 佐 々 木 淳 一
敗 血 症 感 、 者 に お け る 起 炎 菌 別 血 中 サ イ ト カ イ ン 伯 の 検 討
第 4 4 1 川 Π 本 化 学 療 法 学 会 , 平 成 8 年 5  打 3 1 日 , 6 月 1 1 ヨ
京 藤 宰 靈 , 小 泉 淳 , 小 南 公 人 , 田 村 泰 治 , 横 山 久 明 , 片 Ⅱ _ 1 通 草 , 対 ' 嶋 義 人 , 加
地 辰 美 , 草 野 ル ・ , 則 尾 弘 文 , 岡 木 健 , 川 上 正 人 , 岡 幽 芳 明 , 篠 洋 洋 太 郎 , 相
川 直 樹
パ ネ ル デ ィ ス カ ヅ シ , ン 「 腹 部 救 危 リ 矣 患 の 診 断 に お け る 鹸 近 の M E 機 器 の 広
用 と 知 見  d y n a m i c  h e Ⅱ C a l  c T  に よ る  a c t i v e  b l e e d i n g  の 診 断
第 2 7 回 日 木 腹 部 救 急 、 医 学 会 , 平 成 8 午 9  打  5  ・  6  U
T a k u m a  K ,  A i k a w a  N ,  s h i n o z a w a  Y ,  H o r i  s ,  s a s a k i  J ,  H a c h i y a  s ,  s a t o  M ,
M u n a k a t a  K
W o u n d  i n f e c t i o n  a n d  c a t h e t e r  r e l a t e d  s e p s i s  i n  b u r n s ; 山 ' o p h y ] a x i s  a n d
P e n e t r a t i o n  o f  a n t i b i o t i c s  m  t h e  f U 1 1 - t l 〕 i c I く n e s s  b u r n s
3 6 t h  l c A A C ,  N e w  o r l e a n s ,  s e p . 1 5  - 1 8 , 】 9 9 6
O t a n i  Y ,  K u m a i  K ,  K u b o t a  T , 1 S h i z u k a  H ,  H a y a s h i  N , 1 W a o  Y ,  K ] m u r a H ,
S h i n o z a w a  Y ,  A Ⅱ 報 W a  N ,  K i t a j i m a  M
S u r g i c a l  m a n a g e m e n t  o f  u p p e l '  g a s t r o i n t e s t i n a l  b ] e e d i n g
1 0 t h  A s i a n - p a c i f i c  c o n g r e s s  o f  G a s h ' o e n t e r 0 1 0 g y  . 7 t l 〕  A s i a n - p a c i f i c  c o n ・
g r e s s  o f  D i g e s t i v e  E n d o s c o p y ,  Y o k o h a m a ,  s e p . 1 9 - 2 3 , 1 9 9 6
藤 島 沽 太 郎 , 篠 沢 洋 太 郎 , 堀 進 悟 , 相 川 直 樹
A R D S の 病 態 と 治 療 : N 0 を は じ め と す る 最 近 の 基 礎 的 知 見
第 2 4 1 田 U 本 救 急 医 学 会 , 平 成 8 年 1 0 ガ
木 村 裕 之 , 篠 沢 汗 太 郎 , 佐 々 木 淳 一 , 堀 進 悟 , 藤 島 清 太 郎 , 野 崎 博 之 , 後 藤 利
宏 , 武 幽 英 孝 , 副 島 京 ・ f , 孫 東 , 側 川 1 血 樹 , 二 ξ 浦 総 一 郎 , 石 井 裕 正
当 院 救 急 訊 H こ お け る 胃 ・ 十 才 捌 陽 潰 傷 Ⅱ _ Ⅱ m に 対 す る 対 処 法
第 2 4 回 U 本 救 急 医 学 会 , 平 成 8 年 1 0 "
副 島 京 f , 堀 進 悟 , 篠 沢 洋 太 郎 , 藤 島 清 太 郎 , 武 田 英 孝 , 人 村 裕 と , 後 藤 和 宏 ,
佐 々 木 淳 ・ ・ ' , 相 川 心 1 吋
N e u r a Ⅱ y  M e d i a t e d s y n c o p e  の 原 因 は 交 感 神 経 の 亢 進 か ?
第 2 4 回 H 木 救 急 甑 学 会 , 平 成 8 イ ド 1 0 円
武 田 英 孝 , 堀 進 悟 , 篠 沢 洋 太 郎 , 藤 島 清 太 郎 , ポ 村 裕 之 , 1 麺 藤 和 宏 , 佐 々 木 浮
, 副 島 京 子 , 相 川 随 樹
め ま い を 主 訴 に 来 院 し た 恕 、 者 に お け る 年 代 別 分 布 お よ び 来 院 時 顕 部 C T 所 見 に
関 す る 検 討
第 2 4 1 可 H 本 救 急 医 学 会 , 平 成 8 ザ 1 0 打
.
.
.
.
.
.
.
.
. 野崎博之,武田英孝,梅山千香代,堀進悟,篠沢洋太郎,藤島沽人郎,木村裕
之,後藤和宏,佐々木淳一,副島京子,孫東,相川直樹
当院で経験した東京地下鉄サリン亊件症例の検討
小:イι村妾1年の時点で施行したアンケート調査結果を小心にー
第24回Π本救急誕学会,平成8年10打
旺預凱青継,北野光秀,士居正和,長島敦,奥沢星一_郎,吉井宏,茂木正寿,山
本修三,篠澤祥太郎,相川直樹
腰部外傷入院2202症例の受傷機転からみた損傷臓器の検討
第24回日本救急医学会,平成8年10村
鈴木昌,須藤至,小林健_ニ,加1瀬建一・,大木タ_計噂,篠洋洋太部,堀進悟,藤島
清太郎,相川直樹
心所偸嫌生術,・1・.止の時冏的基凖~航生恕、者の白d心拍再開までに要した時冏から
の検討
第241川日本救急医学会,平成8年10打
Takuma K, Aikawa N, YoshiiH, DoiM, Nagashima A, Kjtano M, okusawa s,
Motegi M, Yamamoto s, shinozawa Y, Yuldoka T
Bacteri010gical studies on microm'ganisms isolated from burned patients: a
report covering 1991~1995
Ist sino-Japanese lnternationa] symposium on suTgica11nfecuon, chongqing,
Od.20 22,1996
小村榮一,安藤暢敏,小澤壮治,石志紘,小棚坏"夫,竹内裕也,林浩二,篠沢
洋太郎,上田政和,北宮ψ舛吋
食道拙周術捌モデルとしての開胸開腰ラットを用いた】削箪害とステロイド投与
の検討
第971回Π人外科学会,京都,平成 9イ↑・4 打 9 一Ⅱ日
佐々木淳一・,心島清太部,篠沢洋太郎,Ⅱ険尉青継,堀進悟,相川漉樹
女〔道交IUI,受傷〒・」瑚における MIP-1α(macrophage inflammatory 皿'otein-1α)
の検討
第23回Π本熱侈yl^会,東京,・平成 9年5 打22・23日
佐々木淳一,篠澤洋人郎,田熊1寺継,茂木正好,山本修二1,相川i理樹
野i部外傷恕、者における神経内分泌免疫系変動と重症疫
第111川日本夕付易学会,東京,平成 9年5月29・30日
Takuma K, Aikawa N sh血Ozawa Y, Hori s, Hachiya s, sa加 M
Developlnent of ca壮〕eter related sepsis (CRS) and the 皿'eventive e丘ects of
Cefluprenam (CFLP) in bun〕ed rats
The 20th lnta'national congress of cl〕emotherapy, sydney, June29 July 3,
]997
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佐 々 木 淳 一 ・ , 篠 澤 洋 太 郎 , 木 村 裕 之 , 北 島 政 樹 , 相 川 直 樹
腹 部 救 急 、 疾 患 、 経 過 ヰ ・ , に お け る 一 酸 化 窒 素 動 態 と 主 要 臓 器 機 能
第 2 9 回 Π 木 腹 部 救 急 医 学 会 , 浦 安 市 , 平 成 9 年 9  河 H  ・ 1 2 H
佐 々 木 淳 一 , 木 村 裕 之 , 堀 進 悟 , 篠 沢 洋 太 郎 , 膝 島 清 太 郎 , 波 避 茂 , 副 島 j 京 子 ,
堀 U 崇 , 山 崎 元 靖 , 相 川 泊 二 樹 ,  v o l i n s k y F ,  c o n n  A
救 急 疾 患 、 の 同 際 比 岐 一 日 米 の 糊 捌 j 刑 大 学 病 院 に お け る 検 討 一
第 2 5 回 Π 木 救 急 医 学 会 , 東 京 , 平 成 9 年 Π 刃 2 6 - 2 8 日
田 n 尉 肖 耕 , 北 野 光 秀 , 吉 井 宏 , 奥 沢 星 二 郎 , 長 島 敦 , 士 居 正 和 , 村 山 剛 也 , 鵜
飼 勲 , 福 島 秀 起 , 茂 木 正 寿 , 山 本 修 三 , 篠 群 井 羊 太 郎 , 相 川 辿 樹
鈍 的 外 力 に よ る 上 腸 刷 映 損 傷 の 検 討
芽 党 5 師 1 Π 本 救 急 医 学 会 , 東 京 , 平 成 9 年 ・ 1 1 " 2 6 - 2 8 日
佐 々 木 淳 一 、 , 篠 沢 洋 太 郎 , 1 _ 映 斯 l i 継 , 木 村 裕 之 , 山 崎 元 靖 , 相 川 直 樹
熱 傷 創 構 築 保 持 に 対 す る ア ル ギ ニ ン ( A 熔 ) の 効 采
第 2 7 回 創 儁 治 癒 研 究 会 , 東 京 , 平 成 9 年 1 2 門  6 日
佐 々 木 淳 一 ・ , 篠 澤 洋 太 郎 , 堀 逝 恬 J 捺 島 消 太 郎 , 1 U 崎 元 姑 , 小 林 芳 夫 , 相 川 碓 井 肘
狛 、 1 . 治 療 を 喪 す る 患 者 に お け る 敗 血 症 起 炎 菌 と 死 亡 率 の 検 剖
第 1 0 回 日 人 外 科 感 染 症 研 究 会 , 東 京 , 平 成 9 午 1 2 上 Π 2 Π
中 村 榮 ・ , 安 藤 暢 敏 , 小 浮 壮 治 , 北 川 雄 光 , 小 初 坏 打 夫 , 竹 内 裕 也 , 林 浩 二 , 篠
沢 洋 太 鄭 , 上 田 政 和 , 北 島 政 樹
開 胸 開 艘 ラ ッ ト モ デ ル に お け る 丘 一 8  ( C I N C ) と 好 小 球 動 態 に 対 す る ス テ ロ イ
ド 投 ケ の 効 果
第 5 1 1 旦 1 日 本 消 化 排 外 科 学 会 , 東 京 , 平 成 1 0 年 2 J 、 1 1 9 ・ 2 0 H
堀 口 崇 , 堀 進 悟 , 篠 洋 洋 太 郎 , 心 島 清 太 鄭 , 木 村 裕 之 , 佐 々 木 淳 一 , 幟 山 雅 子 ,
高 月 披 司 , 鈴 木 昌 , 山 崎 元 靖 , 上 田 敏 彦 , 相 川 頂 樹
特 熨 な 血 行 動 態 と ブ シ ド ー シ ス を 呈 し た 外 傷 性 シ ョ ヅ ク の 1 例
第 1 3 1 回 U 本  S h o c k 学 会 , 旭 川 市 , 平 成 1 0 年
藤 島 砧 太 郎 , 巾 村 守 男 , 佐 々 木 淳 一 、 , 篠 沢 洋 太 郎 , 堀 進 悟 , 相 川 心 樹
( シ ソ ポ ジ ウ ム )  A R D S  と  M O D S  に お け る ケ モ カ イ ン の 役 割
第 2 5 回 Π 木 集 小 治 療 医 . 学 会 , 東 京 , ' F 成 1 0 年 3  打  5  - 7 日
S a s a ] d  J ,  s h i n o z a w a  Y ,  F u j i s l 〕 i m a  s ,  T a k u m a  K ,  Y a m a z a k i M ,  H o r i s ,  A i k a w a  N
C h e n 〕 o k i n e s  a n d  l n t e r ] e u I く i n  l o  l e v e l s  i n  p a t i e n t s  w i t h  i n l ] a l a t i o n  l n j u r y
3 0 t h  A n n u a l  M e e t i n g  o f  A n 〕 e r i c a n  B u r n  A s s o c i a t i o n ,  M a r c h  1 8 - 2 1 , 1 9 9 8
H o r i  s ,  s h i n o z a w a  Y ,  F u j i s h i m a  s ,  K i m u r a  H ,  H o r i g u c h i  T ,  s a s a l く i  J .  s u z u l d
M ,  Y a m a z a k i  M ,  H a m a o k i  M ,  K a t o  H ,  N a g a i  R ,  A i k a w a  N
V a l u e  o f i m m u n o a s s a y  o f s m o o t h - m u s d e  m y o s i n  h e a v y  c h a i n  i n  t h e  d i a g n o s i s
O f  a c u t e  a o r t i c  e m e r g e n c y
1 9 9 8  A n n u a l  M e e t i n g  o f  s o c i e t y  f o r  A c a d e m i c  E m e r g e n c y  M e d i c i n e , 1 9 9 8
.
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.
. 佐々人淳一,藤島滄太郎,篠沢洋太郎,山崎元靖,堀進悟,相川直樹
熱偽侵襲に対するサイトカイン産生抑制物質 qTE-607)の影磐(第1邦)
第24回日本熱傷学会,東京,平成10年5月13・14日
鈴木昌,則進悟,宮丘啼倫,篠澤洋太郎,藤島消太郎,木村裕之,波邉茂,佐々
木淳一,堀Π崇,局門誠司,山崎元姑,相川直樹,小林健_ニ
院外心引市機能停止恕、者の転帰~束京都内病院と地方州州i捕院との比較~
第 1回日本臨床救急医学会,介敷市,平成10年6 列 1・ 2日
鈴木昌,堀進悟,商河誠司,脳油j清太郎,宮武諭,木村裕之,機山乳子,堀口
崇,篠洋洋太郎,相川直樹
失神患者における24時闇血圧測定
第41可非観mⅡ杓循環動態モニター研究会,平成10仟 7打31Π
藤島油太郎,係東,相馬健一,篠沢洋太郎,堀迅悟,木本井谷之,横山雅・r,堀
口崇,高打誠司,鈴木昌,山崎元姑,関根和彦,宮武諭,三村啄也,相川直樹
(パネルディスカッション) SIRS, AL1患者の埀症度評価指標としての
APACHEⅢスコブ, pa02/FI02 比の検討
錦13回日本救命医療研究会,千里,平成10年9jΠ1日
Hori s, suzuki M, Takatsuki s, Horiguchi T, Yokoyama M, Kimira H,
Fujishima s, shinozawa Y, Aikawa N
Sudden death during bathing in Japan
Ist Asian confa、ence on Emergency Medidne, Mandarin singapore, october
22 25,1998
Takuma K, Aikawa N, shinozawa Y, Horis, Fujishima s, sasald J, MotegiM,
Hachiya s, satoh M
Mechanism of C誠heter re]ated sepsis (CRS) in bun〕S:Re]ation of bacterial
Counts in wounds and preventive e丘ects of systemic antibiotics
The loth congress of u〕e lnten〕ational society for Burn lnjuries, Jerusa】em,
Novemba'15, 1998
SasakiJ, Fujisl〕ima s, shinozawa Y, Takuma K, Yamazald M, Horis, Aikawa N
Cytoldne levels in patients wit]1 inhalalion injury
The loth congress of the lnternational society for Burn 11〕juries, Jerusalenl,
Nova]〕ber l-5,1998
鈴木目,,堀進悟,ポ村裕と,滞刀誠"」,宮武諭,篠洋汗太郎,藤島袖太郎,横
山雅f,堀1、叱共,三村啄也, HⅢ1直樹
入浴急、死の機序は失神か?
第26回Π本救急医学会,商松,平成10年1υⅡ2-14Π
鈴人昌,堀進悟,i窃ナ打波司,篠澤洋太郎,喋島沽太郎,人村裕之,横Π1卯子,
坂1Π崇,山崎尤姑,関根和彦,相川心樹
Acutecomnarysyndmme の診断における心筋トロポニンT迅速キットの右用性
第26同日本救急医学会,局松,乎成10年Ⅱ月12-14日
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藤 島 清 太 郎 , 中 村 守 男 , 堀 進 悟 , 篠 沢 洋 太 郎 , 相 川 直 樹
家 兎 急 性 1 姉 損 傷 モ デ ル に お け る 抗 l n t e r l e u k i n - 8 抗 体 の 治 療 効 果
第 2 6 回 日 木 救 急 医 学 会 , 高 松 , 平 成 1 0 年 Ⅱ 月 1 2 - 1 4 日
桜 i l _ " 雅 子 , 波 避 茂 , 篠 澤 洋 太 郎 , 堀 進 悟 , 峠 島 清 太 郎 , 木 村 裕 之 , 堀 口 崇 , 1 切
月 誠 司 , 鈴 木 昌 , 山 崎 元 靖 , 相 川 直 樹
救 急 外 来 に お け る 局 血 圧 性 脳 出 血 ( 被 殻 出 血 ・ 視 球 ) の 鼓 膜 温
第 2 6 回 乳 本 救 急 、 医 学 会 , 高 松 , 平 成 1 0 年 Ⅱ ナ 」 ] 2 - 1 4 日
佐 藤 悟 郎 , 木 村 裕 之 , 横 山 町 仁 f , 篠 沢 汗 太 郎 , 堀 進 慨 , 際 島 清 太 郎 , 堀 口 崇 ,
高 月 誠 司 , 鈴 木 昌 , 山 崎 尤 姑 , 相 川 値 樹
ア ル コ ー ル 性 て ん か ん に 対 す る 診 断 ス コ ブ の 捉 案
第 2 6 回 臼 人 救 急 医 学 会 , 高 松 , 平 成 1 0 年 1 1 打 1 2 - 1 4 Π
高 打 誠 司 , 堀 進 悟 , 宮 武 諭 , Ξ _ 三 村 琢 也 , 鈴 木 昌 , 堀 1 - 1 崇 , 横 1 1 1 雅 子 , 木 村 裕 之 ,
藤 島 油 太 郎 , 篠 洋 洋 太 郎 , 相 川 値 樹
突 然 死 と  Q T  d i s p e r s i o n
第 2 6 阿 Π 本 救 急 氏 学 会 , 局 松 , 平 成 1 0 件 1 1 打  1 2 - 1 4 日
堀 口 崇 , 小 林 正 人 , 堀 進 悟 , 篠 澤 洋 太 郎 , 藤 島 清 太 郎 , 木 村 裕 之 , 横 山 乳 子 ,
商 刀 誠 司 , 鈴 木 昌 , 山 崎 元 姑 , 相 川 直 樹
救 急 外 来 搬 入 直 後 の 屯 症 ク モ 膜 下 出 血 の 病 態 に 関 す る 検 討
第 2 樹 旦 1 Π 本 救 急 医 学 会 ,  1 高 松 , 平 成 1 0 年 Ⅱ 刀  1 2 - 1 4 Π
佐 々 木 淳 一 ・ ・ , 藤 島 清 太 郎 , 篠 沢 洋 太 郎 , 山 崎 元 姑 , 鈴 木 昌 , 関 根 和 彦 , 三 村 豚
也 , 宮 武 , 堀 進 悟 , 相 川 1 直 樹
気 道 熱 偽 受 傷 後 早 期 に お け る 名 種 ケ モ カ イ ン の 検 剥
第 2 6 回 日 本 救 急 医 学 会 , 商 松 , 乎 成 1 0 年 Ⅱ 打 1 2 - 1 4 日
T a k u m a  K ,  A i ] く a w a  N ,  Y o s h i i H ,  D o i M ,  N a g a s h i m a A ,  K i t a n o  M ,  o k u s a w a  s ,
M o t e 即  M ,  Y a m a m o t o  s ,  s h i n o z a w a  Y ,  Y u k i o k a  T
B a c t e r i 0 1 0 g i c a l  s t u d i e s  o n  m i c r o o r g a n i s m s  i s o l a t e d  h 、 o m  b u r n e d  p a t i e n t s
T h e  s e c o n d  s i n o - J a p a 1 祀 S e  l n t e r n a t i o n a l  s y m p o s i u m  o n  s u r g i c a 1 1 n f e c t i o n ,
N a ぴ o y a ,  D e c e m b e r  l o - 1 1 , 1 9 9 8
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經 一 2 ) - b ) 口 頭 発 表 ( 共 同 演 者 ) シ ン ポ . パ ネ ル ・ 一 般 演 題 . 示 説 ( 平 成 1 0 年 9 月 ~ )
1 . 太 田 良 雄 , 佐 ル 村 政 光 , 篠 洋 汗 太 郎 , 清 フ K 減 一 '
H y p a Ⅱ P i d e m i a  を 伴 っ た 急 十 ■ 榎 症 の  3  例
群 犯 2 回 日 木 腰 部 救 急 医 学 会 , 横 浜 , 平 成 Ⅱ 年 3 月 1 8 . 1 9 Π
2 .  s a s a k i J ,  F u j i s h i m a  s ,  s h i n o z a w a  Y ,  H o r i s ,  T a k u m a  K , 1 W a m 山 ' a  H , 1 n u s h i m a
K ,  A i k a w a  N
T h e  e 丘 e d  o f  c y t o ] d n e  m o d u l a t i o n  o n  s u r v i v a l i n  a  m u r i n e  m o d e l  o f  e n d o t o x e 、
m i a  a f t e r  b u r n  i n j u r y
3 1 S t  A n n u a l  M e e t i n g  o f  A m e n c a n  B u r n  A s s o d a t i o n ,  F l o r i d a ,  M a t c h  2 4  2 7 ,
1 9 9 9
3 伊藤規雛,太田良雄,佐藤敏光,篠澤洋太郎
仙台市救急医療の現状(収容時間60分以上事例の検討)
第13回東北救急医学会(第9回日本救急医学会東北地方会),仙台,平成H年
6 j119日
太田良雛,佐藤敏光,伊藤規雄,長谷川正志,篠澤洋太郎
心1削悩蕪生に・一老を提起した一症例
第3 回日本臨床救急医学会,東京,平成12年4月26・27日
野,地真奈美,高橋真弓,長谷川正志,佐藤敏光,篠澤洋太郎
クリティカルケアベッド(トライアダインTM)の効果の検討
~重症熱傷患者への使用経験を通して~
第26回日本梨寸牙学会,東京,平成12年6 打 1 -2 H
犯山元信,小沼武英,篠澤洋太郎,渋谷一誠,献崎孝彰
仙台市における救急搬送時冏短縮への試み
第14山1東北救急医学会,盛岡,斗り曵12年6jJ24H
佐藤敏光,伊藤規雄,太田良雄,篠澤洋太郎,長谷川正志,六洋正彦
意識のlh1復が遅れた薬物中毒のーイ列について
第14回束北救急医学会総会,盛岡,平成12年6 打24日
野地真奈美,高橋真弓,古尾恵.f,長谷川正',佐藤敏光,篠澤洋太郎
クリティカルケアベヅド(トライアダインTM)の効果の検討
~重症熱傷患者への使朋経験から~
宮城県救急、医療研究会第2回学術条会,占川市,〒成12年10月7Π
腔島敦子,佐藤敏光,塚本茂樹,佐藤雅栄,篠澤洋太郎,舟Ⅱ_1眞人
低電圧感電*故死の1例
第6 回日木熱傷学会東北地力会,仙台,平成12年Ⅱ月25日
Sasaki J, Fujishin〕a s, AO]d K, Hori s, shinozawa Y, Aikawa N
The cytokine modulation witl〕 sta'oids in a murine model ot sepsis a丘er bum
mJury
33rd Annua] Meeting of American Burn Association, Boston, AprⅡ 18-21,
200]
沼田真一,佐ル捌政光,奥山隆平,斎藤明子,1高橋和宏,小池熱,篠澤洋太郎
重症剣U易管理小に起きた低Na血症例に対する一芳察
第15回央北救急医学会総会,福島,平成13午6月16Π
佐喋敏光,笠島敦子,篠澤汗太郎
交感神経過緊張症状を呈しなかっ九破傷風の1例
第 4 回日本腺床救急医学会,名古屋,平成13年4 村26-28日
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小 池 燕 , 東 和 明 , 篠 澤 洋 太 郎 , 益 子 邦 洋 , 山 本 保 博
染 中 治 療 患 、 者 に お け る 血 県 ス ー パ ー 抗 原 の 検 出
第 4  回 宮 城 I C U 研 究 会 , 仙 台 , 平 成 1 3 年 7  打 2 1 日
山 崎 元 靖 , 淵 田 真 一 , 佐 藤 敏 光 , 奥 1 1 1 隆 平 、 , 斎 藤 明 子 , 高 橋 和 宏 , 小 池 越 , 篠
澤 洋 太 郎
重 症 熱 傷 管 理 中 に 起 き た 低 N a 血 症 例 に 対 す る ー ' ぢ 察
第 2 2 回 日 木 炎 症 ・ 再 生 医 学 会 , 平 成 1 3 年 7 月 2  Π
K o i k e  K ,  A i b o s h i  J ,  K u s h i m o t o  s ,  K o i d o  Y ,  K a w a i  M ,  s h i n o z a w a  Y ,
Y a m a m o t o  Y
M i c r o a l b u m i n u r i a  c o r N l a t e s  w i t h  e n d o t h e l i a l i n ] u r y  a n d  m U 1 1 ゆ l e  o t g a n  d y s ・
f u n c t i o n  i n  s u r g i c a l  p a t i e n t s
I n t e r n a t i o n a l  s u r g i c a l  w e e l く  1 S W 2 0 0 1 ,  A u g u s t  2 8 , 2 0 田
吉 尾 恵 子 , 菊 池 さ お り , 野 地 真 奈 美 , 長 谷 川 正 志 , 山 崎 元 姑 , 小 池 燕 , 篠 澤 洋
太 郎
東 北 大 学 医 学 部 剛 属 柄 院 に お け る 救 急 部 床 開 設 の 効 果
宮 城 県 救 急 医 ' 療 研 究 会 第 3  回 学 術 集 会 , 仙 台 , 十 成 1 3 年 9 打 2 9 日
渋 谷 和 彦 , 浦 英 樹 , 篠 洋 洋 太 郎 , 伊 愁 泰 籬 , 平 田 公
シ ン ポ ジ ウ ム 「 市 症 急 、 性 胖 炎 の 重 症 度 判 定 と 治 療 力 針 一 治 療 一 」
E B M に 基 づ く 急 性 胖 炎 の 外 科 治 療 お よ び 特 殊 治 療
第 3 7 1 川 日 本 腹 部 救 急 医 学 会 , 札 幌 , 平 成 1 3 年 9 月 1 3 , 1 4 日
木 村 裕 と , 関 桜 利 彦 , 船 曳 知 弘 , 葉 季 久 雛 , 青 木 兒 憲 , 相 川 直 樹 , 1 , 1 , 1 崎 兀 靖 ,
篠 沢 洋 太 郎
血 液 透 析 中 の 上 矧 " 削 ヒ 管 出 血 患 者 の 臨 床 像 の 検 討
第 3 7 回 U 本 腹 部 救 急 医 学 会 , 札 幌 , 平 成 1 3 午 9 月 B  ・ 1 4 日
山 崎 元 靖 , 塚 人 茂 樹 , 小 池 薫 , 篠 洋 洋 太 部
黙 Ⅱ 牙 患 、 者 に お け る 尿 中 8 - O H d G 変 動
第 2 9 山 1 Π 本 救 急 医 学 会 総 会 , 東 京 , 平 成 1 3 年 Ⅱ 月 7  - 9 日
小 池 燕 , 村 ・ 1 星 淳 一 , 山 崎 元 姑 , 塚 本 茂 樹 , 篠 洋 洋 太 郎
( ワ ー ク シ ョ ッ プ )  S I R S ・ s e p s i s ・ M O D S  の 実 験 モ デ ル : 過 去 と 未 来
第 2 9 回 日 本 救 急 阪 学 会 総 会 , 東 京 , 平 成 1 3 年 1 1 打  7  - 9 日
山 崎 元 姑 , 小 池 燕 , 江 島 豊 , 長 谷 j 川 難 一 ・ , 星 邦 彦 , 松 川 j " , 篠 澤 洋 太 郎
人 品 : 愉 液 を 余 儀 な く さ れ た 市 症 父 道 熱 傷 の 1 例
第 7  回 日 水 鼎 ゞ 牙 学 会 東 北 地 力 会 , 福 島 , 平 成 1 3 1 下 1 1 打 1 7 Π
小 池 燕 ,  i l f 山 竜 介 , 佐 藤 格 大 , 鈴 ポ 崇 生 , 山 崎 ル 姑 , 篠 澤 洋 太 郎 , 山 本 保 博
ワ ー ク シ ョ ッ プ 「 過 去  1 年 1 剖 に 起 こ っ た Ⅱ Π 列 検 証 」
' 宮 城 県 大 衡 村 の 工 場 爆 発 、 心 般 へ の 対 比 、
第  7 1 回 日 木 集 団 災 害 医 , 7 会 , 介 敷 市 , 平 成 1 4 年 ・ 2 j 」 2 7 ・ 2 8 H
N
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23 小池熱,吉田竜介,佐藤格火,鈴木崇生,山崎元姑,篠澤洋太郎,山本保博
シンポジウム「集中治療医学と細胞恬帳仏達」
集'・や治療医学と IL-18
第29同日本集中治療医学会,岡山,平成14年2 打28日一 3 打 2日
北村伸哉,関本美穂,桐山勢生,荒1_日快寿,泉順子,浦央樹,渋谷利彦,名郷
1臣樹,広田昌珍,真弓俊彦,古田吼針専,篠澤洋太郎,存打藤泰雄,平田公一
特別企画「急性胖炎の診療ガイドライン』
急性胖炎の薬物治療および栄養療法
第38印1日本艘部救急甑学会,下関市,平成14年3月21・220
小池燕,吉IU屯介,相星淳・・,クU占本成樹,小井・上雄一,山崎元姑,篠浮洋人
郎,Ⅱ_1本保博
熱傷悲、者における尿小アルブミン・クレアチニン比の測定
第102回日木外科学会,平成14年4jⅡ1-13H
1_Ⅱ崎元姑,吉尾忠子,高橋心季,長谷川正志,小池燕,篠洋洋太郎
当院における救急、部病室開設の効果一短朔経過観察床としての活用
第5同訂本臨床救急、透学会,東京,平成U年4 例25-27日
小池愈,相星浮一,山崎尤靖,篠澤洋太郎
シンポジウム「敗血症性シ,ツクの治療戦1略」
ホスフォリパーゼA2阻害薬による埀症敗血症治療の試み
第171回H本 Shodく学会,平成14年5月ⅡΠ
Ⅱ_1崎元婿,他井尚,塚本茂樹,大河内信弘,白根礼造, N_1川広・,小池燕,篠
澤洋太郎
原因不明の脳柚空を合併した多発外傷の1例
第16回東北救急、医学会,弘前市,平成14イr6 打
Ⅱ【畑佳篤,1_U崎j激両,坂野品司,森野・一真,遠峠智之,小池燕,篠漕井羊太郎
ワールドカヅプ救護研に対するAED使用訓練とその効果
第161回東北救急医学会,弘前市,平成14年6ナj
Koike K, Yamaza]d M, shinozawa Y, AiboshiJ
Recombinant human interleukin-1 a]PI〕a increases serum albumin, GC-
g]obulin, and alpha l-antitripsin levels in b磁、ned mice
11th lnternational sodety for BUTn ln]uries, August ]1-16,2002
述喋智と,鈴木目.幸,横山紘一,野村亮介,山崎元姑,小池魚,篠澤洋太郎
治療に鄭渋Lた感染性シ,ヅクのーイ列
第17回日木救命医療学会,和歌山,平成14イf9 打21H
野・村亮介,遠藤智之,関根和彦,小池燕,篠澤洋太郎
当院における急性薬物小両恋、者受け人れの現状と芳察
宮城県救急医療研究会第4山1学術条会,仙台,平成14年9打28日
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五 十 嵐 久 美 , 赤 山 佳 子 , 秋 元 久 恵 , 吉 尾 忠 子 , 長 谷 川 正 志 , 小 池 薫 , 篠 澤 洋 太 郎
薬 物 中 毒 患 者 の 回 復 期 に 肺 塞 栓 症 を 合 併 し た 症 例
宮 城 県 救 急 医 療 側 究 会 第 4 回 学 術 集 会 , 仙 台 , 平 成 1 4 年 9 月 2 8 日
遠 藤 智 之 , 荒 木 隆 夫 , 後 藤 敏 和 , 矢 作 友 保 , 川 島 祐 彦 , 白 壁 呂 当 , 竹 内 雅 治 ,
横 1 1 削 ξ 一 , 山 崎 元 靖 , 小 池 薫 , 篠 澤 洋 太 郎
肺 塞 栓 症 に 脳 ・ 左 腎 ・ 岬 梗 塞 を 合 併 し た 奇 異 性 塞 栓 症 の 一 例
第 3 0 回 日 本 救 急 医 学 会 , 札 幌 , 平 成 N 年 1 0 月 9  一 Ⅱ  H
山 崎 元 靖 , 遠 藤 智 之 , 塚 木 茂 樹 , 小 池 蕉 , 篠 澤 洋 太 郎
大 刑 ス タ ジ ア ム 内 化 学 災 害 に 対 す る 対 応 法
2 0 0 2 F I F A ワ ー ル ド カ ヅ プ サ ッ カ ー 宮 城 開 催 に お け る 危 機 管 理 机 上 田 噛 東 の
経 験 か ら
第 3 0 回 日 木 救 急 氏 学 会 , 札 幌 , 平 成 1 4 年 1 0 月 9  - H n
黄 大 海 , 篠 洋 洋 太 郎 , 小 池 燕 , 山 峪 元 靖 , 遠 緜 智 之 , 野 村 亮 介
E 丘 e c t s  o f  f r e e  r a d i c a l  s c a v e n g e r s  i n  t l ) e  a c u t e  p h a s e  o f  b u r n
第 3 0 回 日 本 救 急 医 学 会 , 札 幌 , 平 成 1 4 年 1 0 月 9  - 1 1 日
述 藤 智 之 , 對 , 村 亮 介 , 関 根 和 彦 , 小 池 燕 , 篠 浮 洋 太 郎
治 療 に 凱 渋 し た 気 道 熱 傷 の ・ ・ ' 例
第 8 回 Π 本 熱 傷 学 会 東 北 地 力 会 , 盛 岡 市 , 平 成 1 4 年 H 打  9 Π
小 池 燕 , 相 星 淳 ・ ・ , 野 卜 打 で 介 , 遠 喋 智 之 , 関 根 和 彦 , 篠 澤 洋 太 郎
重 症 感 染 症 に 対 す る ホ ス フ ォ リ パ ー ゼ A 2 阻 忠 薬 の 臨 床 試 験 の 動 向
鮮 Ⅱ 5 1 旦 1 Π 本 外 科 感 染 症 研 究 会 , 東 京 , 平 成 1 4 午 Ⅱ 月 2 9 Π
野 本 " 毛 介 , 遠 藤 智 之 , 関 根 和 彦 , 小 池 魚 , 篠 洋 洋 太 郎
巾 点 恋 、 者 初 診 時 の 意 識 レ ベ ル 判 定 の 意 義
第 1 7 回 日 木 中 H i 学 会 束 日 木 地 力 会 , 福 島 市 , 平 成 1 5 イ f l j 1 2 5 日
K o i k e  K ,  s h i n o z a w a  Y ,  s e l く i n e  K ,  E n d o  T ,  N o m 山 ' a  R ,  A i b o s h i J ,  Y a m a m o t o Y ,
0 1 く a d a  K ,  K a z u y a m a  Y
A  n ] u l t i p l e x  p o l y m e r a s e  c h a i n  r e a c t i o n  t e c h n i q u e  f o r  t l 〕 e  d e t e C 6 0 n  o f
m i c r o b i a l - s p e c i f i c  D N A  i n  a n  i n t e n s i v e  c a r e  u n i t  p o p u l a t i o n
3 2 n d  c r i t i c a ]  c a r e  c o n 即 ' e s s ,  J a n  2 8 - F e b  2 , 2 0 0 3
小 池 燕 , 岡 田 油 美 , 和 1 1 1 行 ル . , 篠 澤 洋 太 部 , 1 判 根 利 彦 , 遠 藤 智 之 , 野 村 死 介 ,
相 星 i 亨 ・ ・ ・ , 山 本 保 博
シ ン ポ ジ ウ ム 「 感 染 症 の 新 し い 診 断 法 と 汝 療 へ の 応 川 」
集 小 治 療 に お け る 感 染 起 炎 菌 迅 速 診 断 の 試 み
第 3 0 仰 1 日 本 リ ひ ・ 1 ・ ・ 治 療 学 会 , 札 幌 , 平 1 戍 1 5 年 2  j 1  4  - 6 日
遠 愁 智 之 , Ⅱ _ 1 峪 元 姑 , 野 村 亮 介 , 小 池 燕 , 篠 澤 洋 太 郎
肺 塞 栓 症 に 脳 ・ 左 腎 ・ 肝 梗 来 を 合 併 し た 奇 異 性 来 栓 症 の ・ 一 例
第 1 8 回  C r i t i c a l  c a r e  M e d i c i n e  剋 L 舌 会 , 艮 陵 会 館 , 平 成 1 5 午  2  打  1 3 日
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43 山崎元靖,野村亮介,遠藤智之,小池燕,篠洋洋太郎
(ワークショップ) FIFAワールドカップ宮城肝Ⅱ崔における染団災害・救急、医
療体制
第8回H本集団災害医学会,平成15年2ナ1
遠藤判之,篠洋洋太郎,小池戴,関根和彦,野村亮介,渋谷一誠
開業医に対するBLS'満習とそのアンケート結果から
第 6 回H本1翻床救急医学会,横浜,乎成15イF4 j」23・24日
小池'峨,相星淳',野・村亮介,遠藤智之,関根和彦,篠洋洋太郎
シンポジウム「シ,ツクと MODSの所規薬物療法の晦床成刷U
ホスフォリパーゼA2阻霄薬による多臓器不令治療の試み
第18地1日本 Shodく学会,東京,平成15年5 H I0目
関根和彦,藤陶,沽太郎,佐々人淳・,,小池燕,篠祥井羊人郎,遠藤智之,野村兄
介,相川直樹
熱傷負荷後セプシスモデルにおけるTM他サイトカインの動態
第18回日小; shodく学会,平成15年5 河 10目
関根和彦,藤島油太郎,佐々木丹一,小池燕,篠洋汗太郎,遠藤智之,野村亮
介,相川祀井封
熱傷マウスの肝組織小TMサイトカイン
錦'29匪1Π本熱傷学公,大阪,平成15イF 6j・1 5 ・ 6日
小池熱,吉田充罰{,大矢利彦,1_11本保博,篠澤洋太郎,尾崎承・ー
敗血症・多臓器不全患者における血中HMG1値測定の試み
第103山1日本外科学会,平成15年6 打 4 -6 H
速滕智之,篠澤洋太郎,小池燕,関根和彦,野村亮介
東北人学医ツ噺興年生に対する心11「仮嫌生教育
第171回東北救急医学会,耿田市,平成15年6月21Π
山崎元姑,篠澤洋太郎,小池燕,関根和彦,遠藤智と,仁平佶
救命し得た青酸カリ致死h明長用の1例
第251旦1Π本'・1・.寸i学会,福島,平成15年7 j] 11・ 12 H
小池燕,遠藤智之,田j熊消継,篠澤洋人郎
・般人による「自動体外式除細動器(AED)」使用に関して
宮城県救急医療仙究会第5 回学術集会,古川市,平成15年9打28日
速藤智と,田j追清継,小池蔵,篠洋汗太郎
「1戈々が行っている ACLS コースについて」
宮城県救急医療研究会第5 回学術架会,古j11市,平成15年9河28日
1'ε橋真紀,篠澤洋太郎
倉Ⅲ箱管田Eとチームアプローチ
第9 回臼本熱傷学会東北地力会,八戸「1j,平成15午H月1日
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遠 藤 都 之 , 小 池 蕉 , 関 根 和 彦 , ι [ 島 j 豊 , 篠 澤 洋 太 郎
( ワ ー ク シ " ツ プ ) 院 内 に お け る  T h e  c h a i n  o f  S 磁 ' v i v a 1 構 築 の た め の わ れ わ
れ の 試 み
第 3 1 山 1 Π 本 救 急 張 学 会 , 東 京 , 平 成 1 5 年 1 1 河  1 9 - 2 1 日
劉 ・ 村 亮 介 , 遠 膝 都 之 , 関 根 利 彦 , 小 池 燕 , 篠 澤 汗 太 郎
救 急 領 域 に お け る B I S モ ニ タ リ ン グ
第 3 1 回 Π 本 救 急 上 足 学 会 , 東 京 , 平 成 1 5 年 Ⅱ 月 1 9 - 2 1 凶
小 池 燕 , 吉 細 充 輝 , 大 欠 利 彦 , 山 木 保 博 , 述 藤 智 之 , 田 熊 沽 継 , 篠 洋 汗 太 郎 ,
尾 崎 承
敗 血 禿 一 多 臓 雛 不 全 恕 、 者 に お け る 血 巾 H M G 1 イ 血 削 定 の 試 み
第 1 0 回 外 科 侵 襲 と サ イ ト カ イ ン 研 究 会 , 東 京 , 平 成 1 5 年 1 2 打 2 0 Π
謝 筱 祺 , 遠 心 智 之 , 田 熊 清 継 , 小 池 燕 , 篠 洋 汗 太 郎
脂 肪 況 和 商 カ ロ リ ー 愉 液 を 投 リ L た 低 栄 養 ・ 肺 傷 害 恕 、 者 の 1 例
錦  8  回 C C M  輸 液 ・ 栄 養 研 究 会 , 大 阪 , 平 成 1 6 卸 ・ 2 月 2 8 日
速 藤 智 と ,  H 映 ミ 清 継 , 小 池 燕 , 篠 洋 洋 太 郎
氏 師 は ・ 一 次 救 命 処 羅 が で き る の か ? 一 次 救 命 処 脳 誥 習 会 ア ン ケ ー ト 結 果 よ り
第 7  回 日 本 侍 副 末 救 急 医 学 会 , 織 浜 , 平 成 1 6 年 5 月 1 4 - 1 6 日
田 f 県 清 絲 , 遠 藤 智 之 , 小 池 魚 , 篠 澤 洋 太 郎 , 葉 季 久 鮒 , 佐 々 木 淳 一 , 北 野 光 秀 ,
古 井 宏 , 相 川 而 樹
シ ン ポ ジ ウ ム 「 広 範 囲 熱 傷 第 1 4 病 U ま で の 診 療 」
熟 傷 悲 . 者 か ら の 検 出 菌 に 基 づ く 予 防 的 全 身 抗 菌 薬 投 ケ ・ の 有 効 性
第 3 0 1 回  U 木 熱 住 ジ 1 会 , 東 京 , ・ 平 成 1 6 年 6  打  1 0  ・ 1 1  Π
小 池 薫 , 相 星 浮 一 , 速 藤 智 と , 田 熊 油 継 , 篠 訓 q 羊 太 郎 , 山 本 保 博
熱 儁 患 者 に お け る 尿 小 ブ ル ブ ミ ン ・ ク レ ア チ ニ ン 比 と 多 臓 器 1 璋 害
第 3 0 回 日 木 熱 傷 学 会 , 東 京 , 平 成 1 6 年 6  打 1 0 ・ Π 日
遠 艇 智 之 , 篠 汗 洋 太 郎 , 小 池 燕 , 田 熊 清 継 , 謝 筱 祺
広 範 囲 熱 傷 急 、 竹 1 削 男 占 合 併 症 に お け る エ ラ ス ポ ー ル 有 効 性 機 序 に っ い て の ' 杉 察
第 3 0 回 日 人 熱 傷 学 会 , 東 京 , 平 成 1 6 年 6 月 1 0 ・ 1 1 Π
K o i k e  K ,  T a k u m a  K ,  E n d o  T ,  A i b o s h i J ,  Y a m a m o t o  Y ,  s h i n o z a w a  Y
C o r r e l a t i o n  b e t w e e n  g r o m a ' u l a r  p e n n e a b i l i t y ,  t h e  e x t e n t  o f  b u n ] i n j u r y  a n d  t h e
m a g n i t u d e  o f  m u l t ゆ l e  o r g a n  d y s f u n c t i o n
1 2 t h  c o n 即 ' e s s  o f  l n t e r n a t i o n a l  s o c i e t y  f o r  B u m  l n J u r i e s ,  Y o k o h a n 徐 ,  A u g u s t
2 2 - 2 6 , 2 0 0 4
T a k u m a  K ,  E n d o  T ,  K o i k e  K ,  s h i n o z a w a Y ,  Y o h  K ,  s a s a k i J ,  K 北 a n o  M ,  Y o s h i i
H ,  A i k a w a  N
I n a u e n c e  o f  s y s t e m l c  a n t i b i o t i c s  o n  b a d e r i a l  a o r a  o f  b u r n  p a t i e n t s
1 2 t l 〕  c o n g r e s s  o f  l n t e n 〕 a t i o n a l  s o d e t y  f o r  B I U 、 n  l n j u r i e s ,  Y 0 1 く o h a m a ,  A u g u s t
2 2  2 6 , 2 0 叫
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64 波辺淳,篠澤洋太郎,犯山尤信,八木哲夫,小田倉弘典,上之原広司,平人哲
也,藤井真也,金澤正1啼, h上邦屶
仙台市における心原性院外心停止の年齢階層別検討
内科学会東北地力会, 1_Ⅱ形,平成16年9jlHn
田熊袖継,小池燕,述喋智之,半田和義,赤松}順寛,篠洋洋人郎,後藤孝沿,
今井幹道,斉喋ちひろ,鳥谷部荘八,券迎H多史,山田敦
保存同種皮1阿移舶により救命した4歳96%BSA熱傷例
'宮城県救急、医療何1究会第6 回学術条会,仙台,平成16年9 打25日
小池薫,述藤智之,1_映駈占継,篠澤洋太郎
rsurviving sepsis campaign guideⅡnes_1 1こつ、、て
宮城県救急医.療研究会第6回学術集会,仙台,平成16年9月25Π
述藤智之,関恨和彦,田熊沽継,小池燕,篠澤洋太郎
令柄院職貝を対象としたAdu]tcpR/AED講習継統開催の意義
第321田Π本救急医学会,幕張,平成16イ1ミ10打27-29日
小山瞬,松本尚,小池熱,篠澤洋人郎,益・f邦洋
迭学部生が検討し九救急医療におけるへリ利用の経済評価
・一千葉県ドクターへりについての賓用便益分析・ー
第32回日人救急医学会,幕張,平成16年10門一29Π
田熊淌継,速藤智之,関根利彦,小池燕,篠洋洋太郎
抗粘神病H・商恕、老における救急搬入時サイトカイン動態
第32回日木救急医学会,工躬長,平成16イに10打一29Π
田熊消継,小池燕,小山牙"川,述藤智之,半田和義,赤松順寛,篠澤洋太郎,
後際孝治,今井啓道,斉ル譽ちひろ,鳥谷言惇侘八,品知崇,牙迎H多史,Ⅱ_1田牧,
星邦彦
名科の迎摸により救命した4歳男児96%BSA熱偽の検村
第201四 Critical care Medicine 懇h舌会,仙台,乎成17年2月4 Π
田j堤沽継,述藤智之,小池薫,篠澤洋太郎
腰先俳員偽の早期診断が困難であった弔症燃発熱傷のーイ列
鮮"91川Π本外傷学会,横浜,平成1フィf・5 打26・27日
謝筱棋,篠澤洋太郎,小池燕,田熊油継,速藤智之
鼎寸易患者において侵襲度と酸化的細胞傷害度は相関するか
第31回日人熱傷学会,織浜,平成17年6 打 2 ・ 3日
山熊清継,途藤智之,半田和義,赤松順寛,小池魚,篠澤洋人郎,相川直樹
4歳96%BSA熱傷救命例に対する抗菌化学療法
第31回H木熱傷学会,横浜,平成174下6J、12 ・ 3 H
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小 ル 鳴 " 刈 , 田 熊 清 継 , 大 室 宰 則 , 遠 滕 智 之 , 山 内 聡 , 小 池 燕 , 篠 澤 洋 太 郎
広 範 囲 熱 儒 態 、 者 の M R S A 忰 W o u n d s e p s i S  に 合 併 し た 血 球 貪 食 症 候 群 の 救 命 例
第 1 9 1 回 東 北 救 急 、 医 学 会 , 仙 台 , 乎 成 1 7 午 6 月 2 5 U
小 池 蒸 , Ⅱ " 燕 清 継 , 遠 藤 御 之 , 山 内 聡 , 野 村 亮 介 , 篠 浮 洋 太 郎
パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ , ン 「 み ち の く 救 急 の こ れ か ら 」
顧 張 ろ う ! み ち の く 救 急 !
錦 1 9 回 東 北 救 急 、 医 学 会 , 仙 台 , 平 成 1 7 年 6 円 2 5 日
T a k u m a  K ,  E n d o  T ,  K o i k e  K ,  s h i n o z a w a  Y ,  A i k a w a  N
E m p i r i c  t 1 1 a ' a p y  f o r  a  4  y e a Y - o l d - b o y  s u r v i Ⅵ n g  a  9 6 中 O  B S A  b u r n
1 1 t h  E u r o p e a n  B u r n s  A s s o d a t i o n  c o n g r e s s ,  E s t o r i l - p o r t u g a l ,  s e p t e m b e r  2 1
・ 2 4 , 2 0 0 5
高 橋 高 広 , 後 藤 え り 子 , 長 谷 川 正 志 , 野 村 亮 介 , 述 藤 智 之 , 山 内 畷 , 山 熊 清 継 ,
小 池 燕 , 篠 澤 洋 太 郎
8 . 1 6 宮 城 県 沖 地 旋 時 の 仏 " 丙 者 対 応 に つ い て
. " 城 県 救 急 医 療 研 究 会 第 7 回 半 術 集 会 , 仙 台 , 平 成 1 フ ィ N 0 打 ] 日
速 藤 符 と , 篠 澤 洋 太 郎 , 小 池 燕
フ ル キ ャ ス ト ス タ ジ ア ム 宮 城 に お け る P A D プ ロ グ ラ ム の 試 み
封 犯  3  戸 1 Π 人 救 急 氏 学 会 , 人 宮 , 平 成 1 7 年 】 0 月 2 6 - 2 8 H
山 内 聡 , 野 村 亮 介 , 遠 藤 智 之 , 田 熊 沽 継 , 小 池 燕 , 篠 澤 洋 太 郎
広 範 囲 熱 傷 同 復 棚 O H  ラ ジ カ ル 障 害 指 標 高 値 の 1 例
鮮 弗 3 1 引 Π 本 救 急 医 学 会 , 人 官 , 平 成 1 7 年 1 0 月 2 6 - 2 8 H
田 熊 清 耕 , 斎 際 徳 郎 , 野 村 亮 介 , 遠 際 智 之 , 1 _ [ 1 内 聡 , 小 池 薫 , 篠 澤 洋 太 郎
熱 偽 初 川 票 会 1 寮 の 標 準 化 一 米 岡 A B L S  ( a d v a n c e d  b u m  l i f e s u p p o r D  コ ー ス 導
入 に 向 け て
第 Ⅱ 回 日 人 熱 傷 学 会 東 北 地 力 会 , 山 形 , 平 成 1 7 年 Ⅱ 打  5 日
山 内 1 隠 , 小 池 茂 , 野 村 亮 介 , 速 際 智 之 , Ⅱ 地 巳 清 継 , 打 籍 畢 洋 太 鄭
8 . W 宮 城 地 震 プ ー ル 天 井 崩 落 現 場 に お け る ト リ ブ ー ジ
第 Ⅱ 回 U 木 集 団 災 筈 医 学 会 , 仙 台 , 〒 成 1 8 年 2 珂 1 0 Π
謝 筱 祺 , 對 , 村 亮 介 , 遠 朏 智 之 , 山 内 聡 , 田 熊 清 継 , 小 池 燕 , 篠 澤 洋 太 郎
小 児 広 範 閉 熱 偽 恕 、 者 の 代 謝 動 態 と 栄 ゛ V 旨 理 に つ い て の ぢ 察
第 1 0 回  C C M  愉 液 ・ 栄 養 研 究 会 , 束 京 , 平 成 1 8 年 2 j j 1 8 日
野 村 亮 介 , 松 橋 俊 夫 , 山 内 聡 , 遠 喋 智 之 , 冊 熊 清 継 , 小 池 董 , 篠 洋 洋 太 郎
胖 損 傷 に よ る 遅 発 性 仮 性 動 脈 痢 の 十 二 指 腸 内 穿 破 に 対 し , 1 V R に よ り 救 命 し
え た ・ 一 例
第 2 0 I P 1 Π 本 外 傷 学 会 , 名 古 屋 , 十 ・ 成 1 8 年 5 月 2 5 ・ 2 6 H
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フ フ
7 8
7 9
8 0
部
別
8 2
別 佐々木淳一, nN冒清継,石川秀樹,川崎元姑,関根和彦,葉季久雄,栗原符宏,
安部晋也,小池燕,北野光秀,古井宏,青木兇憲,篠澤洋太郎,相川直樹
パネルディスカッシ.ン「急性期熱傷治療の居轡佐化とバリアンス」
熱偽初期診療の枳抑.化一米氏IABLS (advanced bum life support)コースの
日本導入に向けてー
第32回日本熱傷学会,仙台,平成18年6 打 8 ・ 9 H
遠藤智之,田熊W蔀毬,佐々人淳・・・,山内聡,野村亮介,篠澤洋太郎
竺'幻也域重症熱傷患者における病病速挑
第32回日本熱仏y学会,仙台,平成18年6 打 8 ・ 9日
山内聡,謝筱瑛,對・村亮介,遠藤智之,田熊沽継,小池燕,篠澤洋太郎
代謝動態を参ぢに栄養管理した小光広範囲熱傷患、者の1例
第32回日本熱傷学会,仙台,乎成18年6 珂 8 ・ 9 目
田熊淌継,1際澤洋太郎,野村亮介,遠艇智之,山内聡,佐々木淳・ー
シンポジウム「救急、部門の運営と新人りクルート」
商度救命救急センター設立に関する展望と問}樋点
第20回東北救急医学会,新潟,平成18年6月24日
野村亮介,篠澤洋太郎,田熊清継,佐々木涼一,1_Ⅱ内聡,遠藤智之,北條伸子,
謝筱瑛
活性触業消去薬による熱傷籾刈病態モジュレーション
第41・1"フリーラジカルと脳疾恕、"東日本研究会学術条会,東京,平成]8什・フ
jj14日
北條仲f,遠藤智之,Ⅱ1熊清継,佐々木淳一,1_[Π勾堤,野村売介,小林道生,
篠澤洋太郎
個人愉入のホスピタルダイエヅト薬による甲状腺機能亢進症の一例
宮城県救急医療研究会第8 回学術集会,大崎,乎成18年9打30日
荒川英帖,馴幼女康隆,篠群H羊太郎,田熊清継,佐々木淳一,山内聡,遠藤智之,
野村売介,北條伸子,小林道生
超ハイリスクの重度熱傷の救命に向けて
宮城県救急医療研究会鮮玲戸庁才村集会,人崎,平成18年9打30日
山内聡,北條仲子,野村亮介,述藤智之.,佐々木涼一,Π地斯1!j継,小池魚,篠
洋洋太郎
地ノj国立人学医学部生の救急医に対する意識調査
第34回日本救急歩ミ学会,福岡,平成18年10月30"一Ⅱ月1日
遠藤智之,篠澤洋太郎, Hゆ戦青継,佐々木淳一,山内聡,野村亮介,北條仲子
当院における院内心肺停ル症例報告制度とAED使用後の検証について
第34同Π本救急、医学会,福岡,平成18年10月30Π一Ⅱ月1日
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佐 心 和 博 , 長 谷 川 止 志 , 後 藤 え り 子 , 篠 洋 洋 太 郎
広 範 囲 熱 傷 受 傷 名 の 救 急 外 来 に お け る 所 護
第 1 2 回 臼 ポ 熱 傷 学 会 東 北 地 ノ j 会 , 仙 台 , 平 成 1 8 イ f H 月 3  1 _ 1
田 熊 清 継 , 佐 々 木 淳 一 , 赤 石 敏 , 黒 田 宙 , 山 内 聡 , 杉 村 宏 ・ 郎 , 遠 心 制 ' 之 , 小
川 敦 寛 , 劉 ・ 村 亮 介 , 小 林 道 生 , 工 獣 大 介 , 北 條 伸 了 , 安 藤 亮 , 赤 松 順 寛 , 関 桜
料 井 針 , 篠 澤 洋 太 郎
熱 傷 初 期 診 療 の 標 準 化 一 A B L S  ( a d v a n c e d  b u m  l i f e s u p p o r 0  コ ー ス の 日 本
導 入 に 向 け て
第 1 2 1 田 Π オ ゞ 熱 傷 学 会 東 北 」 也 力 会 , 仙 台 , 平 成 1 8 年 1 リ 1 3  H
山 内 聡 , 小 林 道 生 , 野 村 亮 介 , 斉 心 真 , 阿 部 嘉 丁 ' , 高 1 而 高 広 , 後 藤 え り 了 , 今
野 嘉 佶 , 森 野 ・ 真 , 佐 々 木 淳 ・ ・ , 田 熊 清 継 , 篠 脊 井 干 太 郎
地 方 都 市 に お け る 航 空 機 * 般 対 策 総 介 訓 練
第 1 2 1 司 訂 人 架 団 災 害 医 ツ , 会 , 名 古 屋 , 平 成 1 9 年 1  打  1 9 Π
S a s a k i  J ,  F u j i s h i m a  s ,  T a l く U m a  K ,  S I 〕 i n o z a w a  Y ,  A i k a w a  N
P I 〕 a Y m a c 0 1 0 g i c a l  n w d u l a t i o n  w i t h  御 ' 0 1 0 n g e d  a d m i n i s t r a t i o n  o f  m o d e r a t e  d o s e s
O f  s t e r o i d  i n  a  m u r i n e  m o d e l  o f  s e p t i c  a c u t e  l u n g  i n j Ⅲ " y  a 丘 e r  b u r n  i n s u l t
2 7 t l 〕  1 n t e r n a t i o n a l  s y m p o s i u m  o n  l n t e n s i v e  c a r e  E m e r g e n c y  M e d i c i n e ,  B r u s ・
S e l s ,  M a r c l 〕  2 7 3 0 , 2 0 0 7
1 1 1 内 聡 , 仇 々 木 淳 ・ ー , 北 條 伸 f , 1 [ 際 大 介 , 小 林 道 生 , 野 村 亮 介 , 速 藤 都 之 ,
田 熊 沽 継 , 森 野 ・ ・ 真 , 篠 澤 洋 太 郎
パ ネ ル デ ィ ス カ ヅ シ . ン 「 空 港 災 奔 時 の 緊 急 氏 療 対 応 は 大 丈 夫 か ? 」
航 空 機 水 故 対 策 総 介 訓 練 か ら み た 地 力 空 港 の 救 急 医 療 対 応
第 1 0 回 H 本 胴 尉 末 救 急 巳 ξ 学 会 , 神 戸 , 平 成 1 9 イ r 5  打  1 7 ・ 1 8 臼
休 々 木 淳 一 , 1 " 熊 清 継 , 赤 石 敏 , 山 内 聡 , 遠 藤 智 之 , 町 1 丁 亮 介 , 小 林 道 小 , 下
藤 大 介 , 北 條 伸 ・ f , 篠 洋 汗 太 部
島 度 救 命 救 急 セ ン タ ー に よ る 救 急 、 恕 、 者 受 け 入 れ 適 l f 化 の 試 み
仙 f 卜 市 に お け る ー . 汰 救 急 病 院 当 番 1 1 何 事 業 一
第 1 0 1 回  H 木 1 顎 床 救 急 医 学 会 , 神 戸 , 平 成 1 9 年 5 j J 1 7 ・ 1 8 日
小 林 道 生 , 國 島 広 之 . , 黒 田 宙 , 佐 々 木 淳 一 , 田 熊 淌 継 , 赤 石 敏 , 篠 洋 汗 太 郎
救 命 救 急 セ ン タ ー に お け る 舳 映 炎 菌 セ げ 訓 摸 炎 患 者 に 対 す る 感 染 対 策
第 1 0 回 Π 本 臨 床 救 急 医 学 会 , 料 1 戸 , 平 成 1 9 年 5 月 1 7 ・ 1 8 日
山 内 聡 , 小 林 加 菜 f , 北 條 伸 子 , 工 藤 人 介 , 小 林 通 牛 , 對 ・ 村 亮 介 , 遠 膝 都 之 ,
佐 々 木 淳 一 , 田 熊 清 継 , 篠 洋 洋 太 郎
東 北 大 捕 院 で の へ り ポ ー ト の 運 用 状 況
第 1 0 1 川 Π 木 昭 床 救 急 医 学 会 , 判 1 戸 , 平 成 1 9 年 5  打  1 7 ・ 1 8 Π
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1田 王膝人介,佐々人淳一,野村亮介,黒川宙,Ⅱ1熊清繕,山内聡,遠藤智と,小
林道生,北條伸子,篠澤洋太郎
へりコプター長距航搬送を活用し,〒期に局気圧酸粲療法を行い救命L得た減
圧症による CPAの・一例
冴Π0101日本臨床救急医学会,神戸,平成19年5 村 17・18日
北條伸f,速藤智と,田熊沽継,佐々木淳一,山内聡,野村売介,小林道生,
篠澤洋太郎
個人愉入の外因製ダイエット処力薬による甲状腺機能亢進症の一例
第10回日本臨床救急張.学会,神fr,乎成19年5 打 17・180
野村亮介,田熊清継,小林道生、,工藤大介,北條伸子,遠藤智之,111内聡,赤
石敏,佐々木涼一,篠澤洋太郎
女碗?支異物(カニ)の・一例
鮮H0回Π本1顎床救急阪学会,中阿ヨ,平成19年5 ナ117・18日
工嚇大介,田熊清継,佐々人淳一,ル1内聡,遠藤智之.,野トルで介,小1木道1上,
篠洋洋太郎
気道熱傷挿管例におけるA恨WAYSCOPERによる抜管評価の試行経験
ずg器回U本剣寸牙学会,金沢,平成19午 6 打 7 ・ 8 Π
野村亮介,篠洋洋太郎,出熊硝継,佐々木淳一,遠藤智之,小林道生,1際大
介,北條伸子
当院における熱傷治療の現況
第33回H本熱偽学会,釡沢,平'成191r6jj7 ・ 8 Π
IJ藤大介,所1打放,田熊消継,佐々人淳一・,1県H1宙, 1_1_Ⅱ大」聡,杉村乞ξ一・郎,」墨
藤智之,,・1リ11淳寛,野,村亮介,小林道牛,北條仲子,安際亮,篠澤洋太郎
バゾプレシン持絖投芋により救命し得た降1+1薬大吊J恨薬のーイ列
第21回東北救急"ミ学会,盛岡,Ψ成19年6 刀23Π
小林道生,山内聡,小林加菜子,北條仙子, D藤火介,野村亮介,中川淳寛,
述膝智之,1県田宙,佐々人淳一・,1映斯青継,亦石敏,篠澤洋太郎
東北火学病院でのへりポートの述用状況
第2Ⅱ"叫刷ヒ救急医学会,盛岡,平成19年6 打23H
'宮川乃理子,黒田宙,小林通生,國月,広と,仏.々木淳・ー,田熊消継,赤石敏,
篠譯洋太郎
二次感染を防ぎえた髄膜炎菌性徹膜炎のH列
錦21回東北救急医学会,盛岡,乎成194卜6 刀23日
北條伸子, xie xiao-Qi,小林道生,野村亮介,山内聡,三U藤大介,遠際智之,
佐々木淳一,1、H熊沽継,赤石敏,篠汗洋人郎
敗血症動物モデルにおけるブルギニンおよび選択的誘導型一触化窒系介成阻筈
薬の効果
第44101口木外利イt謝栄養学会,東京,平成19年7 打 10・11日
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遠 藤 智 之 , 北 條 伸 子 , 安 藤 亮 , 工 藤 大 介 , 小 林 道 生 , 野 村 亮 介 , 1 U 内 聡 , 杉 村
宏 ・ ・ 郎 , 中 川 淳 寛 , 黒 田 宙 , 佐 々 人 淳 ・ , Ⅱ 憤 ヒ 清 耕 , 赤 石 敏 , 篠 澤 洋 太 郎
非 ケ ト ン 性 高 浸 透 圧 判 リ 酬 匪 樫 快 後 に 発 症 し た 重 度 A R D S の ・ 一 例
第 2 2 同 日 本 救 命 医 療 学 会 , 大 阪 , 乎 成 1 9 年 9 月 1 5 U
川 Π 典 彦 , 小 林 道 生 , 」 1 藤 大 介 , 山 内 聡 , 遠 心 智 之 , 北 條 伸 ・ f , 甥 ' 村 元 介 , 小
川 瀞 1 邑 , 菅 井 義 光 , 赤 田 昌 紀 , 忠 田 宙 , 佐 々 木 淳 ' , 田 n 盲 清 継 , 赤 石 敏 , 篠 洋
洋 太 郎
シ ー ト ベ ル ト 外 傷 に よ り 緊 急 f 術 を 施 行 し た 2 症 例
' 宮 城 県 救 急 除 療 研 究 会 第 9  回 学 術 集 会 , イ 1 1 1 台 , 平 成 1 9 午 9  打 2 9 Π
勿 厩 撫 址 広 , 速 ル 泰 智 之 , 北 條 イ ホ 子 , Ⅱ 」 内 聡 ,  T 藤 大 介 , 小 林 道 牛 , 對 ' 村 死 介 , 中
川 淳 寛 , 菅 井 義 光 , 赤 1 _ H 昌 紀 , 黒 剛 市 , 佐 々 木 淳 ・ , Ⅱ ゆ 巳 消 継 , 冰 石 敏 , 篠 洋
洋 太 郎
特 発 " 1 劇 覇 気 睡 の 3 例
宮 城 県 救 急 、 医 療 研 究 会 第 9  回 学 術 集 会 , 仙 台 , 平 成 1 9 年 9 村 2 9 H
中 川 淳 寛 , 述 藤 智 之 , Ⅱ _ 1 内 聡 , 北 條 伸 子 , Π 妖 大 介 , 小 林 道 牛 . , 野 村 亮 介 , 菅
井 義 光 , 黒 田 宙 , 赤 則 昌 紀 , 佐 々 木 淳 一 , 田 熊 清 継 , 赤 石 敏 , 篠 群 蔀 羊 太 郎
院 外 心 Ⅷ 酔 1 止 症 例 に 対 す る 脳 低 温 療 法 の 治 療 成 紙
宮 城 県 救 急 医 療 研 究 会 第 9 1 リ " 断 村 条 会 , 仙 台 , 平 成 1 9 年 9 月 2 9 臼
赤 田 昌 紀 , 北 條 伸 子 , 上 藤 火 介 , 小 林 道 生 , 野 村 亮 介 , 小 川 淳 寛 , 述 藤 智 之 ,
壱 サ や 義 光 , Ⅱ 1 内 聡 , 黒 I H 宙 , 佐 々 木 淳 一 ,  H 険 喩 肖 継 , 冰 石 敏 , 篠 澤 洋 太 郎
仙 台 1 1 j 内 に お け る 救 急 し 1 叫 又 容 1 村 難 例 に つ い て の 検 討
宮 城 県 救 急 医 . 療 研 究 会 第 9 回 ザ 才 村 条 会 , 仙 台 , 平 成 1 9 年 9 打 2 9 H
佐 々 木 淳 一 ' , 赤 石 敏 , 田 熊 清 獣 , 1 1 1 内 聡 , 遠 藤 智 之 , 對 , 村 亮 介 , 小 林 道 生 , [
藤 人 介 , 北 條 伸 子 , 篠 洋 汗 太 郎
( シ リ ー ズ ワ ー ク シ , ツ プ ) 大 学 病 院 1 高 度 救 命 救 急 セ ン タ ー が 情 粗 集 約 を 行 う
二 次 救 急 、 病 院 群 当 番 制 市 業 一 仙 台 市 に お け る 救 急 愚 、 老 受 け 人 れ 遭 正 化 の 武 み
第 3 5 回 Π 木 救 急 医 学 会 , 大 阪 , 平 成 1 9 年 1 0 打 1 6 - 1 8 Π
速 藤 智 之 , 篠 洋 洋 太 郎 ,  H ゆ 新 古 継 , 佐 々 木 淳 一 , 山 内 聡 , 野 村 死 介 , 赤 石 敏 ,
小 林 通 牛 , 工 藤 大 介 , 北 條 御 子
呼 吸 不 全 の P i c c o p l u S 仰 " 折
第 3 5 回 H 木 救 急 、 医 学 会 , 大 阪 , 平 成 1 9 年 1 0 月 1 6 - 1 8 Π
佐 々 木 淳 一 , 「 1 ゆ 罵 油 継 , 上 I U 昌 史 , 武 田 多 ・ , 田 中 秀 治 , η 慧 學 洋 人 郎 , 猪 Π 貞 樹
本 邦 に お け る  A B L S  ( a d v a n c e d b u m  Ⅱ f e s u p p o r t ) コ ー ス 垪 打 崔 の 愆 義
一 熱 傷 初 療 診 療 の 標 准 化 を 目 指 し て ー
第 3 5 山 1 日 木 救 急 医 学 会 , 大 阪 , 平 成 1 9 イ N 0 打  1 6 - 1 8 H
努 1 寸 亮 介 , 篠 澤 洋 太 郎 , 北 條 イ 1 1 1 了 ・ , 上 藤 大 介 , 小 1 木 道 生 , 述 藤 智 之 , 【 、 U 内 聡 ,
赤 1 〒 敏 , 田 熊 清 継 , 佐 々 木 淳 ・
市 度 侵 襲 患 、 者 の 酸 化 ス ト レ ス 度 は 高 い か ?
第 3 5 回 日 本 救 急 、 氏 学 会 , 大 阪 , 平 成 1 9 年 1 0 月 1 6 - 1 8 Π
Ⅱ 1
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1 19北條伸子,篠澤洋太郎,野村亮介,赤孑i敏,田熊清継,佐々木淳・・,山内聡,
遠藤智之,小林道生,工膿大介
難治性重症炎症恋、者に対するACTH刺激試験と低用量ステロイド療法の意義
第351川日本救急医学会,大阪,平成19年10打 16-18U
工藤大介,田熊清継,佐々木淳一,赤石敏,山内聡,遠藤智と,,・レ川敦寛,野
村亮介,小林道生,北條伸子,篠澤洋太郎
血柴交換が著効したイソフルエンザウィルスによるウィルス性血球貪食症候群
(VAHS)のーイ刎
第35「川日木救急医学会,大阪,平成19年10河 16-18日
田n巳沽継,遠際智之,北條仲子,上ル奏大介,小林道生,野村亮介,山内聡,仇
々木淳一,赤石敏,郁翁畢洋太郎
高度救命救急センター開設6ケ門におけるりスクマネージメント
鉾弗5回日木救急医学会,大阪,平成19年10打16-18Π
佐々木涼・ー,山内聡,赤石敏,田熊沽継,遠緜智之,野村亮介,小林道生,エ
際人介,北條仲f,篠澤洋太郎
新規開設した国立大学病院高度救命救急、センターにおける長刈入室悲、者の検討
第35印1日本救急氏学会,大阪,平成19年10j」16-18Π
佐々木淳',田熊清継,小林道生,北條伸了,工藤大介,野村亮介,遠藤智と,
山内聡,冰不i敏,赤坂純逸.國島広之,篠澤洋太郎
人学病院高度救命救急、センターにおける真菌感染症対策
一施設独自の真菌感染症診断・治療フローチャーH午成一・
第20回H本外科感染症学会,東京,乎成19年H月7 -9日
田熊油継,佐々水淳一,北條仲子,工心人介,小林道生,對・村亮介,遠藤智之,
1_Ⅱ内聡,赤石敏,國島広之,篠洋洋太郎
重症熱仏牙謹染刈策才司度救命救急センター開設9ケナ]の試み
第201リ1Π木外科感染症学会,柬京,平成19年1け17 -9日
北條伸子,小林道生,下際人介,野村亮介,小川敦寛,遠藤智之,佐治賢成,
U_1内聡,赤田昌紀,長U町市,佐々木淳一,ⅡⅡ娠清継,赤石敏,篠澤洋太郎
ガス爆発水故による熱傷6名のトリアージ
第]3回Π本熱傷学会東北地方会,郡山,平成19イ1三Hナ」]0日
山内聡,小林通生,野村亮介,1高仲Ⅱ国.代,斎藤真,阿割玩与子,後藤えり子,篠
洋洋太郎
'宮城県沖地震に備えた病院での災響訓練
第13回H本集団災轡氏,学会,つくは〒Ⅱ,乎成20年2 打 10・11日
設楽恋f,阿部・冉子,斎心真,商僑高広,後喋えり子,小林道生,山内聡,篠
澤洋太郎
柄院での緊急地震速報システムの活用についてのアンケート
第131・1日人集団災霄医学会,つくぱ市,平成20年21]10・ⅡΠ
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山 内 聡 , 小 林 道 生 , 野 村 亮 介 , 速 藤 智 之 , 篠 澤 洋 太 郎
N T - p r o B N P  は 前 負 荷 の 指 標 に な り う る か
第 3 5 回 日 木 集 中 治 療 医 学 会 , 東 京 , 平 成 2 0 午 2  打 1 4 - 1 6 日
佐 々 木 淳 一 , 北 條 仲 子 , 」 1 藤 大 介 , 小 林 道 生 , 野 ・ 村 亮 介 , 遠 ル 奏 智 之 , ' ・ ト 川 敦 寛 ,
菅 井 義 光 , 山 内 聡 , 赤 田 昌 紀 , 黒 幽 ホ , 1 Ⅲ 損 沽 継 , 赤 石 敏 , 篠 澤 洋 太 郎
フ ォ ー ラ ム 「 P M X - D H P  と  D P C - 3 」  P M X - D H P 療 法 と  D P C  に 基 づ く 診 療
縦 酬 請 求
一 大 学 j 「 引 浣 併 設 型 救 命 救 急 、 セ ン タ ー に お け る 実 態 ・ ・
第 1 2 回 エ ソ ド ト キ シ ソ 血 症 救 命 治 療 研 究 会 , 福 岡 , 平 成 2 0 午 2 月 2 8 - 2 9 日
小 林 道 生 , 北 條 伸 子 , 、 [ 藤 大 介 , 野 村 亮 介 , , 小 川 敦 寛 , 遠 藤 糾 と , 佐 治 畳 成 ,
山 内 聡 , 赤 剛 E ' 紀 , } 県 l a 宙 , 佐 々 木 淳 一 , 田 熊 清 継 , 赤 1 〒 敏 , 篠 浮 洋 太 郎
商 疫 救 命 救 急 セ ン タ ー 入 院 患 者 の 入 院 時 栄 養 詐 価
第 1 2 回  C C M  輪 液 ・ 栄 養 研 究 会 , 福 岡 , 平 成 2 0 年 3 j ・ 1 1 日
工 藤 大 介 , 佐 々 人 泣 ' , 山 内 聡 , 小 林 道 生 , 赤 石 敏 , 赤 田 昌 紀 , 遠 際 智 之 , 野
村 亮 介 , 北 條 仙 子 , 田 熊 沽 継 , 篠 浮 洋 太 郎
パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 「 腰 部 救 急 領 域 に お け る チ ー ム 医 療 」
東 北 大 学 病 院 商 度 救 命 救 急 セ ン タ ー で の 腰 部 救 急 、 傷 病 に お け る チ ー ム 氏 療 , 各
科 と の 連 携 ~ 経 動 脈 的 家 栓 術 と 開 腹 に て 救 命 し 九 多 発 外 偶 の 一 例 ~
第 U 回 日 本 腹 部 救 急 医 学 会 , 横 浜 , 乎 成 2 0 年 3  刀  1 4 ・ 1 5 U
小 林 道 生 , 冰 松 順 寛 , 北 條 伸 f , 、 胤 奏 大 介 , 野 村 亮 介 , 遠 際 智 之 , 山 内 聡 , 赤
山 昌 紀 , 佐 々 木 淳 一 , 田 熊 清 継 , 赤 石 敏 , 篠 洋 洋 太 郎
Ⅲ b  習 川 刊 a 傷 に 対 L  D C S  ( d a m a g e  c o n t r o l s u r g e r y ) 十 T A E  後 , 肝 膿 揚 を 合 併
し 肝 功 除 を 施 行 し た H 列
第 4 4 回 日 本 腹 部 救 急 医 学 会 , 横 浜 , 平 成 2 0 年 3  村 1 4 ・ 1 5 Π
佐 々 人 浮 ・ ・ , 下 膝 大 介 , 山 内 聡 , 野 村 亮 介 , 小 林 道 生 , 赤 細 昌 紀 , 中 川 敦 寛 ,
遠 藤 智 之 . , 北 條 伸 子 , 田 熊 浩 雜 , 赤 石 敏 , 篠 澤 汗 太 郎
シ ン ポ ジ ウ ム 「 多 発 外 傷 に お け る チ ー ム 阪 療 の 役 割 」
国 立 大 学 病 院 併 設 刑 の 新 設 1 高 度 救 命 救 急 セ ン タ ー に お け る 多 発 外 傷 態 、 老 に 対 す
る 診 療 休 制
第 2 2 回 日 本 外 偽 学 会 , 刈 晴 扱 , 平 成 2 0 年 5  打 2 9 ・ 3 0 日
丁 藤 大 介 , 佐 々 木 淳 ・ , , 旺 1 熊 沽 継 , 山 内 聡 , 述 際 智 と , 野 村 亮 介 , 小 林 通 生 ,
北 條 仰 子 , 篠 澤 洋 太 郎
凹 院 に お け る 胸 部 人 動 脈 損 偽 症 例 の 検 討 一 ・ 待 機 丁 イ 荊 の 安 令 性
錦 2 2 回 日 本 外 偲 ジ r 会 , 沖 縄 , 平 成 2 0 午 5 月 2 9 ・ 3 0 Π
山 内 聡 , 佐 々 木 淳 一 ・ , 片 倉 哲 也 , 北 條 伸 ・ f , 1 藤 大 介 , 小 林 道 牛 , 野 、 村 元 介 ,
速 藤 智 之 , 剛 熊 油 継 , 篠 浮 洋 太 郎
救 急 救 命 上 の 生 湃 教 育 と し て の ト リ ア ー ジ 劃 情 東
第 1 1 回 H 本 ; 臨 床 救 急 医 学 会 , 東 京 , 平 成 2 0 午 6 月 7  ・  8  Π
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136Ξ[藤大介,仇々木淳・・,山内聡,遠藤智之,野村亮介,小林道生,北條伸子,
田熊清継,篠澤洋太郎
気道熱傷挿管例の検討一抜管前評価について
第34回Π本熱傷学会,宏.古屋,平成20年6 打28・29日
北條仲子,則熊清継,佐々木淳一',山内聡,遠際智之,野村亮介,小林道生,
上膝大介,篠洋洋太郎
Emergency Management ol severe Burns (EMSB)・・受'翁経験と ABLS と
の比較
第34回日本熱イ曾学会,名古屋,平成20年6j]28 ・ 291_1
北條伸子,工藤大介,小林道生,野村売介,遠藤智之,山内聡,佐々木淳・・,
田f追油耕.,篠澤洋太郎
熱傷匙、者における酸化ストレス度,抗酸化力変動
第34回Π本熱侈rr会,名古屋,平成20年6月28・29Π
遠藤智と,1藤大介,小林道生,對,村亮介,山内聡,亦佃昌紀,北條伸子,佐
治竪成,中川敦寛,黒田笛,佐々木淳,,田負戦寺継,亦石敏,篠澤洋太郎
当センターにおける院外発症如治性心室細動に対するPCPSを用いた'心肺蕪牛
第22回東北救急医学会,郡1_Ⅱ,平成20年6 打281_1
小林道生,北條伸f, 1.藤大介,野,村亮介,佐治賢哉,小川效寛,遠喋智之,
山内聡,赤田昌紀,1県川宙,佐々木淳一・,旺蛾断占継,赤石敏,篠澤洋太郎
商座救命救急センター入院患名の入院時栄養評価
第45回Π人外科代謝栄養学会,仙六,汗Z成20年7月Ⅱ一12H
山内聡,小林道4.,篠澤洋太郎
岩下・宮城内陸地旋で明らかになった医療の課題
岩乎・宮城内陛地震に関するシンポジュウム・ 1ケ打後に分かってきたこと
上学部吉葉記念館大研修室,平成20年7打14日
宮川乃理子,野・村亮介,4寸下匁1明,田牧聡志,小林正和,北條伸f, 11際人介,
小林遊生,山内聡,篠澤洋太郎
同時娚に経験Lた壊死性筋膜炎2例(死亡例と生_存例)
第23回Π人救命医療学会,東京,平成20年9月5 -6 H
SasakiJ, Takuma K, oda J, saitoh D, Takeda T, Tanalくa H, Hal'unariN, Hojo
N, Matsumura H, ueyama M, shinozawa Y
Experiences in organizing Adval〕ced Burn Life support provider courses in
Japan
14th congress ofthe lnternational sodety for Burn lnjuries, Montreal canada,
September 7 11,2008
橋田かなえ,野村亮介,上際大介,小林迫生,宮川乃埋子,赤松1順寛,篠洋汗
太郎
肝動脈一f"W耐雲形成(AP シャント)を合併した鋭的川す員傷の一症例
第10回宮城県救急医療研究会,仙台,平成20今・9月27日
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小 原 千 佳 , 池 田 雛 一 郎 , 小 林 正 和 , 宮 川 乃 理 子 , 池 田 次 郎 , 北 條 伸 子 , 田 牧 聡
志 , 工 藤 大 介 , 湯 澤 寛 尚 , 小 林 道 生 , 對 , 村 亮 介 , 山 本 修 三 , 遠 藤 智 之 , 山 内 聡 ,
小 圷 知 明 , 黒 田 宙 , 佐 々 木 淳 一 , 田 熊 清 継 , 赤 石 敏 , 篠 澤 洋 太 郎
A R D S を 呈 し た 脂 肪 塞 栓 症 候 群 の 一 例
第 1 0 回 宮 城 県 救 急 医 療 研 究 会 , 仙 台 , 平 成 2 0 年 9 月 2 7 日
1 4 6
相 浮 公 美 , 阿 部 喜 子 , 斎 藤 真 , 高 橋 冶 Ⅱ ム , 後 藤 え り 子 , 山 内 聡 , 小 林 道 生 , 遠
藤 智 之 ,  1 J 係 大 介 , 野 村 亮 介 , 高 畑 昌 ' 代 , 飯 田 優 太 郎 , 佐 際 大 , 高 橋 秀 知 , 篠
澤 洋 太 郎
当 院 の D M A T H _ 1 動 時 に お け る 院 内 で の 後 力 支 援 活 動
第 1 0 回 ' 宮 城 県 救 急 医 , 療 研 究 会 , 仙 台 , 平 成 2 0 年 9  河 2 7 Π
1 4 7
K u d o  D ,  s a s a R i J ,  H o j o  N ,  s h i n o z a w a  Y
O u r  t r e a t m e n t  s t r a t e g i e s  f o r  b l u n t  t h o r a c i c  a o r t i c  i n j u r i e s  w i t h  s e v e r e  c o n ・
C 0 1 1 1 ] t a n t  l n J u n e s
A m e r i c a n  A s s o c i a t i o n  f o t  t l w  S Ⅲ 、 g a ' y  o f  T r a u m a  6 7 t h  M e e t i n g  a n d  J a p a n e s e
A s s o c i a t i o n  f o r  A c u t e  M e d i c i n e ,  M a u i  H a w a i i ,  s e p t e m b e r  2 4 - 2 7 , 2 0 0 8
1 4 8
佐 々 木 淳 ・ ・ , 矧 熊 清 継 , 小 林 道 中 , 北 條 伸 子 , 、 r 藤 大 介 , 町 十 1 亮 介 , 遠 藤 智 と ,
山 内 聡 , 國 島 広 之 , 平 潟 汗 一 , 篠 澤 洋 太 郎
パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ , ン 「 感 染 対 策 」
大 学 病 院 高 度 救 命 救 急 セ ン タ ー に お け る 感 染 対 策 一  I C D の 連 杉 部 こ よ る 救 急 、 診
療 部 門 と 感 染 管 皿 部 門 の コ ラ ポ レ ー シ ョ ン
第 3 6 同 H 木 救 急 医 学 会 , 十 剖 児 , 平 成 2 0 年 1 ω 、 Ⅱ 3 - 1 5 Π
1 4 9
遠 藤 智 之 , 下 藤 大 介 , 小 林 道 生 , 野 村 亮 介 , 山 内 聡 , 赤 田 昌 紀 , 北 條 仙 子 , 佐
々 木 涼 一 , 田 熊 清 継 , 赤 石 敏 , 篠 澤 洋 太 郎
院 外 発 症 難 治 性 心 室 細 動 に 対 す る E C P R
第 3 引 回 Π 本 救 急 医 学 会 , 十 剖 児 , 平 成 2 0 年 1 0 月 1 3 - 1 5 Π
小 林 道 牛 , 佐 々 木 淳 一 , 國 島 広 之 , 平 潟 洋 一 ・ , 田 熊 清 継 , 赤 王 i 敏 , 篠 澤 洋 太 郎
局 度 救 命 救 急 セ ン タ ー 入 院 患 岩 の C I O S 訂 i d i u m  d i 丘 i d l e 関 迎 下 痢 症 ( C D A D )
に 関 す る 臨 床 的 検 討
第 3 6 1 回  H 木 救 急 医 学 会 , 札 1 呪 , 平 成 2 0 年 1 0 1 } 1 3 - 1 5 Π
1 5 0
1 5 1
佐 々 木 淳 一 , 北 條 川 卜 f , 下 藤 大 介 , 小 林 道 牛 , 野 村 亮 介 , 遠 緜 智 之 , 山 内 聡 ,
赤 山 昌 , 紀 , 田 n 巳 清 継 , 赤 石 敏 , 篠 澤 汗 太 郎
政 令 指 定 都 市 に お け る 救 急 搬 送 は 整 備 さ れ て い る か ー ・ 全 国 4 7 都 道 府 岬 絽 0 9 消 防
人 部 に 対 す る ア ン ケ ー ト 調 杏 結 果 よ り
第 3 6 回 日 木 救 急 氏 学 会 , 札 幌 , 平 成 2 0 年 1 0 月 1 3 - 1 5 日
1 5 2
赤 1 旧 昌 紀 , 1 [ 1 内 聡 , 上 藤 大 介 , 佐 力 木 淳 ・ ・ , , 田 熊 沽 継 , 篠 洋 洋 太 郎
当 該 地 域 に お け る 救 急 搬 送 収 容 困 測 叶 列 , 所 謂 た ら い 回 し 町 f イ 列 の 現 状 と 対 策
第 3 6 回 日 木 救 急 抄 ミ 学 会 , 千 剖 児 , 平 成 2 0 年 1 0 月 1 3 - 1 5 日
153 中川敦寛,杉山謙,野村亮介,湯澤寛尚,山本修三,日向野修一,篠澤洋太郎,
品永悌二'
びまん性判傑損傷における拡散テンソルイメージングを用いた白質損傷評価
高次脳機能との関連
第361可日木救急氏学会,札1呪,平1戍20年10月13-15日
北條仰子,小林正和,宮川乃理子,池田次郎,小林道生,野村亮介,池田雄一・
郎,佐々木淳一,田負巳清継,赤石敏,篠澤洋太郎
SepsiS患老の酸化抗触化動態変動と予後
第36回日本救急医学会,札1呪,平成20年101」13-15日
池田雄一郎,佐々木淳一,遠藤智之,北條伸子,工際人介,小林道生,對,村亮
介,山内聡,田熊清継,篠澤洋太郎
ALVARDS シベレスタヅトナトリウム有捌H列,無効例における肺水分.血1]
動態
第36回日木救急医学会,十い呪,平成20年10月13-15日
111内聡,小林道生,北條伸子,工藤人介,野村売介,池田雄一郎,遠飲智之,
佐々木淳一,田熊清継,赤石敏,篠浮洋太郎
救命救急センターの後ガ支援活動(地域医療連挑センターとの速甥)
第36回日本救急医学会,札幌,平成20年10月13-15日
山内聡,遠喋智之,篠澤洋太郎
Piccop]US を用いた呼吸不全の検討
第36回日本救急医学会ジ,イントプログラム,札幌,平成20年10河13Π
湯澤寛尚,野'村亮介,速藤智之,佐々木綜・,1旧熊清継,篠澤洋太郎,冶介蚊圭
PCPS離脱後に大1断爰腹膜出血をきたしIAEを施行した一例
第玲回救急放射線研究会,福島,平成20年10月24日
野村亮介,佐藤敏幸,佐々木淳・・・,篠澤洋太郎
高度救命救急センター開設後の,当院における高女Uf酸素治療の現状:開設前
との上b校
第43回Π本高気圧環境・潜水医学会,旭川,平成20午10月31H 一Ⅱ111 Π
佐々木淳一,幽熊清継,小林道生,小林正和,宮川乃理子,池田次郎,北條伸
子,工藤大介,野村亮介,池田雄・浪",遠藤智と,山内聡,國島広之,平潟汗
,篠澤洋太郎
東北大学病院商度救命救急、センターにおける真劇感染症
第21回Π本外科感染症学会,札1呪,平成20年1]月5日一 7日
田熊清継,佐々木淳一・,小林正和,宮川乃理子,池田次郎,田牧聡志,ιU捺大
介,湯洋寛尚,小林道生,野村亮介,池田雄一郎,山本修三,速藤智之,【_Ⅱ内
聡,小圷知明,黒田宙,亦石敏,篠澤洋人郎
東北人学病院高度救命救急センターにおける重症熱偽診療:地域小核病院との
連挑
第]4回Π本熱偽学会東北地方会,盛岡,平成20年Ⅱ月8Π
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大 庭 正 敏 , 上 原 鳴 夫 , 篠 澤 洋 太 郎
( パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン ) 自 衛 隊 と の 災 害 医 療 恊 力 体 制 に 関 わ る 取 り 組 み
第 1 4 回 日 木 集 団 災 害 医 学 会 , 神 戸 , 平 成 2 1 年 2 月 1 2 - 1 4 日
高 畑 昌 代 , 飯 田 優 太 郎 , 小 林 道 生 , 山 内 畷 , 篠 澤 洋 太 郎
硫 化 水 素 , ・ ト 高 マ ニ ュ ブ ル 硴 立 に お け る 薬 邦 狐 而 の 役 割
第 1 4 回 日 本 集 団 災 害 医 学 会 , 神 戸 , 平 成 2 1 年 2 j 1 1 2 - 1 4 日
山 内 聡 , 小 林 道 小 , 遠 藤 智 之 , 鈴 木 美 穂 , 阿 部 喜 子 , 後 膝 え り 子 , 佐 藤 大 , 篠
洋 洋 太 郎
宮 城 岬 § 小 地 震 に 向 け て の S t a g i n g C 雛 e u n i 蔀 側 避 訓 練
第 1 4 1 可 Π 本 集 団 災 害 氏 学 会 , 神 戸 , 平 成 2 1 年 2  刀 1 2 - 1 4 日
上 藤 大 介 , Π _ 1 内 聡 , 遠 藤 智 之 , 池 田 緋 ・ 郎 , 野 村 亮 介 , 小 林 道 生 , 篠 澤 洋 太 郎
当 高 度 救 命 救 急 セ ン タ ー に お け る 抜 管 失 敗 の 危 険 因 子 と 予 後
第 3 6 1 田 Π 本 架 中 治 療 医 学 会 , 大 阪 , 平 成 2 1 年 2  打 2 5 - 2 8 U
池 田 雄 一 郎 , 篠 浮 洋 太 郎 , 山 内 畷 , 山 木 修 _ ' , 遠 藤 智 之 , 野 ・ 村 亮 介 , 小 林 道 生 ,
I j 侠 大 介 , 池 田 次 郎
A i r w a y  p r e s s u r e  r e l e a s e  V 印 t Ⅱ a t i o n  ( A P R V ) が 右 効 で あ っ た  A R D S  の  2  症 例
第 3 6 1 回 日 木 集 中 治 療 医 学 会 , 大 阪 , 平 成 2 1 郁  2 j 1 2 5 - 2 8 日
湯 澤 寛 尚 , 野 村 亮 介 , 1 藤 大 介 , 篠 澤 洋 太 郎
鋭 的 肝 損 傷 後 の A P シ ャ ン ト に 対 し T A E を 施 行 し た 1 症 例
第 妬 回 日 本 腹 部 救 急 医 学 会 , 東 京 , 平 成 2 1 1 r 3  打 1 2 - 1 3 日
小 林 道 牛 , 菱 沼 降 則 , 佐 愁 券 伸 , 村 田 弥 栄 f , 菅 原 克 幸 , _ 上 藤 大 介 , 野 村 死 介 ,
速 藤 智 之 , 山 内 聡 , 黒 田 宙 , 仏 々 木 淳 一 , 田 熊 清 継 , 赤 石 敏 , 篠 澤 汗 太 郎
血 液 斉 1 化 療 法 が 右 効 で あ っ た 急 、 性 メ タ ノ ー ル ヰ ・ , 再 の  1 例
第 2 0 回 ア フ ェ レ ー シ ス 研 究 会 , 仙 台 , 平 成 2 1 年 3  打 2 8 日
野 村 亮 介 , 小 林 」 1 1 和 , 工 波 大 介 , 小 林 道 生 , 池 田 鰯 . 一 郎 , 遠 滕 智 之 , " 、 1 内 聡 ,
篠 洋 洋 太 郎
E C M O  ( E x t r a c o r p o r a l  M e m b r a n e  o x y g e n a t i o n ) を 使 用 し た 成 人 重 症 肺 炎 の
・ 治 療 経 験
第 1 8 山 1 日 本 集 中 治 療 医 学 会 東 北 地 力 会 , 榔 山 , 平 成 2 1 年 4 月 2 5 日
小 林 正 和 , 山 内 聡 , 田 牧 聡 志 , 捗 熟 晋 見 尚 , 佐 々 木 涼 一 , 篠 洋 洋 太 郎
路 面 切 削 機 に よ り 受 傷 L 九 三 肢 切 断 ・ 重 症 骨 雛 朔 放 骨 折 の 一 救 命 例
第 2 3 師 1 Π 本 外 傷 学 会 , 大 阪 , 平 成 2 1 年 5  打 2 8 - 2 9 Π
池 田 雄 一 郎 , 佐 々 木 淳 一 , 篠 澤 洋 太 郎
敗 血 症 初 期 診 療 に お け る 血 管 内 容 呈 の 指 枳 と し て の C V P と G E D Ⅵ の 上 b 1 疫
第 2 4 1 川 日 本  S h o c k  学 会 , 金 沢 , 平 成 2 1 年 5 j 1 3 0 Π
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172 田熊清継,佐々木淳一,田牧聡志,小林正和,宮川乃理子,池田次郎,工藤大
介,福井重文广陽澤寛尚,小林道生,男・村亮介,池田雄一'郎,山木修二1,遠藤
智之,山内聡,小圷知明,黒田宙,赤石敏,篠澤洋太郎
シンポジウム「深在性真菌症の治療』
救命救急センター開設26ケ月間における入院熱偽態、者から検出された真菌の検討
第35回日本熱傷学会,池袋,平成21年6 打 4 -5日
田牧聡志,佐々木淳一,篠澤洋太郎,田熊清継
主題演題「私はこうやっている」
広範囲熱傷処置におけるbFGF製剤の投与工大
第35回日本熱傷学会,池袋,平成21"'6月4 -5日
小林道生,宮川乃理子,小林正和,池冊次郎,田牧聡志,福井市文,工藤大介,
湯澤筧尚,野村亮介,池田雄一郎,遠藤智之,山本修_エ,1_U内畷,小圷知明,
黒田宙,佐々木淳一,田熊清継,赤石敏,篠澤洋太郎
熱傷患者における酸化・抗酸化指標と栄養指標
鮮犯5回日本熱傷学会,池袋,平成21午6月4 -5日
黒田宙,際原・一男,小林道小,篠澤洋太郎,糸LI」泰人
冏欠刑一・酸化炭索中消の拡散テンソル解析を用いた甲・瑚診断法についての検討
第27回日本神経治療学会,熊本,平成21年6月Ⅱ一12H
山内聡,小林道生,1_Ⅱ本修_',篠洋洋太郎
ワークショップ「救急搬送に関わる諸問題(3)ーー救急'創列の出口闇題」
救命救急センターの後力支援活動~地域阪療連携センターとの速挑~
第12回日木臨床救急医学会,大阪,平成21年6 打Ⅱ一12H
宮川乃理子,小林道生,小林正和,池田汰郎,王膝人介,野村亮介,途藤智之,
山内聡,篠浮洋太郎
偶発件低休温症による心肺停止でPCPS 卜に樂急、開腹術を施打し完令社会復
帰した出血性胃潰揚の1例
第12回日本臨床救急医学会,大阪,平成21年6 打Ⅱ一12門
野村亮介,小圷知明,池田汰郎,赤弔i敏,小林道生,池田雄一郎,工藤大介,
小林正和,湯澤寛尚,遠際智之,11」内聡,佐々木淳一,篠澤郡太郎
観血的整復固定が有効であったフレイルチェストのー・症例
第23回東北救急医学会,八戸,平成21年7月4日
川内聡,池田次郎,_U捺大介,野村亮介,佐々木涼一,篠澤洋太郎
高度救命救急センター外傷手術トレーニングコース「ブタを用いた外傷手術操作」
第23回東北救急医学会,八戸,平成21年7月4日
遠嚇智之,τ際大介,小林道生,野村'亮介,山内聡,黒田宙,佐々木淳・・・,赤
石敏,篠洋洋太郎
市民CPR と AED では心打打引明せず, PCPS と低イ村品療法を用い社会1憂帰し
た院外発症心室細動のΠ列
第23回東北救急医学会,八戸,平成21年7j14日
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1 別
小 林 正 和 , 池 田 雄 ・ 一 郎 , 篠 澤 洋 太 郎
長 期 集 中 治 療 を 要 し た 感 染 源 不 明 重 症 S e p s i S  の ・ 一 例
第 2 4 回 日 本 救 命 医 療 学 会 , 東 京 , 平 成 2 1 年 9 月 4  - 5 臼
眞 蠣 ・ 唯 , 湯 浮 寛 尚 , 高 梨 央 康 , 小 林 正 和 , 本 間 信 之 , 池 田 次 郎 , 工 膿 大 介 ,
野 村 亮 介 , 池 山 雄 一 郎 , 佐 藤 武 揚 , 斎 藤 敦 志 , 遠 藤 智 之 , 山 内 聡 , 小 圷 知 明 ,
黒 田 宙 , 佐 々 木 淳 一 , 赤 石 敏 , 篠 澤 洋 太 郎
電 雌 傷 C P A 蕪 生 の ・ イ 列
宮 城 県 救 急 、 医 療 研 究 会 第 Ⅱ 回 学 術 集 会 , 仙 台 , 平 成 2 1 年 9 打 2 6 日
山 内 聡 , 1 藤 大 介 , 仇 藤 武 揚 , 篠 澤 洋 太 郎
外 傷 外 科 医 養 成 の た め の ブ タ を 用 い た 外 傷 外 科 ト レ ー ニ ン グ
第  1  回  A c u t e  c a r e  s u r g e r y  研 究 会 , 東 京 , 平 成 2 リ 手 1 0 月 2 3 日
上 藤 大 介 , 小 林 道 生 , 佐 々 木 淳 一 , 山 内 1 稔 , 速 ル 竃 智 之 , 池 田 " t  ' 郎 , 野 村 死 介 ,
潟 澤 寛 尚 , 池 田 次 郎 , 小 林 1 和 , 篠 浮 洋 太 郎
D ダ イ マ ー 価 に よ る 静 脈 血 栓 塞 枠 症 V T E の ス ク リ ー ニ ン グ は 可 能 か ?
第 3 7 回 日 木 救 急 氏 学 会 , 盛 岡 , 平 成 2 1 午 1 0 月 2 9 - 3 1 日
野 村 亮 介 , 池 田 次 郎 ,  L 藤 大 介 , 池 田 雄 ・ ・ ・ 郎 , 遠 藤 智 之 , 【 _ 1 1 内 聡 , 小 林 道 止 ,
山 木 修 三 , 佐 々 人 淳 一 , 本 問 信 之 , 篠 澤 洋 太 郎
リ ネ ゾ リ ド の 副 作 用 と 血 清 酸 化 ス ト レ ス 度
第 3 7 回 日 本 救 急 氏 学 会 , 盛 岡 , 平 成 2 1 ' 下 1 0 円 2 9 - 3 1 日
佐 々 木 淳 一 , 赤 石 敏 , Ⅱ _ 1 内 聡 , 遠 藤 智 之 , 池 田 鄭 ・ 一 郎 , 野 村 亮 介 , 湯 澤 寛 尚 ,
工 藤 大 介 , 池 田 次 郎 , 小 林 正 和 , 篠 澤 洋 太 郎
局 度 救 命 救 急 セ ン タ ー 併 設 の 国 立 大 学 に お け る オ 戸 前 救 急 医 学 教 育
第 3 7 1 引 Π 本 救 急 医 学 会 , 權 岡 , 平 成 2 1 年 1 0 打 2 9 - 3 1 日
山 内 聡 , 下 藤 大 介 , 野 村 亮 介 , 佐 々 人 淳 一 , 赤 石 敏 , 篠 澤 洋 太 郎
高 度 救 命 救 急 、 セ ン タ ー 外 傷 ト レ ー ニ ン グ 「 ブ タ を 用 い た 夕 H 牙 丁 才 赫 県 作 」
第 3 7 回 H 本 救 急 医 学 会 , 礁 岡 , 乎 成 2 1 年 ・ 1 0 打 2 9 - 3 1 日
山 本 修 三 , 小 林 道 生 , 宮 川 乃 理 子 , 小 林 正 和 , 池 田 雄 ・ 一 郎 , 述 藤 智 之 , 山 内 聡 ,
佐 々 木 淳 ・ ・ ・ , 赤 不 i 敏 , 篠 浮 井 羊 太 郎
心 肺 停 止 患 者 救 急 搬 入 時 酸 化 抗 肱 化 動 態 と 予 後
第 3 7 回 H 木 救 急 氏 学 会 , 盛 岡 , 平 成 2 1 午 1 0 月 2 9 - 3 1 日
野 ・ 村 亮 介 , 小 林 正 和 , 本 刷 信 と , τ 峠 大 介 . 湯 澤 寛 尚 , 池 田 雄 ・ 一 郎 , 佐 膝 武 男 ,
斎 藤 敦 志 , 述 献 智 之 , 山 内 聡 , 小 圷 知 明 , 黒 山 宙 , 佐 々 木 淳 一 ' , 赤 石 敏 , 篠 澤
洋 太 郎
高 度 救 命 救 急 セ ン タ ー 開 設 前 後 の 熱 傷 入 院 患 老 統 計
第 1 5 回 日 本 熱 傷 学 会 束 北 地 方 会 , 弘 前 , 平 成 2 1 年 1 1 打 1 4 日
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190野,村亮介,小林正和,木Ⅲ1偏と,Ξ[農大介,湯澤寛尚,池田雄一郎,佐藤武揚,
斎藤敦志,遠藤智之,山内聡,小圷知明,黒田宙,佐々木淳一,赤石敏,篠洋
洋太郎
心Ⅷ俳幾能停IU1寺冏と搬人時触化抗触化動態
第4 回病院前救急診療研究会,東京,平成21年12ガ 4日
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